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第６章 園における障害のある幼児などの支援の
実際（実践事例） 

 

第１章から第３章では、園において、障害のある幼児などを受け入れるに当たって

の基本的な考え方や配慮について述べました。第４章では、障害種別に基本的な理解

や日々の保育における障害のある幼児などの困難さに応じた支援について述べまし

た。第５章では、障害のある幼児などの指導や支援を行うための体制整備について述

べました。第１章から第５章までで共通して述べているのは、障害があるからできな

い、この障害種にはこの支援といったように決め付けたりせずに、目の前の障害のあ

る幼児などを肯定的に受け止め、その子のよさや好きなことを生かしながら、その子

の困難さに応じた支援を行うことの重要性です。そして、障害の有無にかかわらず、

幼児同士が育ち合える関係づくりや、障害のある幼児などの保護者の気持ちに寄り添

った支援の大切さです。さらには、こういった取組を支える先生の姿勢や体制整備な

どの必要性です。 

園における活動では、これらは切り離して考えることはできません。第６章では、

第１章から第５章までで述べた考え方を踏まえて、各園が実践を進めるための手掛か

りとなるように、いくつかの具体的な事例を紹介していきます。 

 

そもそも、先生は、保育を進める上では、一人一人の幼児をよく見て、その幼児に

とって発達に必要な体験が得られるように指導を考えます。そのとき、どのような指

導をすればよいか、幼児の姿から自分の指導を振り返り、日々、幼児理解に努めなが

ら「次はこうしてみよう」と指導の改善につなげています。障害のある幼児などにつ

いてもこのことは同じです。先生は、障害のある幼児などの存在の有無にかかわら

ず、どの幼児も楽しく充実した園生活を送ることができるように、一人一人に応じた

指導を考える必要があります。 

しかし、実際には、障害のある幼児などを受け入れる場合、障害のある幼児などに

目が向けられ、その幼児を特別な存在として捉えたり、障害の診断がなくとも、「気

になる」幼児がいると、その幼児との関わりにおいて「困ること」が出てきたりしま

す。どのように対応したらよいのか、具体的な支援の方法や方向性が見出せないまま

に、その日その日の支援に留まってしまうこともあるかもしれません。また、「気に
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なる」ことは、先生がどのような視点で当該幼児を捉えているかによって異なるた

め、同じ幼児を見ていても先生によって「気になる」と感じる点が異なる場合もあり

ます。このようなズレは、当該幼児が見せる特定の面だけを捉えているために生じて

いる可能性があります。当該幼児の実態を捉え、当該幼児のよさや抱える困難さを捉

えるためには、先生同士が話し合い、今必要な支援だけではなく、長期的な視点をも

って計画的に支援を考えていくことが大切です。そのためには、障害の基本的な理解

と当該幼児の背景を理解しながら、担任が一人で抱え込まず、園全体の協力体制の

下、園として組織的に取り組むことが重要です。 

 障害のある幼児などの指導は一様ではありません。当該幼児の実態、保護者の気持

ちや家庭の状況、園の体制や関係機関との連携状況などに応じた支援を考える必要が

あります。本章で取り上げる事例は、あくまでも一つの実践事例であることを考慮し

て各園の実情に即して活用してください。 

  



161 
 

事例１ 日々の先生同士の会話の中で障害のある幼児などが抱える困難さに気付く 

 

 園に入園後、何となく指示が伝わりにくい、周りの状況が分かっていないのでは

ないかなど、気になることが見えてくる幼児がいます。しかし、先生によっては、

そのような場面にさえ、気が付かないことも多くあります。様々な先生が関わる

ことで、幼児一人一人の実態を把握し、障害のある幼児などの困難さに応じた必

要な支援を行っていくことができます。日々の先生同士のコミュニケーションを

気付きや早期支援につなげていくことが大切です。 

【ポイント】 

●何気ないことを伝え合える先生間の関係性をつくりましょう。 

●日々の些細な出来事を記録しておきましょう。 

●気になる出来事を身近な先生に相談しましょう。 

●他の先生や園長などから様々な意見をもらい、園全体で関わることで、障害の 

ある幼児などの困難さに応じた早期支援につなげましょう。 

●保護者の思いを受け止め、一緒に障害のある幼児などの姿を捉えましょう。 

 

 園内の他の先生と幼児の普段の姿を語り合うことは非常に重要です。普段の雑談の

中で新たな発見があることもあります。自分の一方的な捉え方ではなく、他の先生の

様々な意見を聞いてみることは、幼児の多角的・多面的な理解につながります。ここ

では、そのことで、障害のある幼児などの抱える困難さに気付き、支援に関して検討

を始めた事例を紹介します。 

 

○おとなしくて手がかからない子だと捉えて―隣のクラスの先生との会話から― 

Ａ児は一人っ子で、両親に大切に育てられている様子。園に来ると、大好きな積み

木を始める。積むことそのものを楽しんでいるようなこともあれば、何かを作って

いるようなこともあるが、黙々と一人で遊んでいることが多い。担任は手のかから

ないおとなしい子と捉えた。保育時間が長くなってきたある日、「お外に行くからト

イレに行って、片付けをしてね」と担任がクラス全体に声掛けをし、多くの幼児が

外に行く支度をしていた。Ａちゃんにも「トイレに行ってね」と声を掛け、外に 
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 出た。しばらくして室内を見に行くと、Ａちゃんが泣いていた。見るとお漏らしを

してしまっていた。 

 別の日、砂場で遊んでいて、「そろそろお弁当の時間だよ」と保育室に入る準備を

したが、Ａちゃんはいつまでも砂場で遊んでいる。「Ａちゃん、お弁当だよ」と顔を

見て話すとにっこりして一緒に室内に入ってきた。 

 担任は、Ａ児は、一つのことに没頭すると夢中になってしまうのだろうと捉えてい

ました。一人遊びを好み、おとなしくて手がかからない子だということを隣のクラス

のＢ先生に伝えました。Ｂ先生は、Ａ児は没頭して遊ぶタイプの子なのだろうけれど、

お漏らしをするまで、周りの様子に気付かないことが気に掛かりました。Ｂ先生は、

Ａ児は周りの様子に気付きにくいとともに、自分から困ったことを伝えることも苦手

なのではないかと担任に伝えました。 

 

○不安感が強い子だと捉えて―学年の先生との会話から― 

 保育室のテラスの部分に巧技台で一本橋など渡って歩けるコースを作った。多く

の幼児が繰り返し楽しんでいたが、Ａ児はいつもの積み木の場所で遊んでいる。担

任は室内では積み木、屋外では砂場の２か所でのみ遊んでいることに気付く。 

 担任は、大人に大切に育てられてきたから、初めての場所では不安感が強いのだろ

うと捉えていました。そのことを学年会の際に話題にすると、確かにＡ児はいつも決

まった場所で遊んでいることが多いということが話題になりました。初めての場所や

遊具に関わるときには、担任がそばにいることで安心できるのではないかということ

を担任に伝えました。 

 そこで、担任がＡ児の近くで遊び、一緒に手をつないで移動すると、少し安心した

のか、一本橋の近くで友達の様子をじっと見ていました。しばらく見ていると、手を

つないだまま、友達のまねをして渡ろうとしました。うまくいかず落ちてしまうと、

再び友達のしていることを見ていました。 

 不安な場合には手をつないでいると安心すること、初めてのことはじっと見ている

ことが多いことなど、新たなＡ児の理解につながりました。初めての遊具に関わる際

には、担任と一緒に友達の様子を見ていることで安心できるように担任がそばにいる

ことにしました。 
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○聞いてないことが多いと感じて―主任のアドバイスから― 

また別の日、外に出るときに水筒を持ってくるようにクラス全体の幼児に伝えた

が、Ａ児は周りをきょろきょろ見ながらぼうっと立っていた。もう一度「水筒を持

ってくるよ。」と実物を見せ指示をすると、はっと気付いて、水筒を持ってきた。 

 母の日の似顔絵をかくときにも、クレヨンを持ってくるように伝えたものの、Ａ

児は画用紙を見てにこにこしているだけ。個別に「クレヨンだよ」と実物を見せ、

顔を見て伝えると、分かったようであった。 

担任は全体の指示は聞き取りにくいのか、ぼうっとしていることが多く、一度きり

の指示では伝わらないようなので、次回からは個別に声掛けをするようにしました。 

学年で話題にしていると、主任の先生に、一度で聞き取れないようだけれど、具体物

を示すと理解できるようだ、個別でも具体物がないと理解できないときもあるのかど

うか、確かめた方がよさそうだと言われたので、留意して関わるようにしました。 

 

○どのように伝えると伝わるのか―主任の関わりから園長とも共有して― 

 次の日、主任はＡ児が積み木で遊んでいるところに行って後ろ側から「Ａちゃん、

何してるの？」と話し掛けてみたが、反応がない。右側から「Ａちゃん」と言って

も遊び続けている。左側から「Ａちゃん」と言うとやっと顔を上げる。正面からの

「何を作っているの？」の問い掛けにはにこにこ応じているが、積み木を指差して

いる。「おうちかな？」と言うと嬉しそうにうなずく。しばらくして、担任が「片付

けだよ」と言う。Ａちゃんは周りの友達が片付け始めた様子を見て、積み木を片付

け始めた。 

 主任は、Ａ児は聞こえに問題があるのではないかと捉えたので、背後から声を掛け

てみたのでした。左側からこちらの言っていることが伝わるようでしたので、主任は

右側の聞こえが悪いのではないかと考えました。また、先生が話していることの理解

はしており、質問の答えに対する反応はあるため、家庭では気付きにくいのではない

かと思いました。そのことを園長と担任に伝えました。園でＡ児が言葉を発する機会

があまりないため、一対一での関わりがどの程度できるか確認することや家庭ではど

のような様子なのか、保護者の話も聞いてみることにしました。 
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○保護者から幼児の家庭での様子を聞いて―保護者との情報の共有― 

 家庭では何でものんびりな性格だと捉えているようだ。発語も遅めだったよう

で、ゆっくり話してあげると理解できるので、家庭内で困ることはないようだ。園

での出来事を伝えたところ、家庭でも遠くからの呼び掛けには気付かないことがあ

るということが話題になった。 

 園でＡ児が積み木や砂場など好きな遊びにじっくり取り組み楽しんでいる様子を伝

えるとともに、全体的な指示があるときには個別に分かるように具体的な指示をして

いること、初めての遊具や場所の移動の際には、担任が手をつないでいれば安心でき

ることなどを伝え、園でも更に丁寧に関わり、集団の生活の中でどのような困難さが

あるかを引き続き観察し、保護者と共有することにしました。 

保護者は家庭でももう少し様子をみて、病院を受診してみることも考えたいという

ことになりました。 

 

事例から読み取れること 

〇何気ないことを伝え合える先生間の関係性をつくっておくことが大切です。 

 自分にとっては気になる出来事ではなくても、他の誰かに話すことでその重要性に

気付くこともあります。特に、他の幼児との関わりで迷惑をかけないようなおとなし

い子と捉えてしまい、本人の困難さに気付きにくいことは数多くあります。園全体で

一人一人の幼児の理解を深めていくことは、障害のある幼児などの抱える困難さへの

早期の気付きや支援につながります。 

〇些細な出来事を記録しておくことが大切です。 

 日々の幼児の遊びや生活の様子を記録しておくようにしましょう。その日の特定の

活動だけでは気にならない幼児の様子も、数日間の記録を通して分かることもありま

す。また、先生同士で話し合う際の根拠ともなります。 

 他の先生から気になる視点に関する助言をもらった場合には、その視点から障害の

ある幼児などの遊びや生活の様子を記録するだけではなく、当該幼児の思いを推測し

たり、先生の関わりやそれに対する当該幼児の反応も記録したりするようにしましょ

う。障害のある幼児などの抱える困難さや支援について考えるヒントとなります。 
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〇気になる出来事を身近な先生に相談しましょう。 

 ちょっと気になる出来事があったときには、園内の身近な先生に相談しましょう。

自分にとっては初めてのことでも同じような経験をしたことがある先生もいます。

様々な意見を聞くことで多様な見方や解釈ができるようになります。障害のある幼児

などとの関わり方の新たな視点が見つかることも多いでしょう。 

〇他の先生や園長などから様々な意見をもらい、園全体で関わることで、障害のある

幼児などの困難さに応じた早期支援につながります。 

 園全体で一人一人の幼児の理解に努めていくことが重要です。担任が問題意識をも

っていない際にも、経験豊富な主任等が関わることで、障害のある幼児などがどのよ

うなことに困難さを抱えているのか、どのような支援を必要としているのか、実態把

握に必要な情報を整理することができます。障害への気付きや必要な支援、保護者と

の共通理解につなげていくことができるのです。 

〇保護者の思いを受け止め、一緒に障害のある幼児などの姿を捉えていきましょう。 

 家庭での一対一での生活と園のような集団生活の場での生活とでは障害のある幼児

などの実態は変わってきます。保護者は、集団の中での当該幼児の様子等については

理解しにくいかもしれません。その際には、園でどのような支援をしているか、どの

ように支援することで困難さを克服することができているかなど具体的な場面を挙げ

て丁寧に伝えることが必要です。また、保護者の思いや日常している関わり方などを

よく聞き、園でも取り入れていけそうなことなどを話し合い、当該幼児のためにでき

る支援を一緒に考えていくことも必要です。保護者との信頼関係を築き、一緒に当該

幼児の特性の理解に努め、更に今後の支援の方向性を共に考えていくことにつなげて

いきましょう。 

 

（第２章（３）幼児の障害の状態等に応じた必要な支援のためのアセスメントの重要

性 ９頁参照、第３章２．合理的配慮を含む必要な支援を考えるために必要なアセス

メント 19 頁参照、第３章３．先生の基本的な姿勢 24 頁参照） 
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事例２ 日々の様子を共有していくことで障害のある幼児などの実態把握につなげ

ていく 

 

入園後、園生活の中でうまくいかない場面が多いことがあります。先生が困って

いるということは、障害のある幼児なども困っている可能性があることを踏まえ、

園全体で当該幼児の特性、好きなことや得意なこと、苦手なことなど、当該幼児の

実態を把握し、必要な支援につなげていくことが大切です。 

【ポイント】 

●日々の出来事から行動の特性を把握していくことが大切です。 

●その時々で考えられる支援を試していくことで実態把握を更に深めます。 

●実態把握で気付いた当該幼児の特性に応じた指導や対応の仕方を共有します。 

●実態把握の積み重ねで見えてきた好きなことや得意なことを中心に、他の幼児へ

の理解を促す場面を見付けていきます。 

●家庭と情報共有し、入園前のこと、園外での様子を把握し、当該幼児の理解を深

めます。 

 

幼児の障害の有無にかかわらず、幼児理解を深めていくことは基本です。しかし、

様々な幼児と関わる担任にとっては、困った場面ばかり目についてしまい、どうした

らよいか分からず、幼児の全体像は見えにくくなっていることがあります。日頃から

先生同士のコミュニケーションをとり、相談しやすい雰囲気をつくっていくことも重

要です。また、家庭での様子やこれまでの育ち、園以外の場での様子など、保護者か

らの情報も実態把握には必要となります。担任やその他の情報を基に、様々な角度か

ら障害のある幼児などの実態を把握していくことが大切です。 

ここでは、入園当初は、Ｂ児は、目が離せず、困った行動が多いと捉えていた担任

が、様々な場面を通してＢ児を把握していくことで、担任のＢ児の捉え方が変化し、

Ｂ児に変容が見られた事例を紹介します。 

 

○入園当初…興味のままに行動する―補助の先生との毎日の振り返りから― 

Ｂ児は、二人兄弟の一番上で、３歳で入園。入園前の情報はない。母親は育てに

くさを感じているものの、どうしたらよいのか分からず、Ｂ児に手を焼いている様
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子。 

Ｂ児は、初めての園にも物怖じせずに遊び出した。園庭の遊具が気に入った様子

で、入園式後、母親と園庭の遊具でいつまでも遊んでいた。次の日、担任は保育室

で遊べる環境を用意して園児を待っていた。Ｂ児に「おはよう」と声を掛けると、

担任とは目を合わせず、昨日遊んでいた園庭の遊具のところに走って行ってしまっ

た。Ｂ児のことを補助に入っている先生にお願いして、担任が他の園児の対応に追

われ、呼びにいくことができずにいると、補助の先生と一緒におやつの時間に保育

室に戻ってきた。手洗いやトイレは自分で済ませることができたようだ。帰りの支

度をすると、外にすぐに出ようとするので、「先生と一緒に行こうね」と手をつな

ごうとすると、手を振り払われてしまった。「お母さんのところに連れて行ってあ

げるからね」と一緒に行くようにすると、何とか手をつないで一緒に歩いてくれた。

アリを見つけると、「アリさん…」と動かなくなり、他の園児も同じようにアリに

気をとられて進めなくなってしまった。 

 

 園児が帰った後、補助の先生と、Ｂ児について話をしました。補助の先生は、「この

くらいの年齢の幼児は自分の興味のあることしか、目に入らないから仕方ないですね」

と言っていました。養護教諭は、入園初日のＢ児が好きな遊具に走っていく様子を見

て、あまりにも周りの状況が見えていないことが気になるようでした。自分の「興味

のままに行動する、目についたもの（この日は遊具、アリなど）に反応するのはこの

くらいの年齢の幼児の特徴ではあるものの、Ｂ児の行動に違和感を感じたようでした。

そこで、まずは、Ｂ児の行動を規制するのではなく、次の日からは、必ず誰かがＢ児

の行動を把握するようにしました。 

 

○興味がめまぐるしく変わっていく－自分はこうしたいという思いの中で－ 

－学年主任と共有－ 

多くの園児が園に慣れ、それぞれのお気に入りの遊びができてきた。Ｂ児は、

友達の楽しそうにしている雰囲気が分かり、遊んでいるところに行くが、友達の

使っているものを取ってしまう。砂場で遊んでいると、Ｘ児が使っているスコッ

プをＢ児は無理に取って使い始めてしまった。取られてしまったＸ児は、泣いて
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訴えるが、Ｂ児は返さない。担任は「これは、Ｘちゃんが使っていたんだよ。こ

っちを使おうね」と同じ種類のスコップを渡すが、ゆずらない。仕方なく、Ｘ児

に新しいスコップを使ってもらうことにした。Ｂ児と先生が一緒に砂の山を作っ

ていたが、先生がちょっと目を離した隙に、砂場からいなくなってしまった。遠

くから泣いている声が聞こえ、行ってみると、Ｂ児がブランコに乗ろうとしてＹ

児を押しのけている。「だめだよ！ Ｂちゃん」とＺ児が止めると、急に表情が変

わってＺ児に向かって砂を投げつけた。担任が「ブランコ乗りたかったの？ お

友達のこと押しちゃったの？」と聞くと「押してないよ、Ｂが乗るの！」と言っ

てブランコに乗り始めようとする。Ｙ児とＺ児には「ブランコにどうしても乗り

たかったんだね。順番守れるように先生からお話しておくね」と言って別のブラ

ンコに乗るように促した。しばらくブランコに乗った後、「お友達、困っていたよ

ね」とＢ児に伝えたが、何のことか分かっていない様子。 

 

担任は、学年主任に相談してみました。主任からは、この年齢の幼児は友達の使っ

ているものが目に入るとすぐに欲しくなってしまうから、クラスの人数に近い数だけ

同じものを確保しておくこと、Ｂ児の分は別に準備しておくこととのアドバイスをも

らいました。また、目に入ってやりたいと思ったことは、自分で良いか悪いか考える

前に、やってしまうようなところがあるので、トラブルを未然に防げるような配慮が

必要、否定的な言葉に反応している姿から自分に自信がないのかもしれないので、家

庭での様子について保護者と話をしてみた方がよいとも言われました。園では、Ｂ児

が否定される場面を減らし、Ｂ児の思いを受け止めながら、Ｂ児と一緒に方法を考え

ていけるような支援も必要ではないかということになりました。 

 

○支援について保護者と共に考える－園外での様子を知る－ 

Ｂ児が他の幼児から意地悪な子という印象をもたれないようにと担任は配慮し

ていたが、友達とのトラブルが絶えず、母親と話をする機会も増えてきた。母親と

の関係性ができ、母親が入園前や家庭での様子を少しずつ話してくれるようになっ

てきた。入園前は親子教室に通っていたとのことだが、そこで自分勝手に行動して

しまうことが目立ち、恥ずかしかったこと、小さいころからスーパーに買い物に行
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くと必ず迷子になっていたこと、家では言うことを聞かないので厳しく叱ってしま

うことが多いことなどを話してくれた。 

 

担任は、保護者の大変さを受け止めながら聞くようにしました。また、園では、目

につく遊具に反応してしまうことが多いけれど、友達とトラブルになる前に同じもの

を必ず準備しておくことや、否定的な言葉に過剰に反応してしまい、衝動的な行動が

出てしまうことがあるので、一度話を聞いたり、時間や場所を変えて気持ちを切り替

えられるようにしたりしていることを伝えました。担任は、今後は、Ｂ児の得意なこ

とを見付けて自信をもてるような指導をしていくことにしました。 

 

○今後の指導の方向性を考える－スクールカウンセラーに相談する－ 

 これまでの園での様子から、Ｂ児は、興味や関心の移り変わりが大きく、衝動性

があると捉え、Ｂ児の困難さに応じた配慮についてスクールカウンセラーに相談す

ることにした。スクールカウンセラーに、Ｂ児の普段の園での様子を見てもらった。

その日は、幼児皆で保育室や園庭で大きな画用紙にローラーで絵の具を塗る遊びを

楽しんでいた。Ｂ児もローラーが楽しくなっていろいろなところに塗ることを楽し

んでいた。すると、自分が絵の具だらけになることが楽しくなり、次には全ての水

道を全開に回して、水を思い切り出すことが楽しくなってきたようだ。さらに、自

分が足洗い場に寝そべって水しぶきを浴びることが楽しくなったようだ。 

 気持ちを発散させるような遊びや水に関する遊びには特に興奮し、積極的に遊びま

したが、エスカレートしすぎてしまい、担任は対応が間に合わないことがしばしばあ

りました。保育参観後のスクールカウンセラーとの協議において、多動の傾向や衝動

性が強い傾向が見られるので、生活の中でＢ児がしてもよいことが分かりやすい環境

のつくり方を工夫することが大切であること、Ｂ児の困難さや支援の手立てを園全体

で共有することになりました。また、園での支援などについて、保護者の気持ちにも

配慮しながら、共有することになりました。 

 

○Ｂ児の得意なことを見つけて－他の友達との関係性を考える－ 

 運動会の練習のとき、Ｂ児は自分の出番を待てず、自分のやりたい遊びを続け
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ていることが多く、担任は困っていた。玉入れが始まると、楽しそうな様子にＢ児

も交じってきた。玉を思いっきり投げることが楽しくて何度も楽しんでいる。最初

は他の幼児が玉入れを終えてもＢ児は投げ続けていたが、何度も繰り返すうちに笛

の合図で終わりということが分かり、友達と一緒にルールを守って遊ぶことができ

るようになった。Ｂ児は、体の動きが活発で投げることも得意だったので、担任が

「Ｂちゃんのチームは玉入れ強いね」と他の幼児にも聞こえるように褒めると、「ほ

んとだね」、「Ｂちゃん、投げるの上手だからね」、「Ｂちゃん、次も頑張ろうね」と

友達から声を掛けられ、Ｂ児も嬉しそう。玉入れの練習には毎日張り切って参加し、

運動会が終わった後もクラスで玉入れ遊びを楽しんだ。 

 運動会の練習は苦手だったのですが、玉入れのルールが分かりやすいことでＢ児が

張り切って参加できました。そのことを担任がすぐに気付き、Ｂ児の自信につながる

言葉掛けをしました。他の幼児にも聞こえるようにしたことで、他の幼児がＢ児のよ

さに気付くきっかけになりました。 

 

事例から読み取れること                              

○日々の出来事から行動の特性を把握していくことが大切です。 

 担任のちょっと気になる、幼児の行動に対して違和感があるという場面があったと

きには、毎日のちょっと気になる場面、行動、出来事などを記録しておき、振り返っ

たときに、どのような場面で苦手なことがありそうなのかなど、一緒に関わっている

先生と情報共有し、行動の特性を把握していくことが大切です。どのようなときにど

のような行動をするのかということを少しでも客観的に捉えていくことを積み重ねて

いくことが大切です。ここでは、まずは、Ｂ児の様子を把握できるように補助の先生

が傍について注視することから始めています。 

○その時々で考えられる支援を試していくことで実態把握を更に深めます。 

障害の有無がはっきりしていない場合には、特に日常の遊びの状況から対応を判断

する必要があります。担任や副担任だけではどのように対応したらよいか判断が難し

い場合や、他の幼児との関わりの中で危険なことが伴うときには、学年主任等を中心

に園全体として相談することが大切です。他の幼児とのいざこざにならないように、

人数分に近い数の遊具を出しておくことや、いざこざの際には当該幼児の思いを周り
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の幼児に代弁するなど、特別な支援ではなくても有効な支援はないかを探っていきま

す。そうすることで、遊具へのこだわりや当該幼児なりの出来事の捉え方などにより

詳細に気付いていくことにつながります。初めは、その場その場での対応しかできな

いかもしれませんが、同じような場面が多く見られたり、最初の支援の方法ではうま

くいかないことが見えてきたりします。当該幼児が落ち着いて行動できた支援や、そ

うではなかった支援を整理し、当該幼児の支援について園全体で検討するようにしま

す。その際には、できるだけ具体的な場面を挙げて、多くの先生で意見を出し合うこ

とも重要です。 

〇実態把握で気付いた当該幼児の特性に応じた指導や対応の仕方を共有します。 

 実態把握の中で、Ｂ児は特に否定的な言葉を掛けられたことに反応するのではない

かとの見方が出てきました。他の幼児に対しての危険な行動などは制止しなければな

らないこともありますが、「だめ」、「やりません」など否定的な言葉を掛けるのではな

く、「どうしたかったのかな？」など本人の思いを聞きながら、気持ちが落ち着くよう

にするための方法を見付けることが有効なようでした。保護者から話を聞く中で、家

庭での関わり方なども知ることができます。ここでは、家庭では言うことを聞かない

ことが多く、その度に厳しく叱っているとのことでした。大人から行動を強く規制さ

れたり、叱責されたりしてそのことに対して反発することが増えたり、自己肯定感が

低くならないような関わりを園の中では心掛けることを共有するようにしました。保

護者の気持ちに配慮しながら、実態把握の中で気付いた当該幼児の特性に応じた対応

の仕方について考えていくことが必要です。 

○実態把握の積み重ねで見えてきた好きなことや得意なことを中心に、他の幼児への

理解を促す場面を見付けていきます。 

 実態把握を重ねていくと、行動の特性や、出来事の理解の仕方など、その子なりの

特性が分かってきます。得意なこと、苦手なことなども分かってくるでしょう。皆と

一緒の活動が苦手な幼児も、分かりやすいルールがあることで、遊び方が理解しやす

い場合もあります。さらに、当該幼児の好きなことや得意なことを先生が理解し、そ

のことを中心に他の幼児との関わりをつくり、他の幼児に分かるように褒め、よさを

認め合える関係性を築けるようにしていくことを忘れないようにしたいものです。 
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○家庭と情報共有し、入園前のこと、園外での様子を把握し、障害のある幼児などの

理解を深めます。 

 園での場面だけでなく、家庭での様子やこれまでの子育ての困難さなどを共有し、

対応の仕方を一緒に考えていくことは、どの幼児にとっても必要なことです。特に、

障害のある幼児などをもつ保護者に対しては、困難さを受け止め、家庭での様子を聞

くことで、園での対応を丁寧に考えていくことができます。保護者が、当該幼児の特

性の理解が不十分なときには、日々の当該幼児の実態把握を丁寧に積み重ねていくこ

とが重要です。また、保護者から入園前の様子や、園以外の場での様子や困難さなど

の情報が得られると、総合的に当該幼児のことが捉えられるようになります。保護者

との十分な信頼関係を築いた上で専門機関等への相談なども話題にしていくとよいで

しょう。 

 

（第３章２．合理的配慮を含む必要な支援を考えるために必要なアセスメント 19

頁参照、第４章１．障害のある幼児などの困難さに応じつつ全体的な発達を促す支援

の在り方 35頁参照） 
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事例３ 障害のある幼児などの困難さから支援を考えるために園内委員会を活用 

する 

 

障害のある幼児などの困っている姿に出会うと、担任も戸惑い悩みます。その

悩みを一人で抱え込むのではなく、先生全員で思いを共有し知恵を出し合い、当

該幼児の健やかな成長につなげていくことが大切です。当該幼児の困難さについ

て先生間で共通理解を深め、当該幼児の実態に応じた支援を考えるためには、園

内委員会をどのように活用したらよいでしょうか。 

【ポイント】 

●園内委員会は当該幼児や先生からのＳＯＳに応じ、適時、開催しましょう。 

●次の視点を大切にして、先生間の協議を行いましょう。 

・ケース検討は具体的な記録に基づくこと 

・当該幼児の困難さのみへの注目は避け、よさも含めて総合的に捉えること 

・障害特定ではなく、客観性をもって当該幼児の実態を捉えること 

・当該幼児の実態を捉える視点は具体的であること 

・どのような支援（先生の関わりや環境の工夫等）があれば、当該幼児は安心し

て遊びに没頭できるのか、他の幼児との関わりが広がるのか、場面を想定して

具体的にアイデアを出すこと 

・当該幼児のよさや困難さに関して、保護者との共有に向け、今の保護者の気持

ちに寄り添った段階的な情報共有について話し合うこと 

●必要に応じて、関係機関と連携しましょう。 

●終了時には、次回の開催に向けて取り組むことを確認しましょう。 

 

先生は、障害のある幼児などの園での遊びや生活の様子から、当該幼児の発達の遅

れや偏りに気付くことがあります。このような気付きを大切にして、先生全員で当該

幼児の困難さについて話し合うことから、必要な支援は始まります。このとき、障害

の有無を判断することが目的ではなく、目の前の幼児の困難さを適切に捉え、困難さ

に応じた支援を検討することが大切です。園内委員会は、当該幼児を理解し、健やか

な発達を促すために園全体で取り組むための組織であり、この組織を有効に活用する

ことにより先生全員が共通理解を図り、組織的な支援をすることができます。 
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障害のある幼児などの困難さを捉えようと話し合いをしている二つの園内委員会の

様子を紹介します。先生がそれぞれに意見を出し合い、当該幼児の困難さへの理解を

深めるためには、どのようなことに留意すればよいのかについて考えていきましょう。 

 

園内委員会① 「視線の合わない」Ｃ児への対応 

２年保育 ４歳 

 入園当初の５月の園内委員会では、視線を合わせない、他の幼児との関わりが少な

い、場面の切り替えに遅れるといったＣ児の様子について話し合いました。しかし、

当該幼児の困難さの要因が分からなかったので、どのような視点から更に当該幼児の

姿を見ていけばよいのかについて共有しました。 

 先生全員で共有した視点に注意して当該幼児の姿を見た結果、視覚的な問題よりも

興味や関心の偏りや経験不足による不安が強い傾向にあることが分かったので、保護

者や関係機関と連携した支援について検討しました。 

 園内委員会の様子は次のとおりです。 

 

５月の園内委員会 

「遊びが広がらない、他の幼児との関わりが見られない」など、新入園児の気にな

る様子を共有することになりました。その中で、視線が合わず、遊びが広がらないＣ

児について何に困っているのか、丁寧に姿を捉えることとなりました。最初に、担任

から具体的なエピソードの報告がありました。以下は、報告のあったエピソードのう

ちの一つです。 

【担任からのエピソード報告】 

 登園時、「おはよう」と声を掛けても、遠くを見て目を合わせようとしないのです。

最初はお母さんの陰に隠れていたので恥ずかしいのかなと思ったのですが、一人で

玄関に入ってきたときに声を掛けても反応がありません。近づいて「おはよう」と

言うと、目を合わせずに単調な声で「おはよう」と返ってきます。室内遊びが多く、

友達との関わりもあまり見られません。場面の切り替えに遅れて、部屋の隅で固ま

ってしまうことがよくあります。 

  

担任からＣ児の具体的なエピソードが語られると、他の先生からもＣ児の困難さに
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関した意見がありました。しかし、一度の園内委員会ではＣ児の困難さの的確な把握

や困難さに応じた支援策の決定は難しく、次回の開催までに各先生が何に取り組むの

かについて話し合い、次のとおりまとまりました。 

 

【Ｃ児の困っている姿について丁寧に観察】 

○ 「視線が合わない」という状態は、物が見えにくい、人と関わるのが苦手等、様々

な要因が考えられます。Ｃ児の困難さを適切に捉えるため、具体的な観察場面につ

いて共有しました。 

 ・物が見えにくいという視点から 

Ｃ児は周りをどのように見ているのか、見えているのかについて、日常生活での 

視線の向け方に注意します。例えば、物を注視することはできるか、前に立つ先生 

に注目することはできるか、絵本や紙芝居の読み聞かせのときの視線はどうかなど 

について、気を付けて見るようにします。 

 ・人と関わるのが苦手という視点から 

わらべ歌やにらめっこなどの遊びの様子、人への関心や他の幼児からの働き掛け 

への応じ方、普段の言葉のやり取りなどについて、気を付けて見るようにします。 

「対人関係」に課題が見受けられる場合、本人の特性によるものか、初めての集団 

生活での戸惑いのように環境の影響なのかなどについて丁寧に検討する必要があ 

ります。そのため、日常的な関わりの記録を行うとともに、生育歴や保護者の関わ 

りの様子などの情報収集を行うこととしました。 

 ・場面の切り替えに遅れるという視点から 

  場面の切り替えが難しいのは指示がうまく理解できていない可能性があります。

他の幼児の様子を見て動く様子が見られるか、普段の言葉のやり取りはどうかな

どについて、気を付けて見るようにします。また、個別の声掛けや、次の活動や遊

び方の手順の提示などの視覚的ガイドの手立てを講じて、Ｃ児がスムーズに動け

るかどうかも確認します。 

 ・発達全般の視点から 

  体の動きや生活動作など、発達全般の状況も確認する必要があります。 

【Ｃ児が楽しく遊んでいる姿について丁寧に観察】 

○ 楽しく遊べることが支援の手掛かりになることから、Ｃ児の好きなこと、興味や
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関心について探ることになりました。例えば、スムーズに参加して、豊かな関わり

が見られるのはどんなときか、笑顔や言葉が発せられるのはどのような場面かにつ

いて、気を付けて見るようにします。 

 

６月の園内委員会 

○Ｃ児の実態の把握 

 ５月の園内委員会で示された視点に注意して見てきたＣ児の姿を共有し話し合った

ところ、視覚的な問題よりも興味や関心の偏りや経験不足による不安が強い傾向があ

ることが確認されました。他の幼児と一緒に行う運動遊びや製作活動など、初めての

場面では遠巻きに見ているけれど、2 回目には近づいて覗き込む様子が見られること

も分かりました。保護者は不安を抱きつつも個人差の範囲であると受け止めている様

子でした。 

○園での支援 

園としては「個別の指導計画」を作成して、具体的な支援方法を共有し実践すると

ともに、記録を積み重ね、児童発達支援センターからの巡回訪問の際、ケース検討対

象とすることにしました。近々行われる保護者との面談では、Ｃ児の園での様子と園

での支援について伝えながら、４月以降の成長を保護者とともに確認し、今後に向け

て共に取り組めることについて話し合う予定です。保護者が専門機関への受診を検討

するときのために、特別支援教育コーディネーターが地域の関連機関の情報を整理し

ておくことになりました。 

 

園内委員会② 「落ち着きがない」Ｄ児への対応 

３年保育 ３歳児 

入園後しばらくした園内委員会で、「クラスが落ち着かない。特にＤ児が落ち着か

ないことがきっかけになっている」との先生からの相談を取り上げて、話し合うこと

になりました。話し合いの中で、Ｄ児は聞こえにくい可能性があるとの意見がありま

したが、発達の個人差などの他の可能性も視野に丁寧にＤ児の様子を見るとともに、

聞こえにくさの支援についても合わせて行ってみることとしました。 

その結果、聞こえにくい可能性が高いことが分かり、視覚的手掛かりや正面からの

声掛けが有効であることも分かりました。家庭での様子や保護者の思いなども聞きな
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がら、聴覚特別支援学校と連携し、必要に応じて助言を得つつ、Ｄ児の支援を行うこ

とになりました。 

園内委員会の様子は次のとおりです。 

 

春の園内委員会 

【担任からのエピソード報告】 

 Ｄ児は、いつもきょろきょろしています。じっと座っていることもありますが、

誰かが動き出すとすぐ後をついて動き出します。園庭では遊具を中心に体を動かし

ていることが多いです。友達のことはよく見ていてまねをしています。遊びに夢中

になると声を掛けても振り向きません。言葉はあまり多くなく、何かあると指差し

て伝えます。友達が声を上げて泣いたときに一緒に泣き出し、わけを聞いても何も

言わず、しがみついて泣き続けていました。最近、そんなことがよくあります。ど

うしたらいいでしょうか。 

 

担任からＤ児の具体的なエピソードが語られ、Ｄ児の困っている様子について話し

合いました。その結果、いつもきょろきょろしているのは聞こえにくいから視覚情報

を探しているのではないか、他の幼児が動くとついていくのも周囲の声が聞こえにく

いので周りの行動に合わせているのではないかなどの意見がありました。しかし、発

達の個人差などの可能性も否定できないため、丁寧にＤ児の様子を見るとともに、聞

こえにくさへの支援についても合わせて行ってみることとしました。支援について

は、具体的なアイデアを出すようにしました。 

 

【Ｄ児の困っている姿や支援の有効性について丁寧に観察】 

○ 聞こえにくい可能性があるとの意見がありましたが、発達の個人差などの可能

性も視野に、幼児の困難さを適切に捉えるため、具体的な観察場面について共有

しました。 

・３歳児の発達の段階の視点から 

  活発に動くことや夢中になると声掛けに気付かないこと、友達が泣くとつられ

て泣くということは、３歳児にはあり得ることです。何をきっかけに動き出す
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のか、声掛けに気付かないのはどういう場面か、誰かが泣くと必ず泣くのかな

どについて、状況や頻度を客観的に把握することとしました。また、言葉の理

解や表出の状況を把握するため、言葉での指示は伝わっているか、ルーティン

でない活動に迷わず参加できているかなどについても、気を付けて見るように

します。なお、他の幼児との言葉のやり取りなどのように、発達の遅れと聞こ

えにくさのいずれにも該当する状況については、より丁寧な周囲の状況や幼児

の様子の把握が必要となります。 

  さらに、十分に参加できている運動的な遊びや製作活動などにおいて、Ｄ児が

困っている様子がないか確認し、発達状況を把握するようにします。 

・聞こえにくいという視点から 

  担任から報告されたエピソードは、聴覚に障害がある場合に起こりうる行動で

あることを共有し、「聞こえ」の様子を観察することとしました。「きょろきょ

ろしている」のが顕著に見られるのはどのような場面か、言葉の表出はどんな

ときに見られるか、他の幼児とのやり取りはどのようになっているかなどにつ

いて、気を付けて見るようにします。さらに、聞くことに困難があるために視

覚から情報を得ようとしている可能性を考えて、視覚的な手掛かりの提示や正

面からの声掛けをしてみることにしました。 

【Ｄ児と他の幼児との関わりへの支援】 

○ 周囲の音声が聞こえにくいため、Ｄ児が他の幼児を遊びに誘うことが少なく、

次々に展開する遊びの場合には状況が分からなくて不安を感じている可能性があ

ることから、先生がＤ児に聞こえるように個別に声掛けをしたり、イラストや身

振り手振りで伝えたりすることにしました。 

○ Ｄ児にとって、他の幼児が泣くことはとても不安なことのようです。不安の原

因はまだ分かりませんが、他の幼児が泣き出したときには、Ｄ児が落ち着けるよ

うに、集団から離したり、状況を説明したり、先生が寄り添ったりするようにし

ました。 

 

初夏の園内委員会 

 園全体で丁寧にＤ児の姿を捉えたところ、Ｄ児は「聞こえ」に課題がある可能性が

高く、視覚情報の提示や正面での声掛けが支援として有効であることが分かりました。
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３歳児健診の結果について入園時資料を確認するとともに、「聞こえ」の状況など、Ｄ

児の育ちについて保護者はどう受け止めているか、面談を行うこととしました。保護

者の承諾が得られれば、「聞こえ」の状況を把握し、さらに支援策について検討するた

めに、聴覚特別支援学校の巡回相談を活用する予定です。 

 

夏の園内委員会（保護者面談後） 

○保護者面談から分かったこと 

 保護者もＤ児の様子について、「ご飯だからおもちゃを片付けて」と言っても知ら

ん顔をしているなど、言ったことが伝わらないことがあり、つい叱責することが多く

なっていると悩んでいたことが分かりました。Ｄ児は強く叱られる経験を繰り返して

不安が募っていることが推測されます。このことが、友達が泣くことに敏感になって

いる理由かもしれません。聞こえにくい可能性が保護者と共有できたので、専門機関

への受診を勧めることを確認しました。 

○関係機関との連携 

 保護者の承諾が得られたので、Ｄ児の様子を聴覚特別支援学校と共有し、Ｄ児が安

心して園での生活を送るための環境の構成や配慮の在り方について具体的な助言を受

け、「個別の指導計画」を作成することとしました。 

 クラス担任は、Ｄ児が聞こえにくいことを踏まえて、引き続き、正面からの声掛

け、ジェスチャーや絵カードを用いての説明などに取り組むこととしました。Ｄ児に

とっての分かりやすい説明は他の幼児にとっても分かりやすいことを確認し、クラス

経営上の工夫につなげました。 

 

事例から読み取れること 

 園内委員会で大切にしなければならないのは、全ての先生が、障害のある幼児など

に対する配慮の必要性を共通理解するとともに、先生間の協働により指導内容や指導

方法が充実することです。 

 二つの事例から、園内委員会を進める上で大切にしたいことを確認します。 

〇障害のある幼児などの姿を全先生で客観的に捉える視点 

日々の保育において、意識して関わる場面や支援の手立てについて具体的に提案し

合いながら、幼児の姿をより精緻に捉えようとしています。当該幼児が見せる姿が障
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害に起因するものなのか、それともその他の要因によるものなのか、多角的な視点で

協議しています。その姿は一過性のものか、頻繁に見られるものか、環境や場面によ

って変わるのか、関わり方によって変わるのか、検討することが大切です。 

〇指導内容や指導方法の共有と実践 

 事例では、園内委員会で確認された情報を全ての先生が共有し、それに基づく指導

内容や指導方法を全ての先生が理解し実践しようとしています。支援の具体的手立て

を共通にすることにより、障害のある幼児などは日々の生活に安心感を得ることがで

きます。そのためにも個別の指導計画の作成が有効です。 

〇障害のある幼児などの姿とその背景を読み解く視点 

 障害のある幼児などの困っている姿の背景として、家庭環境や生育歴が関係してい

る場合もあります。また、身体の動きの困難や感覚の障害が潜んでいる場合もありま

す。いずれにしても、園での姿を観察するだけでは情報を得ることができません。保

護者や関係機関との連携が必要になります。 

〇保護者との連携における留意点 

入園時に障害が明らかになっていない場合には、保護者も当該幼児の様子を十分把

握できていない場合が多いと考えられます。保護者との意見交換や情報共有について

は慎重かつ謙虚に取り組まなければなりません。十分な信頼関係を築き、当該幼児の

困っている姿を共有できたときに連携がスタートします。Ｃ児の事例では、保護者と

の面談を重ねながら専門機関へつなげる方針を立てています。 

〇関係機関との連携と「個別の教育支援計画」 

 Ｄ児の事例では、保護者の承諾を得た上で、聴覚特別支援学校と連携してＤ児への

支援を検討しています。医療機関の受診と併せて、Ｄ児に関わる関係機関が協働して

「個別の教育支援計画」を作成し、長期的な一貫した支援を見据えた体制を築くこと

が大切です。 

（第５章１．体制整備の必要性 128頁参照）  
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事例４ 外部有識者の助言を生かして支援の手立てを考える 

 

障害のある幼児などの支援を考える際には、障害に関する専門的な知識等が必要で

す。外部有識者の助言を活用することも重要な方策の一つです。当該幼児の状況や感

じている困難さを専門的な視点から把握し、障害の状態等に応じた具体的な支援方法

などについて相談することができます。一方で、来園する外部有識者が園の訪問に慣

れていないということもあります。保育について、また自園の特色や体制などを伝え

理解を図ることは、当該幼児が集団の中で力を伸ばしていくための支援を考える上で

重要なことです。 

外部有識者による巡回相談などを活用して、当該幼児の障害の状態等に応じた支援

を考えるには、どのようなことを大切にするとよいでしょうか。 

【ポイント】 

●双方の専門性を発揮して、障害のある幼児などの支援を考えましょう。 

●事前の準備や事後の取組を行い、確実に実践につなげましょう。 

●保育に関する理解を図りましょう。 

●外部有識者の助言と幼児教育を考え合わせて、支援を検討しましょう。 

 

ここでは、２年保育４歳児Ｅ児について、巡回相談を経て園での支援を考えていっ

たプロセスを紹介します。 

 

① 入園当初のＥ児の様子と保護者との関わり 

２年保育４歳児 ４月 

 入園式の日。保護者と共に登園したＥ児は少し緊張した面持ちでしたが、保護者と

一緒に保育室に入り、自分のロッカーを見るなどしました。けれども、式場である遊

戯室に入ると大声で泣き出し、入園式は途中で保護者と退出しました。式後の保育室

での活動には保護者に抱かれながら泣かずに参加し、先生の読む絵本を見ていました。

帰りの挨拶をする際に、先生は保護者に、Ｅ児のペースでゆっくり慣れていきましょ

うと伝えました。 

 翌日以降、Ｅ児は保護者との別れ際は不安そうにしていましたが、先生と一緒に保

育室にある乗り物のおもちゃで遊ぶなどしながら、徐々に慣れていきました。とりわ
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け園庭で遊ぶことを好み、走り回ったり好きなテレビ番組のキャラクター（以下、キ

ャラクターとする）のまねをしたりして笑顔が多く見られました。 

園生活に慣れてくると、楽しく遊ぶ一方で、近くにいる他の幼児をぶったりけった

りする、他の幼児が遊んでいる積み木を倒したりするなどのことが目立ち始めました。

先生はＥ児に、ぶたれたり遊んでいるものを壊されたりすると、相手は痛かったり悲

しかったりすることを、その都度伝えました。Ｅ児は、そのときには「分かった」「ご

めんね」と言いますが、同様のことは繰り返されました。また、対面式や誕生会、避

難訓練などを嫌がり、遊戯室に入ると泣き出してその場から離れることが続きました。 

保護者には、降園時にその日の楽しかった様子を伝えることを中心にしながら、徐々

にうまくいかない場面のことや先生の対応を伝えました。保護者は、家庭でのエピソ

ードや保護者が感じる育てにくさについて少しずつ話すようになっていきました。先

生は、保護者が困っている状況やこれまで丁寧に配慮しながら子育てをしてきている

ことなどを受け止め、園は保護者と一緒に子育てをしていく場であることを伝えまし

た。その上で、巡回相談の仕組みを説明し、Ｅ児について相談することを提案し、了

承を得ました。 

 

② 巡回相談の実際（準備、当日、事後） 

事前準備 

巡回相談で来園する外部有識者が、園の訪問は初めてであるとの情報を得て、保

育や自園の方針などを丁寧に伝える必要があると考えました。そこで、２種類の資

料を事前に準備することとしました。 

ア 保育や自園の方針や体制などを伝えるために（管理職や特別支援教育コーディ

ネーターが準備） 

・既存の保護者向けの説明資料など（秋の入園希望者対象の園説明会資料や年度

当初の保護者会資料）を活用して作成したもの 

・園要覧、園便り等 

イ Ｅ児の様子を伝えるために（担任が準備） 

・これまでの支援の経過や最近の様子を、学年会などこれまでに話し合った記録

や、日常の保育記録を基にポイントをまとめておく。視点は、日常の記録の視

点（遊び、人間関係、生活）とする。 
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・担任が対応に苦慮している点について、具体的なエピソードと現時点で行って

いる支援の方向性や方法をまとめておく。 

巡回相談の当日は、参観の前に園長から外部有識者に自園の概要や特色を伝え、

保育室の場所を案内しながら、実際のＥ児の姿を基に保育について説明することと

しました。また、個人情報が含まれるため、イの資料は項目のみ記載したものを配

布し、具体的な内容は口頭で説明することとしました。 

 

巡回相談 当日 

外部有識者は、園長から園の概要等を聞き、園内を見ながら保育について説明を受

けました。その後、Ｅ児の在籍するクラスで自由に参観し、保育後に協議会に参加し

て助言及び質疑応答を行いました。 

＜参考＞当日の日程 

9：30 来園 園長から園の概要や保育の説明、Ｅ児の概要を説明する。 

    園内案内 

10：00 Ｅ児の在籍するクラスの保育参観 

    ・好きな遊び 

    ・片付け 

    ・クラスでの活動 

    ・昼食（弁当） 

 （昼食休憩）園長等と昼食を取りながら懇談 

    ・好きな遊び 

    ・身支度 

    ・降園時の活動 

    ・降園の様子 

14：20 協議会（司会：特別支援教育コーディネーター） 

    ・園長挨拶 

    ・担任からＥ児に関する状況や指導について説明 

    ・外部有識者からＥ児の様子や今後の支援について説明 

    ・Ｅ児の発達等や今後の支援について協議 
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【外部有識者からの報告】 

〇Ｅ児の様子について 

・全体的に落ち着いて生活している。注意が移りやすい傾向や行動のコントロール

が難しい傾向が見られる。 

・身支度や生活面では、先生が近くで声を掛けたり見届けたりすることで、時間は

かかるが最後までできている。 

・ボタン掛けなど細かな作業等は、経験不足なのか苦手なのかは、継続して様子を

見たい部分である。 

・戸外で、好きなキャラクターになりながら、走ったりポーズを取ったりしながら

笑顔が多く見られている。 

・友達の様子を目で追っていたり、後をついて動いたりすることから、関心がある

様子である。 

 

○担任が苦慮していることについて 

＜「友達をぶったり、使っているものを壊したりしてしまう」ことについて＞ 

・本日も複数回見られた。どの場面も、仕草やつぶやきからキャラクターになって

いるように見受けられる。先生がＥ児の名前を呼んだりたしなめたりする口調で、

ハッとする様子があった。その後はすぐに「ごめんね」と言い、先生の話には「分

かった」と応じている。「分かった」と言っているが理解しているかどうかは検討

が必要であると考える。 

・クラスでの集合時にも、つぶやきや仕草からキャラクターになっているように見

える。 

＜全体の集会などに、参加しにくいことについて＞ 

・大勢で集まることや遊戯室という場所への不安などが予想される。どのようなと 

きにどのような反応をするのか、事実を捉えて対応を考えていく。 

・その場所へ行くことを強く嫌がったり激しく泣いたりするなどの場合、嫌な場所

（活動）という印象が強くついてしまうため、無理強いすることは望ましくない。

園生活が楽しいと感じることを優先して、少しずつ進めてはどうか。 

・特定の場所を嫌がる場合、その幼児にとって何らかの原因があると考えられる。 

例えば暗い、圧迫感があるなど様々であるが、受け止めや感じ方の強さは人によ 
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って違い、幼児はそのことを明示的に意識したり言語化したりすることは難しい。 

外部有識者による報告の後、Ｅ児の実態及び今後の指導について、率直に意見を出

しながら協議しました。これまで気付かなかったＥ児の様子や、担任が指導に苦慮し

ている点を主な観点としています。 

  

【協議】〇園の先生 ●外部有識者 

＜Ｅ児の様子について＞ 

〇好きな遊び以外のときにも、キャラクターになりきっている時間が長いことが初

めて分かった。 

〇何かになりきって楽しめることは、幼児期の発達としても大切で、Ｅ児のよさで

あると思っている。切り替えが難しいことは気付かなかった。 

＜友達をぶったり、遊んでいるものを壊したりすることについて＞ 

〇友達をぶったり、遊んでいるものを壊したりするときも、Ｅ児にとってはキャラ

クターになりきっている延長なのかもしれない。そのキャラクターになって遊ぶ

ことで、行動がエスカレートしてしまうのではないだろうか。 

〇ぶったり壊したりすることばかりではなく、楽しく遊ぶ場面も多く、園生活の安

定にもつながっている。プラスに捉えたい。 

〇他の幼児への関心も見られてきているので、なりきって遊ぶ楽しさを生かしなが

ら、一緒に動く楽しさを高めたり、他の体験を織り込んだりしていくことができ

るとよいのではないか。 

●遊びは、同じ活動に見えても一人一人に応じるように展開されていくことが分か

った。その幼児の興味や関心や楽しさを重視することは、障害のある幼児などに

とっても大変重要である。 

●他の幼児との関わりを無理なく促すことは、園だからこそできることである。 

Ｅ児は、結果的には友達を怒らせてしまっているが、本当は友達と遊びたいと願

っているように感じる。 

●止める必要がある行動は、起きてしまう前に止められることが望ましい。Ｅ児に

とって分かりやすく、否定的でない端的な言葉や身振りを使って、いつも同じよ

うに働き掛けることが効果的であるように思う。Ｅ児への関わり方を、全ての先

生で共有できるとよい。 
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●長期的な見通しを共有することも大切である。Ｅ児は、今は行動のコントロール

ができにくい状況である。まずは先生の言葉や行動などがＥ児にとって外からの

ブレーキになる。２年間を通して少しずつ、Ｅ児が外にあったコントローラーを

自分の中にもっていけるようなイメージで進めてはどうだろうか。 

＜集会への参加が難しいことについて＞ 

〇今は無理をさせないことが重要であることは理解した。ただ、避難訓練だけは命

に関わることでもあり、参加させたい。 

●集団生活の上で、また教育的な側面からも避難訓練が重要であることはよく分か

る。参加する活動について軽重をつけてはどうか。 

協議会終了後、週末の学年会でＥ児の指導を具体的に考えることを確認して、解散

しました。 

 

事後の話し合い 

学年会で、翌週の打ち合わせの後、外部有識者との協議を踏まえてＥ児の指導につ

いて話し合いました。 

【学年会】参加者 クラス担任２名 特別支援教育コーディネーター（主任） 

＜Ｅ児の様子について＞ 〇先生の発言 ◆今後の支援 

〇皆で集まっているときや、ゲームをしているときに、つぶやいたりポーズを取っ 

たりしていることが多くある。声を掛けるときは、遠くから呼びかけるよりも近 

くで話し掛けた方が、ハッと気付くようだ。 

◆好きな遊びからクラスの活動の時間などの切り替えの際に、キャラクターになっ

たままでいる様子のときには、肩に触れたり正面から向き合ったりして穏やかに

名前を呼ぶ。そして、両手をとって「Ｅちゃんマン、お、し、ま、い」と合図を

する。 

〇腕輪状のものを何色か用意しておいたところ、好きなキャラクターになっている 

他の幼児が使っているのを見て、Ｅ児も身に着けた。「おんなじ」と言って友達と 

一緒に走ったりポーズをとったりしていた。 

◆簡単に身に着けて友達と一緒の気分を味わえるもの、巧技台からジャンプするな 

ど運動的な要素のもの、ショーのように曲をかけながら踊ることなど、なりきる 

楽しさは大切にしながら、体験を広げていけるような環境を構成する。 
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＜友達をぶったり、遊んでいるものを壊したりすることについて＞ 

〇すごい勢いで走ってきたときに、否定的でない言葉をと思い、とっさに「Ｅちゃ

ん、ブレーキ」と言った。Ｅ児がキュッと止まったので、「止まれてよかった。ぶ

つからなかったね」と言うと、うなずいていた。こんな感じだろうか。 

〇Ｅ児が止まることができたのであれば、それを続けてみたらよいかもしれない。

うまく止まれたら「ナイス、ブレーキ！」とか、端的でリズムのよいほめるフレ

ーズを使ってはどうだろうか。 

◆「Ｅちゃん、ブレーキ」、「ナイス、ブレーキ！」のフレーズを変えずに関わって

みる。うまく伝わらないときには、身振りを加える等しながら、Ｅ児にとって入

りやすい言葉や身振りなどを探っていく。 

〇行動のコントロールについて意識してみると、例えば鬼ごっこで合図を聞いて動

くことや、音楽に乗って体操すること、音に合わせて静かに歩いたり思い切り跳

んだりすることなどは、Ｅ児にとって、意識して行動をコントロールする体験に

もなっていると思った。 

◆動きのメリハリのあるもの、慎重に動くなど動きのコントロールを伴うものを、

クラス皆で遊ぶときに意識的に取り入れていく。 

 

その他、集会は避難訓練のみ先生が抱いて入口から訓練の様子を見るなどして、 

参加の方法を考えていくこと、遊戯室の窓下に、明るい色のカーテンを掛けること

などを話し合いました。 

 その後、学年会で話し合ったことを実践し、Ｅ児の様子に応じて調整しながら支援

を続けていくことにしました。併せて、個別の指導計画の案を作成しました。その

際、園の様式にある「遊び、人間関係、生活」の視点に加え、Ｅ児独自の視点として

「行動のコントロール」を加え、月末の園内委員会で検討することとしました。 

 また、保護者へは、巡回相談後にＥ児に対する支援で行っていることやそのときの

Ｅ児の様子などを伝え、Ｅ児にとって分かりやすい方法を共有しました。 
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事例から読み取れること 

  

 外部有識者との連携を進める上で大切にしたいことをまとめます。 

 

１ 双方の専門性を発揮して、障害のある幼児などの指導を考えます。 

外部有識者には様々な職種があり、連携の方法も多様です。どのような場合でも、

当該幼児の実態を基に双方の専門性を発揮して、当該幼児のよりよい成長を一緒に考

えていくことが重要です。 

①保育に関する理解を図ります。 

 外部有識者に保育を理解してもらうことにより、園生活を生かして、障害のある幼

児などが力を伸ばしていくための支援を共に考えることができます。事例にあるよう

に、既存の資料を生かした資料作り、実際の保育場面を見ながらの説明などを通して

伝えていくことが考えられます。 

②外部有識者の見立てやアセスメントから学びます。 

事例では、Ｅ児の様子を専門的な視点から観察し、園の先生と協議をする様子が示

されています。当該幼児の状況によっては、発達検査などの方法を用いたアセスメン

トが行われることもあります。障害の特性や程度によっては、当該幼児自身ができる

ようになることを目指して支援を行うことが重要である場合もあります。外部有識者

からアセスメント等の結果を示された際には、その背後にある検査等の方法や障害の

専門的な観点からの見解などを合わせて聞くことが大切です。 

障害に関する専門的な観点からの見立てやアセスメントは、障害のある幼児などの

幼児理解をより深め、障害の状態等を踏まえた当該幼児に適した支援を考えることに

つながります。 

③外部有識者の助言と幼児教育を考え合わせて、支援を検討します。 

事例では、「端的な分かりやすい言葉で関わる」、「外からのコントロールからＥ児

自身のコントロールへ」といった外部有識者の助言を受け止めながら、園生活の中で

Ｅ児に適した支援を考える様子が示されています。 

外部有識者との連携の中では、アセスメント等の結果に基づいた具体的な支援の方
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法を示されることがあります。療育機関等では日常的に行われる方法でも、当該幼児

だけを対象にした教材や活動を個別に行うことは、幼児教育の特質を生かした支援と

は言い難いこともあります。専門的な方法を学びながら、園生活の中で当該幼児のも

てる力を伸ばすためにどのように体験を重ねていくことが必要かを考えていきましょ

う。その際、障害のある幼児などと他の幼児との関係性を捉える、障害の状態等に応

じた支援の中で他の幼児と共有できることを見出して、クラスの幼児皆にとって楽し

いことになるように工夫するなどのことが考えられます。さらに、このことは、障害

のある幼児などを含む全ての幼児にとって、園生活が充実することにもつながりま

す。障害に関する専門的な知識や方法と幼児教育を併せて考え、当該幼児に適したも

のになるようアレンジしていくことは、園の先生の専門性と言えるでしょう。 

 

２ 連携の機会を有効に活用するために、事前の準備や事後の取組を確実に行いま

しょう。 

巡回相談等、外部有識者との連携の機会は限られていることが多いものです。貴重

な機会を有効に活用するためには、事前の準備や具体的な指導につなげるための事後

の取組が重要です。 

①相談する障害のある幼児などの状況を的確に伝えましょう。 

相談する障害のある幼児などの状況を端的に説明できるよう、外部有識者に伝えた

いポイントを明確にし、当該幼児の実態を整理しておきます。資料作成に負担がかか

りすぎないよう、新たな資料ばかりでなく、日常の記録や園内委員会で作成したもの

など、既存の資料を活用してもよいでしょう。資料作成や共有に当たっては、個人情

報保護の観点から、口頭での報告や配布資料の回収など、資料の扱いを決めておくこ

とが必要です。 

事例では、初めて相談したときの様子が示されています。そのため、Ｅ児の全体的

な発達や先生が苦慮していることについて協議されています。２回目以降は、前の回

で焦点化されたことに絞って、指導の経過や当該幼児の様子を説明することが考えら

れます。この事例の場合、例えばＥ児の場面の切り替えに関すること、行動のコント

ロールに関すること、集会への参加に関することなどが該当するでしょう。 

次回の計画に当たっては、当該場面が現れやすい時間帯に参観を設定したり、当該

場面を撮影したビデオを活用したりするなどのことも、当該幼児の状況を的確に伝え
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る手段として有効です。 

 

②外部有識者との協議を踏まえ、確実に実践につなげましょう。 

巡回相談等で話し合われたことは、実践につなげていくことが重要です。そのた

め、支援の方向性や具体的な方法を確実に検討し実施することが求められます。当

日、外部専門家との協議の後に話し合うことも考えられますし、事例のように、期日

を決めて後日話し合ってもよいでしょう。 

 事例では、学年会までの間に、担任が外部有識者の助言を念頭に置いて、改めてＥ

児の姿を捉えたり具体的な手立てを試行したりしています。その上で他の先生と話し

合うことで、よりＥ児に合った支援を考えることにつながっています。さらに、検討

した内容を個別の指導計画に反映させ、全ての先生で共有しながら指導を進めていく

ことも重要です。 

また、保護者に巡回相談等を経て支援を工夫した点や、その際の当該幼児の様子な

どを伝えることも大切です。当該幼児にとって有効な支援を家庭と共有するととも

に、保護者が専門機関とのつながりを考えるきっかけの一つになることも期待されま

す。 

 

（第２章（５）互いの専門性を発揮する専門機関との連携 11 頁参照、第５章４． 

（２）巡回相談 143頁参照） 
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事例５ 個別の指導計画の作成を通して、障害のある幼児などの発達に必要な体験を

考える 

  

個々の障害のある幼児などの実態に応じて適切な指導を行うためには、個別の

指導計画を作成するとよいでしょう。個別の指導計画は、教育課程を具体化し、障

害のある幼児など一人一人のねらい、指導内容及び指導方法を明確にして、きめ

細やかに指導するために作成するものです。個別の指導計画は、作成して終わり

ではなく、ＰＤＣＡサイクルによる見直しを行うことが大切です。 

【ポイント】 

●個別の指導計画作成の流れ 

①障害のある幼児などの姿から実態を把握しましょう。 

②ねらいを考えましょう。 

③環境の構成を考えましょう。 

●個別の指導計画作成に当たっての留意点 

・障害のある幼児などの現状、強み、思いを把握しましょう。 

・多面的・多角的な視点で検討しましょう。 

・障害のある幼児などの困難さだけに着目するのではなく、その幼児のよさや 

得意なことを大切にし、その幼児を肯定的に捉えましょう。 

・スモールステップを意識しましょう。 

 ここでは、一斉的な活動や行事等に参加しようとしない４歳Ｆ児の実態や指導の過

程の振り返りを通して、個別の指導計画におけるねらいや指導内容、指導方法につい

て検討したＦ児（３年保育４歳児）の事例を示します。 

 

①Ｆ児の実態を把握する 

Ｆ児は、気になるものなどを見付け自分の世界に入ると、全く周りの状況は意識の

中に入らず、ずっとそのことをやり続けます。友達のしていることに興味はあるよう

で近くで見ていたり、まねてみようとしたりすることはありますが、関わりはほとん

どありません。また、クラス全体での活動などには、自分から参加しようとはしませ

んが、支援員の言葉掛けなどにより、気分が乗ると参加することもあります。 

 最近、Ｆ児は給食を食べ終えるとランチルームの中をうろうろと歩き回るようにな
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りました。以前は、友達が食べ終わるまで、おとなしく席に座って待っていましたが、

今はじっとしていません。席に着くように声を掛けますが、担任の言葉は全く耳に入

らない様子です。担任は、先輩の先生にアドバイスを求めることにしました。 

 先輩の先生からは、「Ｆ児が歩き回らないようにするのではなく、なぜＦ児が歩き

回るのかを考えるのよ」とアドバイスをもらいました。そこで、支援員とともにＦ

児の言動を観察し、Ｆ児の思いを推し量ってみました。その結果、「最近、食事のペ

ースが早くなり、友達より早く食べ終わってしまい、次に何かすることを探してい

るのではないか」という仮説にたどり着きました。そのことを先輩の先生に報告す

ると、「Ｆ児は、自分から楽しみを見付けて活動したいという思いをもてるようにな

ってきたのね」と言われました。 

担任は、Ｆ児が歩き回らないように行動の制限をかける指導をするのではなく、「な

ぜ、Ｆ児は歩き回るのだろう？」と問い直すことで、Ｆ児の思いが分かり、Ｆ児の行

動についても理解することができることに気付きました。そこで、担任は、Ｆ児をも

っと深く理解するために、様々な場面でＦ児のエピソードを集め、次の表を作成して、

まとめてみました。 

 保育室 保育室以外 

一斉的 

な活動 

体を動かす活動は、先生の支えに

より参加するが、途中でやめたり、

また参加したりする。 

運動会のリレーの練習で、わざ

と転んで、転ぶ感覚を繰り返し楽

しんでいる。 

自由に 

遊んで 

いると 

き 

人形を使って遊ぶことが好きで

ブロックで家を作り、自分なりにイ

メージをわかせて遊んでいる。 

幼児が複数名で追いかけっこを

していると、近くで同じようにや

ってみようとする。 

生活場 

面 

朝の気分で、自分から身支度をし

たりしなかったりする。 

食事を終えると歩き回る。お気

に入りの椅子があり、そこに座っ

て周りを眺めている。 

Ｆ児は、周りの環境や条件が変わると全く違う姿を見せることが分かりました。そ

して、担任は、これまで一斉的な活動や生活場面だけでしかＦ児の姿を見ていなかっ

たことに気付き、一方的な面からしかＦ児を理解していなかったことを反省しました。

そのことを先輩の先生に話すと、先輩の先生から、「あなたは、多様な場面でのＦ児の
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生活の様子、『最近変わってきたな』とか『どうしてこのような行動をとるのか』など、

気になった場面を記録していたから、この資料をまとめることができたのよ。でも、

Ｆ児の困ったことに着目しすぎて、Ｆ児を多面的・多角的に捉えることの意識が少し

低くなってしまったのかもしれないわね」と言われました。 

 

②ねらいを考える 

次に、担任は、Ｆ児のよさや得意なことと困難さを踏まえて、ねらいを作成するこ

とにしました。Ｆ児の実態を捉えるときと同様、Ｆ児の困難さだけに着目するのでは

なく、他の幼児と同じように、Ｆ児の中に育ってきているものを捉えた上で、Ｆ児の

よさを生かしながら困難さに応じた必要な支援をすることが大切であると考えました。

Ｆ児に対して、担任は「クラス全体の活動に楽しく参加してほしい」と思いました。

様々な場面でＦ児のエピソードから、「幼児が複数名で追いかけっこをしていると、近

くで同じようにやってみようとする」に着目しました。Ｆ児は、他の幼児と共に追い

かけっこはしていませんが、他の幼児がしていることが気になってきていると考えた

先生は、今のＦ児には、他の幼児の存在を肯定的に思うこと、他の幼児の中にいる心

地よさを経験することが大切であると考えました。他の幼児と同じ活動を求めたり、

他の幼児の発達の状況と比較したりするのではなく、Ｆ児なりのやり方で他の幼児と

関わっていけるようにすることが、Ｆ児が抱える困難さに応じた支援をする上で大切

であると考えました。Ｆ児が他の幼児の中にいる心地よさを経験していくためには、

その時々の遊びをＦ児自身が楽しむことが大切であるとも考えました。他の幼児と直

接的に関わらなくとも、他の幼児と共有した場や空間、時間がＦ児にとって心地よく

楽しいものであれば、Ｆ児は他の幼児との心の距離が次第に縮まっていくのではない

かと考えました。これらから、担任は、ねらいを「自分の好きな遊びを十分に楽しみ

ながら、友達の中にいる心地よさを感じる」にしたいと思いました。 

しかし、担任は、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」のことが気になりました。

卒園までに「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が育っていくためには、このね

らいではだめなのではないか、Ｆ児の今の実態に応じたねらいを設定することとの関

係をどのように考えたらよいのかについて迷いが生じました。そこで、先輩の先生に

相談したところ、「『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』は到達目標ではないのよ。

今、あなたが設定したねらいは、将来的には、『協同性』などにつながっていると思う
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わ。でも、幼児の発達の状況などによって、どのような姿として現れるのかは違うわ。

卒園時に、Ｆ児なりの『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』が現れていればいい

のではないかしら。先生が、『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』を念頭において

指導することは大切だけれど、目の前の幼児の実態を踏まえて、その幼児なりの発達

のペースに応じることが大切なの。もちろん、他の幼児と関わることに困難さを抱え

ている幼児について、その幼児の好きにさせていては他の幼児と関わる機会がない可

能性がある。だから、あなたは、他の幼児と場や空間を共有する経験を重ねて、次の

ステップにつなげようと思ったのでしょう。それに、きっと、Ｆ児に経験してほしい

ことは他にもたくさんあったと思うけど、優先順位を考えて、Ｆ児にとって、今、大

切にしたい経験に絞ってねらいを設定していることもよいと思うわ」と助言されまし

た。 

 

③環境の構成を考える 

 ねらいを「自分の好きな遊びを十分に楽しみながら、友達の中にいる心地よさを感

じる」と設定したので、Ｆ児のよさや困難さを踏まえた指導内容や指導方法を考える

必要があります。そのため、ねらいで示したようなことをＦ児が体験できるように、

困難さに応じた支援も考慮して、環境の構成を具体的に考えることにしました。 

今、Ｆ児は、人形遊びや先生との追いかけっこ、友達のしていることに興味があり

ます。一方、クラスの幼児は、リレーごっこや鬼ごっこ、ブロック遊びに興味があり

ます。Ｆ児が遊びに没頭するためには、保育室のどこかに人形遊びのコーナーを作っ

て、一人でじっくり取り組めるスペースが必須だと思いました。また、Ｆ児と他の幼

児との接点が生まれそうな遊びとして、追いかけっこが考えられます。そこで、一日

の生活の流れの中で鬼遊びをするようにしたらよいと思いました。そうすることで、

Ｆ児がやりたいことをやりながら、思わず他の幼児と関わってしまうような場面をつ

くることができるのではないかと考えました。そして、具体的にＦ児やクラスの幼児

が遊んでいる姿を想像しながら、どのようなものを使ってどのような状況をつくると

よいのか、また、どのような支援が必要なのかを考え、環境の構成を具体的に考えて

いくことにしました。 
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④保育を振り返り、次の指導に生かす 

 毎日の保育を振り返り、見直し、改善していくことはもちろんですが、Ｆ児の実態

に応じたねらいや指導とするためには、定期的な見直しが必要です。Ｆ児の発達を見

通しながら、計画的に指導を始めて３か月が過ぎたところで、担任は、改めてＦ児の

姿を捉えてみることにしました。 

最近、Ｆ児は、友達に敬遠されることが多くなってしまいました。担任は「他の幼

児が使っているものを取ってしまったり、他の幼児へのスキンシップが過剰になって

しまったりして、他の幼児といざこざを起こすことが多くなって困っているんです。

前はそんなことなかったのに」と、先輩の先生に相談しました。すると、先輩の先生

から「それはＦ児の中で、他の幼児と直接関わりたい気持ちや他の幼児のしているこ

とが面白そうで自分もやってみたいと思う気持ちが育ってきたからじゃないの？」と

言われ、ハッとしました。 

「自分の好きな遊びを十分に楽しみながら、友達の中にいる心地よさを感じる」を

ねらいとしていましたが、Ｆ児は他の幼児と直接的に関わろうとしています。したが

って、ねらいも見直す必要があります。その際には、どのような状況がＦ児の変容を

生み出したか、Ｆ児にとってどのような支援が効果的であったのかなどについても振

り返って考えることが大切です。担任はＦ児のお気に入りの場をクラスの幼児が遊ん

でいる様子が見える場所に設定したり、Ｆ児が他の幼児と関わっているときは遠くか

ら見守ったりするなど、Ｆ児と他の幼児との関わりを大切にしてきました。Ｆ児のお

気に入りの場の位置は、Ｆ児が自分の遊びに没頭しながらも、クラス全体の雰囲気を

感じられる位置であり、今のＦ児にとって最適な環境であったと考えられます。今後

は、Ｆ児が直接的にクラスの幼児と関われるように、Ｆ児のお気に入りの場所の囲い

を少し低くしようと思いました。それと同時に、Ｆ児のよさをクラスの幼児に知らせ

るために、Ｆ児の興味や関心がある遊びに周囲の幼児を誘ってみようと考えています。

また、個別の指導計画やＦ児の変容の過程を園全体で共有し、園の先生全員が同じ方

針でＦ児の指導に当たることが必要であると感じ、修正した個別の指導計画を次回の

園内委員会で協議することにしました。 

 

事例から読み取れること 

 個別の指導計画の作成の流れは、指導計画の作成と同じであることが事例から分か
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ります。しかし、障害のある幼児などは、障害の特性等により発達に偏りなどがある

場合があります。発達の偏り等にばかり着目して、当該幼児を否定的に捉えたり、当

該幼児の発達の過程や状況と乖
かい

離した当該幼児にとっては負担過重ともなりかねない

ねらいを設定したりすることのないようにすることが大切です。障害のある幼児など

が感じる困難さは一様ではありませんが、「第４章 障害に関する基本的な理解と障

害のある幼児などの困難さに応じた支援の手立ての考え方」において、困難さや支援

の例を掲載しています。障害のある幼児などの抱える困難さの原因を考え、その困難

さに応じた支援を考え、環境の構成を検討する中でその支援についても併せて検討し

ていくことが大切です。そして、障害のある幼児などが抱える困難さについて、「でき

ないこと」と捉えるのではなく、当該幼児なりの発達の過程として温かなまなざしで

肯定的に捉えることが大切です。この事例において、先生が、個別の指導計画の作成

に当たって大切にしたことをまとめます。 

 

①障害のある幼児などにとっての幼児教育 

 障害のある幼児などは、他の幼児と同じように幼児教育を受けています。したがっ

て、幼稚園教育要領等に示されたねらいや内容も同じです。一人一人の発達に応じて

必要な経験を導き出し、環境を通して教育を行うことも同じです。そのことを踏まえ

た上で、障害の状態等に応じた指導方法の工夫をすることが大切です。幼児教育は、

教育の成果がすぐに現れないこともあります。だからこそ、幼児の発達を見通して、

幼児の発達を促すような指導の方向性を探っていくことが重要です。 

 

②障害のある幼児などを肯定的に捉えること 

 障害のある幼児などは、先生にとって理解し難い言動をすることがあります。先生

は、どうしてもその言動を「困ったこと」と捉えて抑制してしまいがちです。しかし、

その言動を抑制したところで、その場の言動に変化はあるかもしれませんが、長期的

な視点で障害のある幼児などの発達を考えると、あまり効果はありません。障害のあ

る幼児などの言動は、その幼児の発達の過程において必要なものであり、その言動か

ら当該幼児の思いを推し量ることで、今、当該幼児にとって必要な体験が見えてきま

す。障害のある幼児などの抱える困難さについて、否定的に捉えるのではなく、当該

幼児が今の自分の興味や関心、能力等に応じて必要としている体験を読み解くヒント
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として捉えることが大切です。そして、当該幼児なりの変容していく姿を捉え、その

成長を先生間で喜び合う姿勢が大切です。 

 

③目の前の障害のある幼児などの実態に応じたものとすること 

 障害のある幼児などは成長していきます。先生の目の前にいる障害のある幼児な

どの実態に応じて、個別の指導計画の見直しをする必要があります。そのためには、

当該幼児の実態を捉えるため、当該幼児の現状、強み、思いなどについて、多面的・

多角的な視点から定期的に園内で話し合います。そして、スモールステップを意識

しながら、目の前の障害のある幼児などの実態に応じたねらいを考えます。 

こうしたＰＤＣＡサイクルを構築することにより、先生は、目の前の障害のある幼

児などの言動に振り回されることなく、発達を見通して指導することができるように

なります。そして、指導内容や指導方法などが明確になり、よりきめ細やかな指導が

可能となります。 

 

（第２章（２）教育課程と一人一人の発達に応じた指導 ８頁参照、第２章（４）園

における個別の指導計画の考え方 10頁参照、第５章２．（２）個別の指導計画 137

頁参照） 
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事例６ 障害のある幼児などの実態に応じた行事参加について考える 

 

園で行われる様々な行事においては、障害のある幼児などに応じた指導を考えて

いく必要があります。その行事が当該幼児にとって、どのような意味をもつのかを

考えながら、これまでの経験を踏まえて、当該幼児にとって今、発達に必要な体験

が得られるように、行事が終わった後の園生活も見通した上で考えていく必要があ

ります。 

そして、障害のある幼児などが行事に期待感をもち、主体的に取り組むことがで

きるように、先生は当該幼児の困難さに応じてどのように取り組むのか支援を考え

ていきます。  

また、行事の多くは、保護者が日頃の障害のある幼児などの育ちの様子を参観し

たり、保護者自身も一緒に参加したりする機会となるため、当該幼児の保護者への

配慮も同様に考えていく必要があります。 

 

【ポイント】 

●園全体で組織的、計画的に取り組みましょう。 

●これまでの指導の積み重ねを生かして指導内容や参加の仕方を検討しましょう。 

●当該幼児や保護者と思いを共有し、参加の仕方や配慮について理解を得ながら進

めましょう。 

 

ここでは、行事を通してＧ児の３年間の取組の変容とそのときの状況に応じた支援

策について紹介します。 

 

＜Ｇ児について＞ 

Ｇ児は３歳児からの入園です。右半身に麻痺
ひ

があります。動作は体の左側で行うこ

とが多いようです。右手や右足はゆっくりとぎこちなくですが、動かすことができま

す。一つ一つの動きがゆっくりのため時間がかかったり、バランスを崩して転んだり

してしまうことがあります。 
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①３歳児 〜保護者と一緒に安心して取り組む〜 

Ｇ児は、入園当初から、保護者と離れることに不安な表情を見せていました。１学

期に保護者と一緒に遊ぶ参観の機会があり、保護者と一緒にリズムに合わせて踊るこ

とが楽しかったようで、普段の遊びでも少しずつ体を動かすことの楽しさは感じてい

るようでした。 

そこで運動会では、Ｇ児への安全面に配慮しながら、リズムに合わせて歩いたり、

他の幼児と手をつないで入場するようにしたり、リズムの曲のテンポもＧ児ができそ

うなゆっくりした曲を選んだりするなどの工夫をしました。更にリズム遊びは、保護

者と一緒にあまり動かずにその場で踊るような構成を考えて、安心して取り組めるよ

うにしました。 

当日、Ｇ児は、入場行進では落ち着いて参加しましたが、リズム遊びになると、い

つもの雰囲気とは違う雰囲気に緊張したのか、踊らずに保護者に抱きついたまま何も

せずに友達が踊っているのを見ていました。 

 

②４歳児 〜友達と一緒に楽しんで取り組む〜 

１学期の保育参観で、保護者と一緒にフリスビーで遊んだところ、Ｇ児は回転をか

けて飛ばすのが上手で、周りの幼児たちも驚くほどでした。これをきっかけに自分か

ら友達に声を掛けて遊んだり、戸外でも活発に遊んだりするようにもなってきました。 

そこで、運動会では、友達と一緒に楽しめるように、４人が力を合わせて取り組む

乗り物競争を取り入れました。何度か遊ぶ中でＧ児がいるチームは「Ｇ児がいるから

遅い」「Ｇちゃんは、（乗り物を）両手で持てない」などの声が上がりました。Ｇ児は、

「もうやりたくない」と言い出しました。先生は「この乗り物は、４人の運転手さん

が揃わないと動かないんだけどな。Ｇちゃん運転手さんがいないと困るなあ」と言い、

続けて「Ｇちゃんはこの前のフリスビーを投げて遊んだとき、とても上手だったよね」

「何かいい方法がないか、先生、考えてみるね。皆も何かいい方法があったら教えて

ね」とＧ児のいるチームの幼児に投げ掛けました。 

 園内では、会議で、Ｇ児も楽しめるように乗り物を改良すること、フリスビーでの

経験を生かして、ボールを投げる的当ての要素を組み込むこと、走る距離を短くする

ことなどの検討をしました。 

そして、段ボール箱で作った乗り物の持ち手の部分を、Ｇ児が持ちやすいように大
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きめの穴を開けて、Ｇ児が遊びの中でいつでも使えるように出しておき、段ボールの

乗り物の持ち方や走り方などを自然となじめるようにしておきました。 

 直前の練習では、Ｇ児は得意の的当てで力を十分に発揮し、Ｇ児がいるチームが勝

ちました。「やったー！」とＧ児もチームも大喜びでした。先生は「Ｇちゃんの的当て、

すぐに当たったね」「今日は、皆、運転がとても上手だったね、息がぴったりだったね」

と声を掛けました。 

運動会当日、Ｇ児は、チームの友達と楽しそうに乗り物競争に参加し、満足した表

情を見せていました。 

 

③５歳児 〜自信をもって取り組む〜  

 Ｇ児は、５歳児になり体力もついてきて、友達と一緒に遊ぶ楽しさや、体を動かし

て遊ぶ楽しさなどを重ねてきたことで、様々に表現することの楽しさも味わえるよう

になってきました。今まで思うように体が動かないことで不安を感じていることもあ

りましたが、困っていることを自分の言葉で伝えるようになるなど、成長した姿も見

られています。そのようなＧ児の姿にクラスの幼児のＧ児に対する理解も進んできて

います。 

 これまでのＧ児の姿から、２月の発表会では、Ｇ児にどのようなことを願うのかを

園内で検討しました。担任は「これまでの経験を生かして、友達と様々な表現を楽し

み、自信をもって取り組んでほしい」と考えました。 

５歳児では「ブレーメンの音楽隊」の劇を行うことになり、Ｇ児はロバの役を選び

ました。ロバ役の友達同士で、「ロバはギターを弾いて登場しようよ」「一人ずつ弾く

のはどう？」「何の曲にする？」などの考えを出し合い、早速、自分たちで材料を探し

ギター作りが始まりました。Ｇ児は、友達が作っている様子を見ながら作り始めまし

たが、細かな製作など、自分で上手にできないところは言葉で自分のイメージを伝え、

友達に手伝ってもらいながらギターを作りました。 

Ｇ児は、作ったギターを手に持ち、「いいこと考えた」と言って、友達に手伝っても

らいながらギターの端にスズランテープを付け、肩にかけられるようにしました。そ

して、早速、肩からかけて右手でギターを押さえ、左手を上下に動かし、左を向いた

り右を向いたりして弾いて見せると、それを見ていた周りの幼児から「Ｇちゃん、格

好いい！」「本当に弾いているみたい」と声を掛けられて、嬉しそうな表情を見せまし
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た。先生も「ロバの人たち、皆それぞれギターの弾き方が違って面白いね。一人ずつ

弾くっていいこと考えたよね」と声を掛けると、その後、自分たちで登場の仕方やギ

ターを弾く順番などを話し始め、Ｇ児は「皆、何番目がいい？」、「ロバだから格好い

いのがいいよね」などと、リードする姿も見られるようになりました。他のロバ役の

幼児たちが考えた表現とは違う、Ｇ児なりに考えたＧ児らしい表現がクラスの皆から

認められたことが自信となったようです。Ｇ児は当日の発表会では、大勢のお客さん

の前で堂々と演じることができました。 

 保護者もＧ児の成長を喜ぶとともに、他の保護者もこれまで行事を通しての育ちを

見てきたことで、Ｇ児の成長を共に喜ぶ様子も見られました。 

 

事例から読み取れること 

 障害のある幼児などが行事に向けて取り組む際に大切にしたいことをまとめます。 

 

１ 障害のある幼児などの状況に応じた指導内容や指導方法を園全体で検討し、組織

的、計画的に取り組みます。 

先生は、行事から得られる体験的な学びを期待して、クラスの一つのまとまりを意

識するあまり、つい統一感や参加を促してしまうことがあります。 

行事は、そもそも幼児の生活に変化や潤いを与えるものであり、幼児が主体的に楽

しく活動できるようにすることが大切です。そのため、障害のある幼児などに無理を

させることがないように、園としての方針やその行事を通して何を体験してほしいの

かについて、ねらいや内容を十分に検討する必要があります。 

事例のように、運動会や発表会などでは、いつものやり方にとらわれず、プログラ

ムの構成や内容を当該幼児にとって参加しやすいものに工夫するなど、園全体で考え

ていくことが大切です。 

さらには、行事によっては、全部参加することを求めず、一部参加するなど、当該

幼児の状況に応じて考えていくことも必要です。行事は、参加することが目的ではな

く、行事の準備も含めて、幼児が何を体験し、何を学ぶのかが重要です。その体験や

学びは幼児ごとに異なります。行事だからといって、画一的な体験や学びがあるわけ

ではありません。 

事例では、３歳児のときには、安心して取り組めるように保護者と一緒に参加する
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ような内容にしました。Ｇ児は園での生活に慣れつつありますが、他の幼児と同じ動

きをすることは困難であり、ときには、慌ててしまいふらつくこともあります。その

ことをＧ児も何となく感じて不安そうです。そのため、保護者がＧ児に笑い掛けなが

ら踊ることで安心できることや、Ｇ児がふらつくようならすぐに手を差し伸べること

ができるようにすることが大切だと考えました。練習では参加できましたが、本番で

は参加できませんでした。しかし、練習で他の幼児と一緒に踊った経験は、Ｇ児に他

の幼児と関わろうとする気持ちを育みました。また、リズム遊びを繰り返すことで、

自分なりに工夫して体を動かすことも体験することができました。そうした体験は、

行事終了後の日々の生活の中でも、遊びの工夫として生かされていきます。そして、

学年が上がるにつれて、これまでの経験を生かした行事の工夫について検討すること

が大切です。その際、担任のみで検討するのではなく、園全体で話し合うことが大切

です。例えば、練習のときに常に保護者が園に来ることができるとは限りません。そ

ういった場合には、保護者の代役となる先生を決めておく方がよいでしょう。また、

Ｇ児も他の幼児も楽しむことができる振付や、日々の園生活の中でリズム遊びをどの

ように取り入れるのかなどについても園全体で話し合うようにしましょう。他の先生

からのアイデアも取り入れながら、Ｇ児も他の幼児も楽しむことができる行事となる

ように工夫します。 

 

２ 日々の積み重ねの延長上に行事があることを意識して、障害のある幼児などの得

意なことや好きなこと、育ってきたことが発揮できるようにします。 

 行事によっては、少し長期的に取り組む必要があります。そのため、取組の過程で

は、障害のある幼児などがこれまで経験してきたことを生かしながら、その日、その

時間で体験してほしいことを少しずつ積み重ねて、無理が生じないように、また、期

待をもって当日を迎えられるようにします。 

事例では、Ｇ児は、他の幼児から「遅い」などと言われ、「もうやりたくない」と言

い出しますが、先生は、Ｇ児がボールを投げるような動きが得意であることを思い出

して、それを乗り物競争の要素に取り入れていくことにしました。 

障害のある幼児などが期待をもって楽しく参加できるようにするためには、日々の

「楽しかった」、「できた」という小さな成功体験を積み重ねることが大切です。当該

幼児の得意なこと、これまでの経験の中で育ってきていることなどを捉え、取組の内
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容に生かしていきます。 

何度も繰り返し取り組むことで慣れてくることはよいことですが、先生が「あとも

う１回やろう」と言って、練習の回数を増やしたり、準備不足で当該幼児が待つ時間

が長くなったりすると、楽しさや期待感は薄れてしまいます。当日までの見通しをも

ちつつ、当日に向かうまでのその時々の当該幼児の気持ちを捉えて、参加できそうな

時間、回数などに配慮して進めていきましょう。 

 

３ 保護者と思いを共有し、参加の仕方や配慮について理解を得ながら進めます。 

多くの保護者がこの日を楽しみにしています。期待が大きい一方で、障害のある幼

児などの保護者は、我が子が参加できるのかといった不安や周りの保護者の目を気に

して参加しない保護者もいるかもしれません。園として大事にしている体験を、障害

があるからといって体験できないことはとても残念なことです。そうならないために、

保護者の思いを十分に聞き取り、当該幼児が楽しく取り組めるように配慮する必要が

あります。 

また、行事は、日々の遊びとは少し異なり、その日だけの特別感があります。その

意味では、いつもと違う雰囲気であることや普段よりも大勢の大人がいたり、見慣れ

ない人がいたりすることによって、当該幼児が取組の過程で見られた姿と異なる姿を

見せることがあります。 

 そこで、事前に本人や保護者に場所や物を見てもらう、取組の過程を見てもらうな

ど保護者と共有するなどし、安心して取り組めるようにすることも考えられます。 

 事例では、３歳児のときに、練習は保護者と一緒にリズム遊びに参加していますが、

本番では参加することができませんでした。保護者は、本番で他の幼児と同じように

できなかったことから、悲しそうであったり、将来への不安を口にしたりする様子が

見られました。本番では多くの保護者が見ていることなどもあり、リズム遊びに参加

できませんでしたが、練習でＧ児が体験したことはＧ児の成長にとって貴重な体験で

あること、園での他の幼児との生活や保育参観などの体験を繰り返すことで多くの人

が見守る中でも自己発揮できるようになっていくことなどを、先生は保護者に説明し

ました。また、Ｇ児とは、他の幼児と一緒に入場する楽しさを共感し、リズム遊びは

Ｇ児も一緒だともっと楽しかったという先生の思いを伝えるとともに、行事を終えた

数日後に園生活の中にリズム遊びを取り入れるなど、Ｇ児と達成感や喜びを共有する
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ことも考えられます。そうして、Ｇ児が次の行事への期待感をもてるように配慮する

とともに、保護者とも期待感を共有するようにします。４歳児のときには、得意な遊

びができてきています。活動の際に必要な配慮についても、先生が具体的に考えられ

るようになっています。Ｇ児が安心して楽しめるように、活動への配慮を行うととも

に、保護者と行事の参加の仕方についても共有するようにしましょう。本事例では、

Ｇ児は全ての行事に一人で参加していますが、状況によっては、先生や保護者が近く

で声を掛けたり、ある行事には参加せずに応援したりすることもあるかもしれません。

行事前に保護者と相談し、Ｇ児の気持ちや状態に応じた柔軟な対応ができるようにす

ることが大切です。さらに、５歳児になると、幼児同士で考えを出し合う姿が見られ

るようになります。このことはＧ児も同様です。障害の有無にかかわらず、幼児が互

いの思いを共有し、発表会に向けて準備できるようにします。ギター演奏の表現方法

は、幼児なりの工夫や発想を生かせるようにすることで、Ｇ児は動かしやすい左手で

自分の思い描く弾き方を実演し、楽しそうでした。他の幼児も、Ｇ児の演奏の様子を

見て、それぞれに自分なりの演奏を工夫しています。 

全てを先生が考えて決めるのではなく、当該幼児の思いを丁寧に受け止め、クラス

でどのように取り組んだらよいかを考える、大事な成長の機会として捉え、保護者に

対してもそうした幼児同士の育ち合いの機会となることの理解を得ながら進めていく

ことが大切です。 

 

（第５章 ２．個別の教育支援計画と個別の指導計画 134頁参照、第５章６．保護者

との連携 148頁参照） 

  



205 
 

事例７ 多様な幼児が共に遊びや生活を楽しむことのできる関係をつくる 

        

 幼児は、園で多数の同年代の幼児と関わり、気持ちを伝え合い、協力して活動に

取り組むなどの多様な体験をし、その過程で、支え合って生活する楽しさを味わい、

主体性や社会的態度を身に付けていきます。 

障害のある幼児などには、他の幼児と同じ環境の中では、その体験や態度を身に

付けていくことが難しく、障害のある幼児などの困難さに応じた支援が必要となり

ます。また、障害に応じた合理的配慮やクラスの幼児たちと共に育つための配慮が

必要となります。しかし、このことによって、障害のある幼児などが集団に入れな

いと思うことは適切ではありません。障害のある幼児などだけではなく、他の幼児

にとっても、豊かな体験の機会を逃すことになりかねません。障害のある幼児など

の困難さに応じた支援を行うとともに、当該幼児のよさを生かしたクラスづくりが

大切です。 

【ポイント】 

①入園当初は、障害のある幼児などが園で安心して過ごせるよう、保護者との分

離の時期、先生と保護者の関係、環境の工夫などを考えましょう。 

②障害のある幼児などの困難さに応じた支援の下、先生と一緒に遊びが楽しめるよ

うにしましょう。 

③先生を仲立ちとして他の幼児と関わっていけるようにしましょう。 

④障害の有無にかかわらず、幼児が育ち合える関係をつくりましょう。 

 

＜Ｈ児を取り巻く状況＞ 

・４歳のＨ児は自閉スペクトラム症があり、知的障害もあると診断されています。 

 ・保護者はＨ児の診断により早期から療育機関に通わせ、入園後にも療育機関を利

用しています。 

・感覚過敏があり、身に着ける物を嫌がったり、着る物へのこだわりがあったり 

 します。 

・一つのことに取り組む持続時間が短く多動の傾向があり、危険への判断ができな

いので安全を確保するために補助する先生（補助者）を配置しています。 
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＜入園までと入園当初の取組＞ 

  Ｈ児の姿               先生の支援 

・入園申し込みの際に、保護者からＨ

児の状況を聞く。 

・入園が決まり、４月以前に園庭開放

の際に遊びに来る。 

・入園式は、泣いて会場や保育室内に

入ることができず廊下で過ごす。 

・２日目、園庭のブランコで遊んで過

ごす。 

・３日目、所持品の始末をしてから園

庭のブランコで補助者に見守られて

遊ぶ。 

 ・園に慣れるため、未就園児対象の園

庭開放に来ることを提案する。 

・来園時に、先生は意識的にＨ児と保

護者に声を掛ける。 

・入園式の翌日は保護者に一緒に過ご

してもらうことを提案する。 

・補助者と保護者が見守る。 

 

・前日と登園時の様子で、保護者には

送迎後すぐに帰ってもらう。補助者

から、「おはよう、Ｈちゃん今日もブ

ランコして遊ぶ？」と声を掛け、ブ

ランコで遊べるようにする。 

 

自閉症のあるＨ児は、初めての環境に不安を感じやすいので、安心して入園を迎え

られるようにするために、園庭開放などを利用して園内に入ることや雰囲気に慣れて

いけるようにしました。そして入園当初は、保護者がそのまま園でＨ児と共に過ごし、

安心感をもてるようにもしました。クラスの幼児たちは保育室で遊んでいても、Ｈ児

は、補助者と一緒に好きな場所で好きなことをして過ごし、園が楽しいと感じること

ができるようにしました。 

 この時期の環境の工夫は次のとおりです。 

・靴箱、ロッカー、幼児たちが集まるときのＨ児の位置は、Ｈ児に分かりやすいよう

に端にして、目印となるシールを貼る。端にすることで、補助者の動きが他の幼児

の活動の妨げにもならない。 

・登降園の際に毎日行うことは、絵で表示しておくことでＨ児を含めて、皆が自分で

身の回りのことをできるようにする。 

・集まって先生が話をするときは、視覚優位のＨ児が集中できるように、視線の先の

物には布を掛けた。 
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＜園で安心して過ごすために＞ 

Ｈ児の姿               先生の支援 

・補助者がブランコの絵カードを見せ

「Ｈちゃんブランコに行く？」と遊

びたいことを確認する。「先生（担任）

に言ってこよう」とＨ児に声を掛け

る。 

・補助者がＨ児を連れ「先生、ブラン

コに行ってきます」と代弁してから

園庭に出る。 

 

・園庭で遊ぶ際のカラー帽子はかぶら

ず、補助者が持って出る。 

・戸外遊びを好み、連日ブランコや築

山からのフープ転がしをして遊ぶ。 

 ・絵カードを用いて、意思確認をする。 

 

 

 

 

・「先生、園庭に行ってきます」と行

き先を伝える約束事を設け、Ｈ児

が補助者と一緒に意思表示してい

る雰囲気をつくる。 

・無理にカラー帽子をかぶせず、柔軟

に対応する。 

 

・好きなことができることで、園を楽

しいと思えるようにする。 

 

 入園してしばらくは室内遊びを中心としたり、園庭の遊びでは遊具を限定したりし

て安全に遊べるようにします。しかし、限られた場や遊具だけで過ごすことが難しい

場合がありますので、補助者は柔軟な対応をするようにしました。Ｈ児はブランコが

好きなので、好きなブランコ遊びを楽しめるようにしました。 

また、言葉で意思表示をすることが難しいので遊具や場所、物や人などの絵カード

を作成し、Ｈ児と先生とのコミュニケーションツールとしました。Ｈ児は感覚過敏が

あり、カラー帽子を嫌がったので、無理強いせず、夢中になって遊んでいてかぶれそ

うなときにそっとかぶせることを繰り返すようにしました。 
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＜Ｈちゃん、何か違う＞ 

クラスの幼児の姿             先生の支援 

・「Ｈちゃん、何で話さないの？ 赤ち

ゃんなの？」と発語がないことが気

になる幼児は担任や他の先生に繰り

返し聞く。それでも「えー、どうし

て」と不思議に思っている幼児がい

る。 

 

 

・Ｈ児はリズムや音楽的なことが好き

で、歓声を上げながら体を動かして

楽しんでいる。他の幼児は、何か違

うなと感じている。 

 ・「そうね、今はまだ話せないけど、赤

ちゃんじゃなくて皆と同じ４歳よ」、

「話せるようになるまで少し時間が

かかっているの」、「話せないけど先

生たちがＨちゃんの気持ちを知らせ

てあげるね」、「背の高い人や低い人

がいるように、話せるようになるま

でに時間のかかる人もいるの」など、

対応する。 

・「Ｈちゃんも楽しいね」と楽しさやそ

の表現の仕方を言葉で伝えて知らせ

る。 

 

 他の幼児たちは、Ｈ児が言葉を発しなかったり異なる動きをしたりする姿からなん

だか自分とは違うと思い始めます。不思議に思う幼児の気持ちを受け止めながら、人

それぞれが異なっていてよいことを伝えます。また、楽しさや嬉しさの表現の仕方も

様々でよいことを知らせます。このことは、Ｈ児だけのことではなくクラスの幼児一

人一人に違いがあり、違っているからこそ個性を大事にしていきたい先生の姿勢を伝

えています。 

 

＜Ｈ児が友達の遊びの場に加わるために＞ 

Ｈ児の姿                先生の支援 

① Ｈ児はＸ児が積み木でタワーを作

る遊びに興味をもち、タワーを崩

す。Ｘ児が「やめて」と怒る。補助

者が「ごめんね。Ｈちゃんもやりた

いって」と言う。Ｘ児が再度積んで

 ① 友達と関わるよい機会として、様

子を見守る。 

・積むことを楽しみたいＸ児と崩すこ

とを楽しみたいＨ児とで、楽しみ方

が異なる。Ｈ児に相手が嫌な気持ち
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いくとＨ児もまた同じように崩そ

うとするため、補助者が止めよう

とする。Ｘ児はＨ児を叩き、「もう、

やめてよ」と怒る。補助者がＨ児に

対して「Ｘちゃん崩されるの嫌な

んだって」と言う。 

② 積み木で電車を作って遊んでいる

幼児たちの場にＨ児が入ろうとす

る。Ｙ児に「入っちゃだめ」と言わ

れる。補助者が「どうして」と聞く。

「入れないから（狭いから）」と答

える。補助者は「そうか」と答える。 

・Ｈ児の座る場所ができたことで、「い

いよ」と受け入れてもらえる。 

③Ｈ児が友達の遊びに興味をもち近く

で見ている。また、ときには人にぶ

つかったりすることもあり、補助者

と一緒に、遊びや人との関わりに必

要な言葉を知っていく。 

であることを知らせる。 

・「Ｈちゃんも自分で積んでみる」と隣

で同じことをして遊ぶことを提案す

る。 

 

 

② 「そうか」とＹ児の思いを受け止

めつつ、積み木を増やして場所を

広げてＨ児が座れるようにする。

「ここに座るようにすればＨちゃ

ん入れてもらえる」と交渉する。 

 

 

 

③ Ｈ児に「入れてって言ってみよう」

と声を掛け、補助者が「入れて、Ｈ

ちゃん入れてもらえるかしら」と

仲立ちをする。 

また、「ぶつかったからごめんね、

だね」とＨ児に必要な言葉を知ら

せて一緒に言う。 

 

６月頃になると２～３人の幼児たちで場をつくって遊ぶようになります。Ｈ児も周

りの友達の遊びに興味をもつようになります。しかし、Ｈ児は相手の思いを察するこ

とや「やめて」と言われても動きを止めることができません。そのため、先生がＨ児

に代わって遊びに必要な言葉「入れて」、「貸して」、「ありがとう」を言って仲立ちを

したり、「後でだって」、「今使っているみたい」など幼児たちの思いを端的にＨ児に知

らせたりしながら他の幼児と関わる機会をつくっていきます。 
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＜１学期末になるとクラスの一員として受け止められるように＞ 

Ｈ児の姿                先生の支援 

①補助者の支援があると「貸して」が

言えるようになり、物を媒介に少し

ずつ友達との関わりがもてるように

なる。また、友達と同じ場で、補助

者を仲立ちに友達と同じ物に関わり

ながら短時間一緒に過ごすようにな

る。 

② Ｈ児と補助者との遊びに興味をも

ったＺ児が、Ｈ児と同じことをし

ながら関わりをもつようになる。 

③ クラス活動でのリズム遊びの際

に、歓声を上げながら体を動かし

て遊ぶことを楽しんでいる。 

 ① 友達と同じ場で過ごす中で、互い

の思いを言葉で伝えて仲立ちをす

る。 

 

 

 

 

② Ｈ児を支援しながら、周りの幼児

との関わりや同じ動きをする楽し

さを感じられるようにする。 

 

③ リズム遊びの楽しさを受け止め、

共感していく。 

 

一緒に生活していく中で、他の幼児は自分とはどこか違うと感じながらも、Ｈ児の

特性が何となく分かってくるようになると、補助者の見守りや仲立ちによって、友達

と同じ場で過ごすことができるようになっていきます。また、幼児が皆でリズム遊び

をするときには、歓声を上げながら体を動かす行為がＨ児の楽しみ方であることを受

け止められるようになってきます。 

 

＜できたり、できなかったりすることがある＞ 

Ｈ児の姿                先生の支援 

・身の回りのことを自分でやろうとす

ることやできることが増えていく。

その一方で、身の回りのことや弁当

の片付けなど全てを嫌がる日もあ

る。 

 ・その日、そのときの姿を受け止めな

がら、「○○するよ」と声を掛けたり、

「今日は先生がしておくからね」と

手伝ったりする。 
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・参観では、前半の集会には参加でき

るが、後半の遊びの時間には参加で

きない。更に「おやつを食べるよ」

と会食に誘うと一度は戻るが、おや

つを見て離席する。 

・いつもと違う雰囲気では、活動が切

り替わるときに誘うが、無理強いを

せずにＨ児の思いに寄り添う。 

 

 

Ｈ児は、朝の家庭での出来事や登園途中の出来事、体調など、きっかけは様々であ

るがちょっとしたことをきっかけに、朝、保護者と離れたがらずぐずったり、自分で

できることをやろうとしなかったりするなど、日頃できていることでも崩れてしまう

ことがあります。登園時に保護者からその要因を聞いたり、受け入れ方を考えたりし

ていきます。いつもは自分ですることでも、先生や補助者が代わりに行うなどをして、

Ｈ児の気持ちを受け止め、気持ちが切り替わることを支えるようにします。また、い

つもと違う雰囲気の行事や会場などに対応することが難しいので、Ｈ児の思いに寄り

添いながら、活動の切り替え時などに誘うようにしています。 

 

＜３学期 友達との関わりを通して＞ 

Ｈ児の姿               先生の支援 

・年長組から誕生会の引継ぎを行う。

「Ｈちゃん誘ってあげて」とＹ児に

補助者が声を掛ける。Ｙ児に「Ｈち

ゃん行くよ」と背中をポンポンと合

図され、一緒に前に出る。司会用の

積み木に乗る際にも「ここ」と教え

てもらって並ぶ。 

・同じ係の友達の後に付いて自席に戻

る。 

 ・Ｈ児に直接働き掛けるのではなく、

「Ｈちゃん誘ってあげて」と友達の

関わりによって行動を促す。 

・同じ係の幼児にはＨ児に関心を寄せ

てもらう。 

・戻ってきたときに「Ｈちゃんもでき

たね」と褒めるとともに「Ｙちゃん

ありがとう」と声を掛ける。 

 

 Ｈ児への支援について、友達を介してもできるようになってきます。そのきっかけ

を先生が周りの幼児に気付かせたり知らせたりすることが大切です。その行為は、障

害の有無にかかわらず、困っている友達や自分の順番などを忘れている友達に声を掛
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けることと同じで、人への関心や思いやりの気持ちにつながっていきます。 

 

＜Ｈ児ちゃんキラキラしているものが好きだよね＞ 

Ｈ児の姿               先生の支援 

・冠を作っている友達に関心をもった

Ｈ児に「Ｈ児ちゃんキラキラしてい

るものが好きだよね」とＺ児が言う。 

・先生がキラキラする材料を出すとＨ

児も冠を補助者と作り、キラキラを

貼る。 

・Ｚ児が「Ｈ児ちゃんもお城ごっこに

入る？」と誘い、友達と同じ場で遊

ぶ。 

 ・キラキラしているものとして、大き

めのスパンコールやシールなどを提

示する。 

・冠は補助者が主となって作り、キラ

キラを貼ることをＨ児が楽しめるよ

うにする。 

・同じものを身に着けることで友達と

のつながりがもてるようにする。 

 

 Ｈ児の好きなこと、興味や関心のあることなどについて、クラスの他の幼児が分か

るようになっていきます。Ｈ児の興味や関心のあること、遊具などの物をきっかけに、

先生が環境を用意することで、友達と一緒に遊ぶようになってきました。 

 

＜5歳時のリレーを通して＞ 

Ｈ児の姿                先生の支援 

・クラスの円周リレーに初めて参加す

る。走順を確認したり、並んだり、

ビブスを着けたりする時間には参加

せず、直前に列に入る。 

・リングバトンを受け取り、補助者が

伴走し、トラック内に入りながら一

周する。 

・その次の回では、Ｈ児は３走目に走

る。担任はトラック内、補助者は前

 ・活動の環境が整った段階で参加を促

して、気持ちが途切れないようにす

る。 

 

・トラックは白線だけでは走るコース

を区別しにくいため、皆にとっても

分かりやすくなるように小さいコー

ンを置く。また、一緒に走り、走る

範囲を知らせる。 
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方で一緒に走り、「頑張れ」と声を掛

ける。チームの友達が「頑張れ」と

応援する。 

・リレーでは、Ｈ児のチームの負けが

続く。次回に向けた走順決めで、「Ｈ

ちゃんの番までに差をつけておくと

いい」という意見が出る。結果は後

半の幼児が力を抜いて負けたため、

担任が一生懸命走ることについて話

す。 

・運動会の走順決めでは、「Ｈちゃんの

後の後半で、僕やＭちゃんが速いか

ら追い上げるよ」、「それがいいね」

と追い上げる作戦に決まる。「Ｈちゃ

んいるから負ける気がする」と言う

Ｎ児の発言を受け、先生が「Ｈちゃ

ん、走るのが得意ではないから、抜

かされて嫌だなっていう気持ちはわ

かるよ」と、これまでの負け続きの

経験を振り返る機会にする。Ｎ児「で

もＨちゃん仲間だから」、Ｏ児「同じ

〇〇組だから」、Ｐ児「〇〇組の一員

なんだよね」と言う。 

・運動会当日はＨ児の着たい洋服では

ないことや会場の雰囲気になじめ

ず、参加できない。 

 

・運動会後、「この前はＨちゃんがいな

かったから勝てたんだよ。Ｈちゃん

 

 

 

・負けが続くチーム内の幼児の気持ち

を受け止めつつも、一人一人がＨ児

と一緒に頑張ろうとする気持ちをも

ってほしいことを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・気持ちが落ち着くのを待ったり、リ

ングバトンを見せて誘ったりする

が、保護者と共に参加の難しさを感

じる。 
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がいたら負けちゃうよ」と言う幼児

に対して「Ｈちゃんがいても勝てる

かもしれないよ」と言う幼児がいる。 

 そこで、リレーをしてみることにな

った。リレーの結果は同着となる。

Ｈ児の走りが早くなり、「Ｈちゃん頑

張ったね」、「Ｈちゃんがいても勝て

るって言っていたとおりだった」と

喜んだり、自分の追い上げで勝てた

と自信につながったりした幼児がい

る。 

 

 

 

・Ｈ児の頑張りを喜び、同着ゴールの

嬉しさを共感する。 

 

 

幼児同士が話し合う時間は、言葉でのやり取りが苦手なＨ児は参加が難しいようで

す。また、準備に時間を要する場合も、参加する時間まで気持ちが続かなくなるよう

です。そのため、他の幼児で先に準備を進め、ある程度準備が整ってからＨ児は参加

するようにしました。 

Ｈ児の入るチームは負けることが多くありました。そのチームの幼児たちの負ける

悔しさを受け止めながらも、一人一人が一生懸命走ることや互いの走力を補い合って

頑張ることを経験してほしいと思い、先生は幼児に声を掛けました。一つのことを成

し遂げた嬉しさなどを幼児同士が共感し合える経験の積み重ねが、幼児同士の心のつ

ながりを深めていきます。 

 

＜Ｈ児が園で楽しそうでよかった＞ 

Ｈ児の姿                先生の支援 

・５歳児の表現活動では、カニの役で

「さるかにがっせん」の劇に参加す

る。 

・保護者や兄姉が参観する。 

・Ｈ児の兄が帰り際に「Ｈちゃん、楽

 ・参加する役をＨ児と決め、同じ役の

幼児との仲立ちをしたり、参加する

時間まで気持ちをつないだりする。 

・兄なりにＨ児が園でどうしているの

か心配していた様子。兄の思いを受
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しそう。よかった」と言って帰る。 け止め、Ｈ児の成長した姿を共に喜

ぶ。 

 

 Ｈ児の兄は、家族としてのつながりや喜びを感じながらも、生活のしづらさや周り

からの視線を感じているのかもしれません。Ｈ児が園で皆と一緒に楽しく生活できる

ことは、家族にとっても安心感や喜びにつながっていきます。 

 

Ｈ児と他の幼児との関わりを振り返り、担任は次のように感じました。 

《Ｈ児の姿を通して》 

 ・友達や先生をモデルとして刺激を受け、興味や関心を広げたり、やってみようと

する機会やできるようになったりすることが増えていった。 

 ・様々な人との関わりを通して、支援を受けながら、遊びや生活に必要な言葉を知

ったり獲得したりして、気持ちが伝わり合う嬉しさを感じるようになった。 

 ・友達との遊びやクラスの活動に部分的に参加することを通して、自分が受け止め

てもらえる嬉しさや皆と一緒に活動する楽しさを感じるようになった。 

 ・友達から刺激を受けたり繰り返したりすることで自立に向けた基本的生活習慣が

身に付いてきた。 

《他の幼児の姿を通して》 

 ・どこか違う、何か違うと感じるその思いを先生が受け止め、Ｈ児の気持ちやよさ

を伝えることで、一人一人に違いがあることや、違いがあってよいことを幼児な

りに理解していった。 

 

事例から読み取れること 

集団生活の中で幼児の行う活動は、個人での活動、グループでの活動、クラス全体

での活動など多様な形態で展開されることが必要です。特に、幼児教育においては、

一人一人に応じることが大切にされていますが、このことは個人の活動のみを重視し

ているということではありません。グループやクラス全体などいずれの活動において

も一人一人が生かされることが必要であることを意味しています。そのためには、集

団が、障害の有無にかかわらず、一人一人の幼児にとって、安心して自己を発揮でき

る場になっていることが大切であり、先生と幼児、さらに、幼児同士の心のつながり
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のある集団とならなければなりません。そのためには、以下のような配慮が大切で

す。 

 

①入園当初は、障害のある幼児などが園で安心して過ごせるよう、保護者との分離

の時期、先生と保護者の関係、環境の工夫などを考えます。 

 安心して園での生活を楽しみ、先生との信頼関係を基盤に他の幼児との関わりを深

めていけるようにすることは、障害の有無にかかわらず、全ての幼児に必要な配慮で

す。しかし、障害のある幼児などは、新しい環境に慣れるのに時間を要したり、障害

の状態等に応じて安心できる環境が異なったりします。入園当初に、保護者が当該幼

児と一緒に過ごすかどうかは、当該幼児にとっては、周囲の環境の全てが見知らぬも

のとなるのか、自分がこれまで親しんできた存在があるのかという点で大きな違いが

あります。当該幼児が親しみ信頼する保護者、当該幼児、先生が、遊びや生活を共に

することから始まり、当該幼児が先生との信頼関係を構築し、園での生活に慣れてい

けるようにします。また、登降園の際に毎日行うことは、絵の表示で分かりやすく示

して生活の流れの見通しをもてるようにするなど、当該幼児の困難さに応じた環境の

工夫も行う必要があります。 

 

②障害のある幼児などの困難さに応じた支援の下、先生と一緒に遊びが楽しめるよう

にします。 

 障害のある幼児などの園での遊びや生活の様子を観察し、当該幼児の困難さに応じ

た支援について検討を行います。支援策について、最初は試行錯誤することでしょう。

しかし、次第に、当該幼児がどのような場面で不安や不快に思うのか、どのような支

援が有効であるのかが分かってきます。先生が、当該幼児との関わり方が分かってく

るように、当該幼児も次第に園での遊びや生活に慣れてきます。 

 しかし、この時期はまだ他の幼児と積極的に関わることはできません。同じ場や空

間を他の幼児と共有することで精一杯の時期なのかもしれません。他の幼児との直接

的な関わりはなくとも、同じ場や同じ空間を共有することで、当該幼児と他の幼児の

心の距離は縮まっていきます。そうして、当該幼児が他の幼児の楽しんでいる遊びに

興味や関心をもったりするようになっていきます。 
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③先生を仲立ちとして他の幼児と関わっていけるようにします。 

 当該幼児は自分の気持ちを他の幼児にうまく伝えることが難しいようです。先生が、

当該幼児の気持ちを他の幼児に伝えることで、物の貸し借り等から始まり、次第に他

の幼児と共に遊ぶようになっていきます。 

 一方、他の幼児は、当該幼児の言動を見ていて、「Ｈちゃん、何かが違う」と感じた

りするかもしれません。他の幼児だけでは気付きにくい当該幼児の思いや状況、伝わ

りにくいが頑張っている姿などを先生が代弁することが大切です。そうすることで、

他の幼児は当該幼児を理解し、ありのままに受け入れていくことができます。更に大

切なことは、先生が当該幼児を、他の幼児と同様に尊重することです。できないこと

の多い当該幼児に対して、怒ってばかりいる、手伝ってあげるという姿勢で先生が関

わると、他の幼児もそのように接してしまうかもしれません。先生は、障害の有無に

かかわらず、幼児一人一人を尊重し、受け止める姿勢が大切です。 

 

④障害の有無にかかわらず幼児が育ち合える関係をつくります。 

 当該幼児の困難さに応じた支援が、幼児同士の関わりの中で自然に取り入れられる

ようにします。先生が、当該幼児の気持ちや頑張っている姿を伝えてきたので、他の

幼児も当該幼児と一緒に遊ぶときに絵カードを使ったりするなどの支援が、当たり前

のこととして受け止めていけるようになるとよいでしょう。また、活動によっては、

途中から参加したり、できないことがあったりするかもしれません。しかし、苦手な

ことや不得意なことがあるのはどの幼児も同じです。そして、当該幼児にも好きなこ

とや得意なことがあります。それぞれの幼児のよさを生かし、学び合える関係づくり

が大切です。 

 

（第３章４．障害の有無にかかわらず一人一人のよさを生かすクラス経営 27頁参

照、第４章各項目の（４）困難さに応じた支援を活用して園での遊びや生活を展開す

るにおけるコラム参照） 
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事例８ 先生の実践経験を考慮し、活発な協議ができる園内研修を考える 

 

障害のある幼児などが、園での遊びや生活を通して成長していけることが大切で

あり、先生には、特別支援教育に関して学び、障害のある幼児などへの理解を深め、

実践に生かしていく力が求められます。そのためには、園内研修等を通じて、障害

のある幼児などの困難さに応じた支援について具体的に学び、自らの保育を振り返

り、明日の保育に生かしていけるようになることが大切です。 

 

【ポイント】 

●園の実態や課題を捉え、先生が必要な学びを得られる研修を計画しましょう。 

 ・園の実態や課題から研修内容を考えましょう。 

・年間の研修の計画を考えましょう。 

●記録を活用し、当該幼児の困難さや支援について具体的に協議しましょう。 

・具体的に協議する方法を考えましょう。 

・協議を深められる題材を考えましょう。 

●各先生の迷いや不安を受け止め、実践経験を生かした活発な協議としましょう。 

・各先生の思いや経験を生かした協議とする方法を考えましょう。 

・活発な協議とする方法を考えましょう。 

 ここでは、Ａ園において、園の実態や課題を踏まえて年間の研修計画を作成し、先

生同士の学びが深まるように協議を深めていった事例を示します。 

 

①園内研修の年間計画を考える 

Ａ園には、４歳児クラスに障害のあるＩ児が在園しています。４歳児クラスの担任

は先生になって２年目なので、Ｉ児にどのように対応したらよいのか戸惑っているよ

うです。園全体でＩ児の支援について話し合うためには、障害に関する理解を先生一

人一人が深めていく必要があります。 

特別支援教育コーディネーターは、園内研修の第１回は、まず幼児理解の基本に立

ち戻ることが大切だと考えました。幼児のできないことに目を向けるのではなく、な

ぜこのような言動をしたのかといった幼児の内面を推測することの大切さを再確認し

たいと思いました。そうすることで、幼児が何に困っているのか捉えようという意識



219 
 

がより強くなるのではないかと思ったからです。そして、第２回以降は、障害のある

幼児などの活動の様子を記録した資料を用いた事例検討を通じて、当該幼児の困難さ

や困難さに応じた支援について具体的に協議をしたいと考えました。この協議のテー

マは、園の１年間の流れを踏まえ、次のように考えました。 

・１学期の終わりに保育を振り返り、個別の教育支援計画や個別の指導計画に生かし

たい。 

・２学期、３学期には運動会や生活発表会といった行事があるので、その前に、日々

の保育における支援をこれらの行事に生かしていくことを考えたい。 

・３学期には、障害のある幼児などの困難さに応じた支援において、保護者の気持ち

の揺れ動きに配慮した支援や保護者と当該幼児の育ちを共有すること、専門家の助

言を得ながら支援を考えることの大切さについて、保護者や関係機関との連携も含

めて、園長を中心にこれまでを振り返り、今後に向けて意見交換を行いたい。 

 こうしたことを踏まえ、園内研修の年間計画の案を次のとおり作成しました。 

 

◆令和〇年度 特別支援教育に関わる園内研修年間計画（案）     Ａ園 

月 テーマ 

4月 幼児一人一人を理解すること 

 以下について園長から話をした後に先生同士の協議 

 ・幼児の言動の奥に潜む思いを捉え、その思いを尊重した支援をする 

 ・幼児を肯定的に受け止め、よさや好きなことを捉える 

6月 障害のある幼児などの遊びや生活の記録の取り方 

 Ｉ児の園での活動の映像を見て、先生がそれぞれに記録を取り、次のこと

などの話し合いを行う。 

 ・Ｉ児の印象に残った言動、気になる言動 

 ・気になる言動について、それはどのような状況で起こっているか 

話し合いを通して、Ｉ児の困難さや支援の手立てを考えるために必要なこ

とをしっかりと記録するためには、先生は日頃から何を意識する必要がある

のかを考える。 

8月 「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の作成 

 １学期のＩ児の記録を持ち寄り、個別の教育支援計画や個別の指導計画に

ついて話し合う。 

10月 日々の保育における支援の見直しと運動会に向けた支援の検討 

 特別支援学校（知的障害）から講師を招き、保育参観を通して見えてきた

Ｉ児が感じているであろう困難さや支援の手立てについて講師から助言を

得た後に、先生が感じている疑問や不安、考えている支援などについて意見

交換をする。そして、運動会に向けた支援についても考える。 
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12月 

 

日々の保育における支援の見直しと生活発表会に向けた支援の検討 

 Ｉ児の活動の映像を見て、Ｉ児が感じているであろう困難さや支援につい

て話し合う。話し合いでは、Ｉ児の成長を踏まえた支援の見直しを意識する

ようにする。そして、生活発表会に向けた支援を考える。 

1月 関係機関と連携し、園として障害のある幼児などと保護者を支援する体制の

整備 

関係機関との連携や専門家の助言を生かした保育や保護者支援について

考える。さらに、これまでを振り返り、今後の支援の体制や内容について話

し合う。 

 

②園内研修を充実させる方策を考える 

 先生が障害のある幼児などへの支援について理解を深めていくには、各回の研修が

充実し、先生同士の協議が活発であることが大切です。Ａ園には、Ｂ先生（５歳児担

任、経験年数 15年目）、Ｃ先生（３歳児担任、経験年数６年目、特別支援教育コーデ

ィネーター）、Ｄ先生（Ｉ児の担任、経験年数２年目）がいます。特別支援教育コーデ

ィネーターであるＣ先生は、12月の園内研修では、経験豊富なＢ先生の知見、Ｄ先生

が捉えるＩ児の成長の様子などについて共有したり協議を深めたりしたいと考えまし

た。そのため、Ｉ児の遊びや生活の映像を視聴し、Ｉ児が抱える困難さや支援につい

て具体的に協議することにしました。Ｃ先生は司会を務め、各先生の感じたことや考

えたことを引き出せるように、参加した先生に質問したり、論点を整理したりするこ

とを心掛けました。 

 

日頃のＩ児の園での様子 

Ｉ児（３年保育４歳児）は、活発で遊ぶことが大好きですが、友達といざこざ

になることが多いです。新しい環境や初めての活動に不安が大きく、参加しにく

いところがある一方で関心があることには一生懸命取り組みます。周りの友達と

一緒に遊ぶこともありますが、かっとなって手が出たりいざこざになったりして

遊びから離れることがよくあります。人が多くざわざわした感じが苦手なよう

で、お弁当のときは、皆の用意ができてから保育室に入ります。担任はＩ児と信

頼関係を築きつつありますが、行動はあまり変わらず、Ｉ児に関わることで全体

の遊びの流れを止めてしまう難しさを感じています。 

 

（映像１）10月、保育室 

遊びの片付けが終わり、数人の幼児がトイレに行くために歩き出しました。そ

の中のＸ児の手が立っていたＩ児の体に触れると、Ｉ児は黙ってＸ児のお腹のあ
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たりを叩きました。 

「Ｉちゃんが何もしていないのに叩いた」とＸ児が担任のところに伝えに行き

ました。担任はＩ児、Ｘ児と目線を合わせながら、何があったのか尋ねたり思い

を聞き出したりしましたが、Ｉ児の表情は硬いままでした。 

 

（映像２）12月、遊戯室 

生活発表会に向けた活動で、クラスの幼児たちは遊戯室でネコになって劇遊び

をしていました。Ｉ児は遊戯室の隅で支援の先生と一緒にコマを回して遊んでい

ました。劇遊びで、ネコが海へ出かける場面になると、Ｉ児は立って皆が劇遊び

をしているところに行き、素早い動きで走り回ります。Ｙ児が「Ｉちゃん、やめ

て。危ない」と言いますが、Ｉ児は構わず走りながら友達にぶつかっていきまし

た。 

支援の先生がＩ児に「Ｉちゃんネコも海におでかけしたいのかな」と言いなが

ら手を引き、ネコのお面を見せました。Ｉ児はお面を見てしばらく黙っていまし

たが、首を横に振ります。支援の先生が、「じゃあ、Ｉちゃんはもしかしてお魚さ

んかな？ ネコさんにつかまらないように、先生と一緒に静かに見ていようか」

と声を掛けると、支援の先生の手を握ってその場に座りました。Ｙ児は「Ｉちゃ

んはお魚やから、泳いでたんやね」とＩ児の顔を覗き込みました。担任が「さ

あ、大きなお魚がいるみたいよ。ネコさんたち、船に乗ったかな。皆で出発！」

と声を掛けると、幼児は船に乗り込み、口々に「出発だ！」、「大きな魚を探しに

行こう」などと話しています。Ｉ児は支援の先生と一緒に座り、ネコたちが船に

乗って出発するところを見ていました。 

 

 まずは、映像１について協議を行いました。 

Ｃ先生：今日はビデオを見ながら、Ｉ児の支援について考えていきます。Ｉ児は、入

園当初に比べ、友達と遊ぶなど成長がうかがえます。友達との関わりが増え

てくると、いざこざも生じます。Ｄ先生、映像１を見てどうでしたか。 

Ｄ先生：戸惑ったように立っているＩ児の表情から、ざわざわした感じが嫌というこ

とが分かります。私は、Ｉ児は自分の前を人が横切ることで嫌な気持ちにな

り、近くにいたＸ児につい手が出てしまったと考えました。 

Ｃ先生：確かにビデオからそのようにも見えますね。ではもう少し踏み込んで考えて

いきましょう。Ｄ先生はなぜそのように考えたのですか。また、ビデオを見

て、改めて、Ｉ児にどのように関わったらよいと思いますか。 

Ｄ先生：なぜと言われるとうまく言えませんが、Ｉ児は、自分から悪いことをしよう

とする意識はないと思います。それをどのように他の幼児に伝えていけばい
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いのか悩みます。他の幼児も遊びに夢中だと気にならないようですが、何度

もされると嫌なようで私のところに言いに来ます。私はついＩ児に謝るよう

に促して、その場を収めてしまいがちです。どのようにＩ児の思いを理解し

代弁するといいのかを考える必要があると感じました。また、他の幼児がＩ

児の思いを受け止められるように普段から関わる必要がありますね。 

Ｂ先生：他の幼児も含めて考えることは大切ですね。では、Ｉ児が困っていることに

ついて考えてみます。無意識に手が出てしまうなら、自分の衝動を抑えるこ

とが難しいのだと思います。目の前を人に横切られると、視界が遮られたよ

うに感じて不快になり、衝動的に叩いてしまったと考えてみます。この場合、

このようなことが起こらないような指導を考えた方がよいと思います。 

Ｄ先生：私は、何かあってから支援を考えるところがありました。人の流れを考え、

Ｉ児の周りで人が密集しないように環境を考えることも必要ですね。 

Ｃ先生：Ｉ児の困難を捉えると何らかの障害の特性に結びつくかもしれません。私た

ちは診断をする立場ではありませんが、発達障害について学ぶことも必要で

すね。しかし、障害のある幼児などの困難さは一様ではないので、Ｉ児の実

態から困難さを捉える必要がありますね。 

Ｄ先生：それが難しいです。支援についても、前にうまくいっても次もうまくいくわ

けではないのでいつも悩みます。Ｂ先生はどうしていますか。 

Ｂ先生：私も悩みながらやっています。普段、私たちは気持ちを切り替えながら過ご

しています。Ｉ児は、気持ちの切り替えがうまくできないのだと思います。

先生が、Ｉ児に何かをするのをやめさせることに焦ること、保育の流れを優

先してＩ児の思いを結果として無視することにならないようにしたいですね。 

Ｃ先生：Ｂ先生が考える支援について具体的に教えてください。 

Ｂ先生：例えば、気持ちの切り替えがしやすいように、お弁当の時間が近づいたら、

遊んでいるＩ児に後５分でお弁当であることを伝えたりします。クールダウ

ンのスペースを保育室の隅に用意し、不快な気持ちになって衝動的に叩いて

しまったときには、一時的にそこに行って気持ちを落ち着かせる、「10、数

えようね」、「深呼吸してみよう」等、気持ちをコントロールする方法を事前

に一緒に考えて探っておき、不快そうな様子を示したときには、「Ｉちゃ

ん、深呼吸！」と言って落ち着くよう促す、「気持ちカード」を用意してお
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いて、今の気持ちをカードから選んで担任のところへ持っていき、担任に自

分の気持ちを分かってもらうことで落ち着かせるなどの工夫をしています。

Ｉ児が落ち着いた後で、叩かれた幼児の気持ちも伝えるようにしています。

そして、「お友達の後ろに並べたね」、「最後まで座ってお話聞けたね」、「一

番でなかったのに怒らなかったね」など、できたことをほめてＩ児に行動の

規範を示します。してはいけない言動には、短い言葉で区切ってはっきりと

伝えます。例えば、走っていて危ないなら「廊下は歩きます」、場に合わな

い大声で話していたら「１の大きさの声で話します」等です。できるだけダ

メといった否定的な表現を使わず、どうすればよいかについて具体的で分か

りやすい指示を心掛けます。 

Ｃ先生：同じ場にいる他の幼児が遊びを楽しめるように配慮しながら、Ｉ児の思いに

共感して支援をすることが大切なのですね。そうするうちに、Ｉ児が他の幼

児と同じ場にいることができるようになり、次第に他の幼児とも関わるよう

になって楽しいことを共有したりしていくのですね。 

 

 休憩をはさんで、映像２について協議を行いました。 

Ｃ先生：２月の生活発表会に向けて、幼児は劇遊びなどをしています。Ｄ先生、映像

２を見てどうでしたか。 

Ｄ先生：Ｉ児はクラス全体の活動に参加しておらず、保育に入ってほしいと思います。 

Ｃ先生：支援の先生は、今のＩ児の興味や関心を考えてコマ遊びをしていたのではな

いでしょうか。しかし、隣で劇遊びをしていればＩ児も興味や関心をもつか

もしれないということも考えたのではないでしょうか。 

Ｄ先生：私はそこまで考えていなかったです。クラス全体の活動とＩ児の支援につい

て、支援の先生ともっと話し合う必要がありますね。確かにその後、Ｉ児は

走るという表現の仕方で危なかったですが、遊びに参加していましたね。 

Ｂ先生：Ｉ児が走っていたのを、Ｉ児なりの表現で遊びに参加していたと捉えたこと

は素晴らしいと思います。走ることで、体で表現し楽しんでいたと考えられ

ますね。無理に集団での遊びに誘うのではなく、Ｉ児の気持ちが向くのを待

つのも大切です。 

Ｄ先生：ほめていただいて嬉しいです。幼児をほめることの大切さを再確認しました。 
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Ｂ先生：遊戯室でのコマ遊びにも意味があると思います。遊戯室の隅で、大好きな先

生と好きなコマ遊びをして楽しく安定した気持ちで過ごします。Ｉ児は、遊

戯室が楽しい場であると感じています。これから生活発表会に向けて遊戯室

で活動するのに、遊戯室は楽しいことが起こる場であると思うことは大切で

す。この日、コマ遊びをして楽しい気持ちのまま、皆の劇遊びに自分から入

っていったのだと思います。 

Ｃ先生：しかし、周りの幼児からは「危ないからやめて」と声が上がっていました。

この場面は、先生の支援についてどう考えていけばよいでしょうか。 

Ｄ先生：私なら、Ｉ児の行動を止めるために「危ないから止まろうね」と声掛けした

と思います。しかし、映像１の協議で、否定的な言葉ではなく、分かりやす

くて具体的な指示が大切とＢ先生がおっしゃっていました。支援の先生はど

う考えていたのでしょうか。 

Ｂ先生：「Ｉちゃんネコもおでかけしたいのかな」と声掛けすることで、Ｉ児の劇遊び

に参加したいという気持ちを大切にしたのだと思います。そして、小道具の

面をすかさず出したのだと思います。 

Ｃ先生：先生のこの一言をきっかけに、他の幼児は、Ｉ児を危険なことをする子では

なく、魚役で劇遊びを楽しんでいる仲間として受け止めたように見えました。 

Ｂ先生：Ｉ児の走りたい衝動を無理に抑制するのではなく、気持ちの切り替えができ

るスイッチのような言葉掛けが有効なのではと思いました。私の想像ですが、

支援の先生に「Ｉちゃんネコ」と呼び掛けられて、「ネコ？ 違う、ネコじゃ

ない」と考えて、首を横に振っています。他の幼児も、「ネコになってたの？ 

それとも魚？」等といつのまにかＩ児の立場で考えていたのだと思います。 

Ｃ先生：「静かに座りなさい」と言わなくても、「先生と一緒にネコさんにつかまらな

いように見ておこうか」と言われると、「（自分はお魚だから）ネコに見つか

って食べられないようにしないと」と思ったのかもしれませんね。 

Ｂ先生：Ｉ児は、お話の世界でイメージを広げて楽しく遊ぶことがやや難しいのかも

しれません。常に支援がうまくいくとは限りませんが、今日のような体験を

積み重ね、イメージを広げる楽しさを味わってほしいと思います。 

Ｃ先生：劇遊びのお面や船などのように、遊びたくなるような具体物があるとイメー

ジがしやすくなるかもしれませんね。 
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Ｄ先生：行事があると、クラスでの遊びを進めていきたいと、つい焦ってしまいがち

ですが、Ｉ児だけでなく、クラスの幼児一人一人の思いを受け止めてクラス

活動を展開するにはどうしたらよいか、改めて考えていきたいです。 

Ｃ先生：Ｉ児の困難さに応じた支援、Ｉ児を含めた全ての幼児が育ち合える関係づく

りについて考えていきたいですね。保育にも支援にも正解やマニュアルはあ

りません。今日の研修の学びを実践に生かし、次回の園内委員会で報告する

ようにしましょう。 

 

事例から読み取れること 

Ａ園の事例を踏まえて、園内研修を企画・立案し、実施する上で大切にしたいこと

をまとめます。 

 

〇園の実態や課題を捉え、先生が必要な学びを得られる研修を計画します。 

・園の実態や課題から研修内容を考えます。 

先生の経験年数や保育における課題などを踏まえた研修の計画が大切です。研修内

容は、基礎的環境整備と合理的配慮、障害のある幼児などの困難さに応じた支援、個

別の指導計画、クラス経営、保護者の気持ちに寄り添った支援、関係機関との連携な

ど、多様な内容が考えられます。１年間で全ての内容を深めていくことは困難です。

今抱えている園や先生の課題などから、特別支援教育に関することを一通り取り上げ

るのか、特定のテーマに焦点を当てて年間計画を作成するのかなどを考える必要があ

ります。研修として取り上げてほしいことを園の先生にアンケートをすることも考え

られます。園に経験年数の長い先生がいるのか、障害のある幼児などを担任した経験

のある先生はいるのか、経験年数の短い先生はいるのか、幼稚園教諭の教員免許状や

保育士の資格を有しない者がいるのかなど、研修参加者の保育や特別支援教育に関す

る知識や経験を考慮して、今学んでほしいことから研修計画を考えることもあるでし

ょう。 

・年間の研修の計画を考えます。 

研修を通して、先生が学びを深めていけるよう１年間の研修計画を考えることが大

切です。例えば、第１回では、障害に関する知識を得たいので、専門家から障害に応
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じた困難さや支援の手立てに関する話を聞き、第２回では、在園する障害のある幼児

などの困難さや支援について考えるなど、先生に何を学んでほしいのかを考えて、研

修の目的を設定し、その目的に応じた研修内容を考えます。なお、外部から専門家を

招く場合、障害のある幼児などの遊びや生活の様子が専門家に伝わるように、保育参

観に加えて日々の記録などを準備することなどが考えられます（事例４参照）。 

そして、園内研修の年間計画が毎年同じでは意味がありません。過去の園内研修、

参加する先生の保育経験や参加した研修、園や先生が抱えている課題等を踏まえて、

年々、研修を通した学びが深まるようにすることが大切です。障害のある幼児などが

在籍していないから特別支援教育に関する研修は不要とするのではなく、いつでも障

害のある幼児などを受け入れることができるように研修を通じて学び続ける姿勢が大

切です。そうした姿勢が、在籍している幼児の抱える困難さに関する早期発見・早期

支援にもつながります。 

 

〇記録を活用し、当該幼児の困難さや支援について具体的に協議します。 

・具体的に協議する方法を考えます。 

映像などの記録を活用した事例研究は、具体性をもって障害のある幼児などの支援

について理解を深めることができます。「困難さに応じた支援」と言われても、具体的

にどう行えばよいか分からないと思う先生もいます。研修参加者全員で同じ映像を見

ながら協議することで、当該幼児の気持ち、抱えている困難さ、支援について具体的

に話し合うことができます。さらに、自身の保育について映像を通して振り返ること

で、そのときの当該幼児の表情や言動、周囲の幼児の反応などについて改めて考える

ことができます。その遊びの場面で行った先生の対応について、他の先生から具体的

な意見や助言も出てきます。他の先生の当該幼児の気持ちの捉えについて、巻き戻し

て再生することで確認することもできます。そうして、協議を深めていく中で、一人

では気付けなかった新たな気付きも生まれてきます。また、他の園や先生の過去の保

育における事例研究を扱うことも考えられます。他の幼児の遊びや生活の様子を見る

ことで、困難さの多様性を知るとともに、支援のヒントを得ることができるかもしれ

ません。 
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・協議を深められる題材を考えます。 

事例研究では、どのような場面の記録を対象とするのかが大切です。Ａ園の園内研

修では、短時間で視聴できる映像を２つ選んでいます。映像１は、当該幼児が自身の

衝動を抑えられず他の幼児を叩いてしまった事例です。この事例を通して、Ｉ児の気

持ちや困難さの要因について理解を深めていけるように協議をしています。そして、

そのような状況をつくらない、ダメなどの否定的な言葉掛けをしない、当該幼児の気

持ちを他の幼児に伝えることなどを確認しています。映像２は、映像１で確認した支

援を実践していると考えられます。映像１で確認した支援策について、映像２を見て、

経験豊富な先生の解説なども聞くことで、どのように支援をしていけばよいのかにつ

いて、経験年数の短い先生も具体的にイメージしながら考えることができるのではな

いでしょうか。 

 

〇各先生の迷いや不安を受け止め、実践経験を生かした活発な協議とします。 

・各先生の思いや経験を生かした協議とする方法を考えます。 

経験年数の短い先生は、幼児の捉えや指導に自信がもてないことがあります。障害

のある幼児などとなれば、一層迷いや不安があるかもしれません。経験年数の短い先

生が、研修においてそうした思いを述べられるよう、共感を示しながら話しやすい雰

囲気をつくることが大切です。そうすることで、経験年数の長い先生は、経験年数の

短い先生が何に困っているのか知ることができ、適切な意見や助言が可能となります。

何を話しても大丈夫と考えた経験年数の短い先生の質問から、協議が発展し、経験年

数の長い先生も自身の保育を見直すきっかけとなるかもしれません。Ａ園の研修にお

いて、Ｄ先生の質問に答えて、Ｂ先生が自身の経験を踏まえながらＩ児の具体的な支

援について話すとき、明日からの保育に生かせる具体的な助言だけではなく、悩んで

いるのは自分だけではないことも知ってほしいと思っていたのではないでしょうか。 

・活発な協議とする方法を考える 

話しやすい雰囲気の中で協議を深めていくためには、司会者のファシリテートが大

切です。特別支援教育に関する知識を基に、各先生の経験を考えて質問をしたり、論

点整理をしたりして、協議を深められるようにします。 

Ａ園の研修では、映像視聴後の感想は、経験年数の短いＤ先生に最初に求めていま
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す。Ｄ先生が何に気付き、何を疑問に思ったのかを聞きます。必要に応じて、Ｂ先生

の経験を話してもらい、Ｉ児の気持ちや困難さ、支援を考えるヒントとしていきます。

Ｂ先生は、自分が考えたＩ児の気持ちなどについて全部話すのではなく、途中で止め

ることで、他の先生が考えることを促しているようにも見えます。また、Ｃ先生が、

研修の目的を意識しながら、自身の特別支援教育に関する知識を活用し、協議の内容

を整理したり言い換えたりしながら視点を示しています。 

様々な経験をもつ先生がそれぞれの役割をもって研修に前向きに取り組むことで、

保育のモチベーションを高め、先生の資質能力の向上につながるようにしましょう。 

 

（第５章１．体制整備の必要性 128頁参照、第５章３．先生の理解推進と専門性の

向上 140頁参照） 
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事例９ 園が療育機関での助言を生かしながら障害のある幼児などの育ちを考える 

 

幼児は生活する場所によって異なる姿を示すことも少なくありません。園と療

育機関で見立てが違ってくる場合もあります。情報ばかり集めすぎて混乱したり、

専門機関からの意見ばかりを参考に障害のある幼児などに関わったりなど、園で

過ごす障害のある幼児などの姿を抜きにした関わり方をしてしまうことはないで

しょうか。個人的な関わりや少人数での関わりの多い療育機関での姿と大勢の同

年齢のこどもたちの中での姿に違いがあって当然です。互いに見学し合ったり、意

見交換し合ったりして情報共有をしながら総合的に障害のある幼児などの理解に

つなげていきます。 

【ポイント】 

●障害のある幼児などの実態と園での生活の様子、療育機関での様子や支援策に

ついて具体的に話し合いましょう。 

・園での当該幼児の遊びや生活の様子、困っていることを具体的に伝えるようにし

ましょう。 

・療育機関における支援策や支援策の意図について聞き、当該幼児の支援策を考え

るヒントとしましょう。 

●療育機関からの助言を園での生活に生かしましょう。 

・療育機関と園で一貫した支援策を講じることは大切です。療育機関からの助言を 

取り入れるようにしましょう。 

・園では他の幼児も共に生活しているなどの環境の違いから、療育機関と同じ効果

があるとは限りません。その場合には、園での当該幼児の生活する様子から支援

策を見直しましょう。 

 

危険な行動が多い４歳児女児（Ｊ児）の事例から（３歳児から療育機関と併用） 

 家庭での行動面においても高所に登る、道路に飛び出す、家の鍵を開けて出歩き保

護されるなど危険な場面があったそうです。保護者が行政の相談窓口に相談し、入園

の少し前から療育機関に通っていました。園では興味や関心の向くまま突発的な行動

も多く、安全上の心配や認知面の幼さなどがあり、Ｊ児の特性の理解やどのように園

生活をしていくのかなど、３歳児のときから療育機関との連携を深めてきました。保
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護者の同意を得た上で、療育訓練や園の様子を相互に見学し、保育をする中で悩んだ

ときには電話で相談し、年間を通してこまめに療育機関と連携を取り園での成長を考

えていきました。 

 

＜園での関わり＞         ＜療育機関での関わり＞ 

＜園での姿＞ 4月 

 進級当初、新しい保育室にいら

れず、職員室で過ごすことが多く

なった。職員室なら安心して過ご

せるようなので、しばらく見守る

ことにした。 

 

 

 

 

アドバイスをもとに園での対応を

考える 

＜園での姿＞ 5 月 

Ｊ児の不安な気持ちを理解し、

Ｊ児が今どこにいるのかなど居場

所を互いに知らせ合うようにし、

「お部屋に戻ろう」、「今は何をす

る時間かな」などの問い掛けはせ

ず、Ｊ児がいたい場所でやりたい

ことができるようにした。6月にな

るとクラスにいられる時間が長く

なってきた。 

 

 

 

 

 

 

  

園での様子を電話で相談 

＜療育機関からのアドバイス＞ 

新しい部屋にいられず職員室で

過ごすことが多かった姿について

は、4月当初の新入園児のざわつき

や新しい保育室等の様々な周囲の

変化を敏感に感じ取る特性による

のではないか。新しい環境を受け

入れられるようＪ児の気持ちに寄

り添うよう心掛けるとよいのでは

ないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

療育機関での様子を見学 

＜療育機関での姿＞ 

 生活のこと、遊びの準備など、写

真や絵カードで視覚的な指示を行

っていた。それらを一つずつロー

ルプレイングで行っていた。次に
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園でも療育機関でしていることを

取り入れる 

＜園での姿＞ ６月 

朝の支度など、身の回りのこと

を絵カードで提示し一つ一つ行う

ロールプレイングをしてみたが興

味が持続しなかった。園の中では、

折り紙や塗り絵、積み木や粘土、お

ままごとなど他に刺激を受けやす

い環境があり、興味や関心が遊び

に向いてしまうようだった。 

 

 

 

 

 

 

 

園ならではの方法を考える 

クラスの遊びの中で忍者ごっこ

を楽しんでいたので、朝の準備も

遊び感覚でできたらと考え「忍者

に変身しよう」と絵で示し、準備や

着替えができたら一つ一つ塗り絵

を塗っていくことにした。身辺整

理を行えば塗り絵が完成する楽し

さもあり、準備の手順や回数の見

通しにもつながったようだ。1月に

は朝の身辺整理は自分で行えるよ

うになった。 

行く教室や使う遊具などもカード

で示してあり、自分から進んで行

動していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園での様子を参観 

＜療育機関の方の感想＞ 

園では、大勢の友達の中で「忍

者」に変身することを楽しんでい

た。基本的な生活習慣について、療

育機関ではロールプレイングで行

っていたが、園の中で遊びの一環

として楽しみながら身辺整理して

いくということは意外だった。 
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療育機関と園のお互いの参観から 

 療育機関では、室内は余計なものがなく、整然としていて、Ｊ児の気が散ることな

く先生の話を聞ける環境でした。また、やることや場所などが写真や時系列で示され

ているので、今、どこにいるのか、何をする時間なのかが明確になっていると感じま

した。一方、園では、いろいろな遊具が同じ室内に置いてあったり、遊んでいる幼児

がいたりして、Ｊ児にとっては情報が多い環境であることを改めて感じました。療育

機関からのアドバイスをもとに、園の中でできることをしてきましたが、ロールプレ

イングに関しては園の中ではあまり効果がなかったので、園で楽しんでいる遊びを取

り入れることにしました。そのことで、同じクラスの友達も一緒に楽しみながら身辺

整理ができるようになってきました。療育機関の方の参観では、園の遊びを取り入れ

た支援が意外ではあったものの、周りの友達と一緒だからこそ、できることもあるの

だろうという話になりました。また、一つ終わったら一つ絵を塗ることができるとい

う分かりやすさもＪ児にはよかったのかもしれないという話も出ました。園では今後、

周りの友達との関わりも含め、支援を考えていくようにしました。 

 

＜園での関わり＞         ＜療育機関での関わり＞ 

＜園での姿＞  

ホールや園庭に集まっていると

き、クラスで全体に指示を出して

いるときなど、衝動的にクラスを

飛び出していくことがある。その

都度、「今はだめだからね」と声を

掛けていたが、ふり払って出てい

こうとすることが増えた。 

 

 

 

 

アドバイスをもとに園での対応を

考える 

 

  

園での様子を電話で相談 

＜療育機関からのアドバイス＞ 

活動や集まり、食事のときなど

衝動的にクラスから出ていくとき

には「行ってきます」と先生に伝え

るようにしてみてはどうか。施設

では、座る場所を指定しています。

ホール等でも示したり椅子を用意

したりしてＪ児のいる場所をつく

ってみるのはどうか。 
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＜園での姿＞  

ホール等に集まっているときで

も、「行ってきます」の約束をして

出かければ、よいことにした。少し

ずつ「行ってきます」の意思表示が

できるようになってきた。Ｊ児が

クラスから出て来たときには「先

生に行ってきますって言ってきた

かな」など確認するようにして「行

ってきます」が伝えられるように

園全体で共有した。 

 

 

 

園でのその後の姿 

どこに行きたいのか、尋ねたり、

写真で示せたりするようにした。

「○○に行ってよいですか」と聞

くようにもなってきた。伝えるこ

とで自分が今何をしたいのか冷静

に考え、動く経験ができてきたと

感じている。 

 

 

療育機関での様子を見学 

＜療育機関での姿＞ 

療育機関では、Ｊ児以外の幼児

も、教室から出ていく際には、「〇

〇に行ってきます」という写真カ

ードを用いてどこに行くのか、自

分で示せるような工夫がされてい

た。言葉でなくても意思を伝える

ことができる環境が当たり前に準

備されているので、幼児が困らな

いで意思表示できていた。 

 

 

 

Ｊ児のできるようになったことをクラスの他の幼児と共有する 

 皆でいるときに別な場所に行こうとする際、「５の針になったら行こうか」などと

促すと、少しずつ我慢もできるようになってきた。職員室で過ごしている際も、「今

読んでいる絵本が終わったら戻ろうか」、「６の針になったらクラスに戻れるかな」

などいつ戻るのか自分で決め、目安がもてるようにすることで、クラスに戻ること

がイメージできてきた。クラスの友達から「Ｊちゃんは、こうすると待てるんだよ

ね」と受け入れてもらったり、クラスの友達から声を掛けてもらったりする中で、ク

ラスで過ごしたいという思いが少しずつでてきた。 
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Ｊ児にもクラスでの役割をもたせることで 

クラスで連絡ノートなど配る際に、友達に配る役割をＪ児にお願いした。友達の

マークや名前を覚えたり、クラスの一員として役に立つ喜びや、友達から求められ

る嬉しさを感じたりできた。クラスの幼児たちがＪ児と関わる姿も多くなった。劇

ごっこに参加し、友達と一緒にセリフを言ったり、出番まで友達が準備した椅子に

座って待ったりできた。友達への関心が深まり、２月頃にはごっこ遊びや少人数で

のやり取りを楽しめるようになった。 

 

事例から読み取れること 

〇療育機関の助言から幼児理解を深めます。 

療育機関とこまめに情報交換をしてきたことで、園で困ったと感じる行動に対して

の理解が深まります。園で先生が困ったと考えてしまう行動でも、その背景にはＪ児

なりの行動の特性や本人の困難さがあり、それらを理解し関わり方を変えてみること

で、Ｊ児への理解が深まります。そして、それらを園全体で共有することで、Ｊ児に

とって安心できる環境をつくることができました。 

〇療育機関の見学をもとに園内で支援の方法を考えます。 

療育機関の環境を実際に見ることで、療育機関の方のアドバイスがより分かるよう

になります。また、園の中でできそうなことを考える手掛かりにもなります。療育機

関では、写真やカードを用いて視覚的に分かりやすく、必要な情報しか入らないよう

な室内の環境がＪ児にとっては分かりやすいのだろうということが実際に見学したこ

とでよりイメージしやすくなっています。園では、他の幼児が興味や関心に応じて遊

べるように様々な遊具や用具を置いておくことも必要であり、全てが療育機関と同じ

ようにはできません。しかし、写真やカードを使うことで、言葉でなくても互いに意

思を理解することができたり、自分がどこにいるのか把握できたりするので、他の幼

児にとっても分かりやすい環境として取り入れることにしました。 

〇園での様子から次の支援の方向を考えます（参観してもらったことで）。 

身支度などのロールプレイングは、園ではあまり効果がありませんでしたが、遊び

を取り入れた方法がＪ児にとっては意欲的にでき、その様子を見てもらったことで、

大勢の幼児の中でのＪ児の育ちが共有できました。その後のＪ児への支援について意
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見交換の場面では、クラスの幼児とＪ児との関係を大切にしながら支援することが話

題になりました。また、具体的な支援の方法について、園の様子をイメージして話し

合えるようになりました。 

療育機関からの助言の園生活への生かし方について、大切なことをまとめます。 

 

①療育機関での支援の方法を知り、園での障害のある幼児などの困難さや指導上の工

夫などを考えます。 

・療育機関からの情報提供や支援策を知ることで、障害のある幼児などの発達の程度

などを把握しましょう。療育機関ではどのような療育が行われているのかを知るこ

とが大切です。また、園内で指導内容や指導方法の工夫など情報共有も大切です。

今はどのような支援を模索しているのかなど園内で共有しましょう。 

・園では個別に療育を行うことは難しいですが、状況に応じた支援を知っていること

で、障害のある幼児などの困っていることを知り、指導に生かすことができます。

また、障害のある幼児などは行動面や発語、言葉の理解や人間関係、考え方や喜怒

哀楽の成長が複雑な場合が多く、当該幼児が一番困っているのではないでしょうか。

療育機関からの情報提供や支援策を理解することで、苦手なことや得意なこと、発

達の状況なども知っておくことが大切です。当該幼児の特性を理解し、園での支援

策や指導上の工夫を積み重ねていくことが重要です。 

 

②療育機関からの助言を生かしながら、園での実態に合わせ支援策を見直します。 

・療育機関と園では環境などが違い、療育機関からの助言どおりにはいかない場合も

ありますが、療育機関だからできること、園だからできることと分けて考えるの

ではなく、障害のある幼児などの困っていることを理解し、園の環境の中で療育

機関からの助言を生かし支援策を考えていくことが大切です。また、園の生活の

中で当該幼児に応じた支援ができたことなど、当該幼児の成長や園での支援策な

どを療育機関と共有できれば、互いに当該幼児の理解が深まります。療育機関の

専門性や幼児教育の機能を十分に生かし、長期的な視点で幼児への教育的支援を

行いましょう。（第５章５．専門機関との連携 144 頁参照） 
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コラム 

障害のある幼児などが通う療育センターへの訪問を通して園の先生が感じたこと 

 

 園は、家庭、地域及び医療や福祉、保健等の業務を行う機関と連携を図り、個別の

教育支援計画を作成します。療育機関等でも、個別の支援計画などを作成し、その支

援方針を踏まえて日々の生活を展開しています。障害のある幼児などが園以外の場で

どのような生活を送っているのかを知ることにより、当該幼児の生活の流れを踏まえ

た上で、園での生活を考えることができます。また、療育機関等と連携した支援策を

考えるに当たっても有益な情報となり得ます。そして、連携に当たっては相互理解が

大切です。園に関して理解を求めるだけではなく、療育機関の役割や活動についても

理解するように心掛けることが大切です。 

 ここでは、参考に、園の先生が療育機関を訪問した例を取り上げます。各施設や障

害のある幼児などの実態によって活動は異なりますので、訪問や意見交換を通して理

解を深めていきましょう。 

 

 この春に４歳児クラスに発達障害の疑いのある幼児が入園しました。この幼児は、

３歳のときから療育センターに通っていたので、これまで療育センターでどのような

生活をしてきたのかを知るために、園の先生で施設見学に行きました。 

 

 療育センターでは、発達障害の診断のある幼児が多く、支援のニーズも大きいクラ

スを見学しました。障害のある幼児など９名を３名で担任しています。障害のある幼

児などは４時間程度を療育センターで過ごし、大まかな流れは以下のとおりです。 

10:00 登園 

10:10 朝の身支度・着替え・排泄
せつ

・自由遊び 

10:45 朝の集会 

11:00 クラス活動 

11:40 自由遊び 

12:00 給食 

12:30 歯磨きなど 

13:00 クラス活動 
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13:15 自由遊び・着替え・排泄
せつ

 

13:40 帰りの集会・降園 

部屋は、集団・自由遊び・個々に遊ぶスペースなどが障害のある幼児などに分かり

やすく設定されています。写真やイラストを使ったスケジュール表、コミュニケーシ

ョンに使えるカードなどが置かれており、障害のある幼児などの困難さに応じた工夫

が部屋の中に多くありました。 

朝の集会は、担任が各幼児の写真を示して名前を呼んだり、手遊びをしたりしてい

ます。あえて毎日同じことをすることで、安心して療育センターでの生活ができるよ

うにしていました。クラスの幼児は認知的・発達的な状況が異なるので、グループを

２つに分けて活動をしていました。あるグループはお店屋さんごっこです。お客さん

役の幼児は、担任から提示されたカード（イラスト・言葉）にかかれている「もの」

をお店役の幼児のところに持っていきます。そして、最後には、買った「もの」を使

ってカレーを作ります。もう一つのグループは、ブロックや積み木で遊びます。この

グループは、午後には話し合いながらゲームをしていました。これらの活動の中で、

担任は、各幼児の困難さに応じた支援を随所で行っていました。このようなクラス活

動に加え、幼児が自由に遊ぶことができる時間、一人一人の幼児に応じた個別的な指

導の時間もありました。個別的な指導の時間が充実しているからこそ、他の幼児と関

わるクラス活動もできるのだと感じました。そして、自由に遊べる時間があるから、

他の時間で集中することができるのかもしれないと感じました。 

幼児が帰った後に、支援方針などについて意見交換をしました。療育センターでは、

大きなビジョンとして「サービス等利用計画書」を作成し、その計画に基づき「個別

支援計画」を作成します。各幼児の得意なことや苦手なことなど、各幼児の実態を把

握した上で作成していました。長期目標を二つ程度設定し、現在の様子（食事・排泄
せつ

・

支度などの基本的な生活習慣、運動・感覚、遊び、コミュニケーション、対人・社会

性、集団活動）を踏まえて、支援内容と具体的な手立てを考えていました。こうした

考え方は園と同様であり、療育センターでも、組織的かつ計画的に行っていました。 

療育センターでは、その幼児に応じた組織的、計画的な支援が展開されていると思

いました。例えば、幼児がこの後の行動を見通しやすいように、毎日同じことを繰り

返したり、時間の区切りを毎日同じにしたり、イラストなどの視覚情報を部屋に提示

したりなどすることによって、安心して過ごせるのだと感じました。しかし、園での
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集団生活の中では、一つの遊びが別の遊びに発展したり、他の幼児のふとした思い付

きから予定していたスケジュールを大きく変更したりすることもあります。他の幼児

は、そうした生活の中で出会う出来事を楽しみ、楽しむことで多くのことを学んでい

きます。しかし、障害のある幼児などは、その特性から、それらの出来事を楽しむた

めには、少しだけ多くの時間を要したり、特別な配慮が必要だったりするのかもしれ

ません。 

療育センターと連携して障害のある幼児などの支援を行い、当該幼児が年長になる

頃、保護者の方から、「療育センターでは、少人数で先生の人数も多く、幼児たちへの

フォローも手厚いので落ち着いて過ごせていたように思います。園では、幼児の人数

が多く、大きな集団に入って自分なりに考えて行動する力やお友達と関わることがで

きるようになってきたと思います。療育センターと園の先生の両方からうちの子の様

子を聞くことができたので、いろいろな姿を知ることもできました」との話がありま

した。この発言から、園、療育センター、家庭が、それぞれの役割を果たしつつ、連

携することの大切さを再認識しました。 
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事例 10 家庭、園、関係機関が連携して障害のある幼児などの支援を考える 

  

障害のある幼児などへの支援を行っているのは、園だけではありません。家庭

では保護者が、児童発達支援センター等では指導員等が、医療機関では医師や看

護師が関わっています。保護者や関係機関と連携して一貫した支援を行うことが

大切です。 

【ポイント】 

●障害のある幼児などが関わる関係機関や家庭での幼児の実態、保護者の願い、

支援策等を共有しましょう。 

●支援の方針を共有した上で、それぞれの生活の場で示す障害のある幼児などの

実態に応じた具体的な支援策を共有しましょう。 

●個別の指導計画との関連を図り、先生自身の保育に生かせるようにしましょう。 

  

 幼児の生活は、家庭と園で連続しています。療育機関等に通っている場合には、こ

こでの障害のある幼児などの生活も含め、家庭、園、関係機関が連携して、初めて当

該幼児の生活する姿全体を捉えることができると言えるでしょう。当該幼児の生活す

る姿から困難さを捉えるためには、家庭、園、地域の連携が必要です。そして、それ

ぞれが個別に支援策を作成していては、当該幼児の生活する場所によって支援策が異

なってしまい、当該幼児は混乱してしまう恐れもあります。障害のある幼児などの抱

える困難さに対応した支援を行うためには、当該幼児に関わる様々な大人が、困難さ

や支援方針を共有することが大切です。 

家庭、園、関係機関の連携は一朝一夕に実現するものではありません。園と保護者

との連携、関係機関と保護者との連携を基盤に、３者の連携を深めましょう。 

 

集団の雰囲気が苦手なＫ児の発達を共有するまで 

 ２年保育５歳児 

Ｋ児は、幼児が大勢集まって何かをする雰囲気が苦手で、そのような状況になると

奇声を上げたり保育室を飛び出したりします。園からの勧めで、４歳児の 10月から発

達支援センターに通っています。 

 年長に進級し、新しく担任になった先生は、Ｋ児に対して環境の構成を工夫してみ
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たり、様々な関わり方を試してみたりしましたが、症状はだんだん強く現れるように

なりました。 

 

○保護者の思いを知る 

 担任は、園でのＫ児の様子を保護者に伝えながら、保護者の思いを聞くことにしま

した。 

「皆と同じ行動をとってほしい」と願う保護者         （４月） 

保育室に入ってきた保護者の表情はとても硬く、担任に何か指摘されるのではな

いかと構えているようでした。保護者の気持ちを少しでもほぐすために、Ｋ児には

お気に入りの固定遊具があって、そこで体を動かして遊ぶことが大好きなことから

話し始めましたが、保護者は「そのとき、他の子は何をしていたんですか？」と、

我が子が皆と同じ行動が取れないことをとても気にしていました。「他の子も、そ

れぞれ好きな遊びに取り組んでいました」と伝えましたが、「ずっと自由に遊ばせ

ていて指導はしないんですか？ うちの子は、発達支援センターではきちんと椅子

に座って、先生の言うことを聞きながら工作をしたり、紙芝居を見たりすることが

できます」と担任の指導方法に疑問を感じているようです。 

 

保護者は、Ｋ児の好きなことや得意なことに目を向ける余裕はなく、Ｋ児が他の幼

児と同じように行動できることを望み、担任の指導方法に不満があることが分かりま

した。しかし、一方で、その話しぶりや表情から、実は園でのＫ児の姿に戸惑いを感

じ、不安を抱えながら子育てをしていることも感じ取れました。保護者には、園で展

開される生活や指導の在り方について丁寧に伝え、少しずつ理解してもらう必要があ

ると考えました。また、保護者から、初めて発達支援センターでのＫ児の様子を聞き、

今後の指導の手掛かりになるのではないかと考え、その指導や支援の方法について詳

しく知りたいと思いました。 

 

○関係機関から情報を得る 

早速、保護者に了解を得て、発達支援センターに連絡をし、出向いて話を聞くこと

にしました。 
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「落ち着いて紙芝居を見ている」発達支援センターでのＫ児の姿   （５月） 

発達支援センターの相談室はとても落ち着いた雰囲気でした。指導員は「Ｋ児は

パズルや積み木など構成しながら遊ぶ遊具が大好きで、じっくり取り組むことがで

きますよ。紙芝居や読み聞かせも大好きです」と言いました。園での姿との違いに

驚き、「最初から落ち着いていましたか？」と質問をすると、「いいえ、紙芝居のと

きは、最初は相談室から出て行ってしまったんです。だから、１対１の読み聞かせ

から始めて、少しずつ一緒に聞く人数を増やしていきました。今では 10 人くらい

なら一緒に聞けるようになりました」と教えてくれました。その他にも、Ｋ児の周

りに必要以上にものを置かないこと、語りかける声の音量に留意していること、活

動に見通しがもてるようにしてから始めることなど、Ｋ児が集中して活動に取り組

めるように工夫していることを教えてくれました。Ｋ児は戸外で体を動かして遊ぶ

ことが大好きなこと、幼児が大勢集まる状況が苦手なことなど、園での様子を伝え

ると、「発達支援センターでは外で体を動かして発散するような遊びはしていませ

ん。もしかしたら、こちらでの活動に多少ストレスを感じていて、それを園で発散

しているのかもしれませんね」と答えてくれました。 

そして、「Ｋ児にとっては、園も発達支援センターも生活の場です。お互いに情

報交換をしながら、Ｋ児への関わり方を考えなければならないですね」と今後も連

携する意思を確認し合うことができました。 

発達支援センターでは、Ｋ児は落ち着いていました。Ｋ児の言動は、周りの環境条

件にかなり影響されることが今回の訪問で分かりましたので、発達支援センターのＫ

児への支援の方法を参考に、今後の指導について検討することになりました。しかし、

園は、集団での生活の場でもあります。全てを発達支援センターと同じにすることは

できません。幼児教育の特質について保護者や発達支援センターに理解を求めながら、

Ｋ児の支援策を共有していく必要があります。 

 

○保護者に園の役割を説明する 

 保護者と面談をする前に、発達支援センターで得た情報を園全体で共有し、Ｋ児の

発達の見通しや今後の指導の在り方について話し合いました。 

 面談の当日、担任は、特別支援教育コーディネーターにも同席してもらおうと考え

ましたが、保護者はあまり気が進まない様子だったので、園長室で二人きりで話すこ
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とにしました。 

「なぜ園ではできないのでしょうか」と訴える保護者      （６月） 

担任は、発達支援センターでのＫ児の姿を見て驚いたこと、発達支援センターで

の支援が参考になったことを保護者に伝えました。それに対して保護者は「もとも

と家では、物事に集中してじっくり取り組むことができる子でした。発達支援セン

ターに通うようになって、できることが増えました。指導員さんの言うことはよく

聞けるし、皆と一緒に行動できます。なぜ園だと、うちの子だけが目立ってしまう

んでしょうか」と涙ながらに訴えてきました。担任は、これまでのＫ児への指導が

うまくいかずに困っていたことや、Ｋ児らしさを十分に発揮させてあげられない自

分への不甲斐なさを正直に話しました。さらに、保護者の言い分を十分に受け止め

た上で、「Ｋちゃんは、毎日、楽しそうに体を思いきり動かして遊んでいます。これ

は、体幹をきたえたり、体をスムーズに動かしたりするための大切な経験です。そ

して、体を動かして遊ぶ心地よさを味わいながら、気分を発散しているのかもしれ

ません。園での指導の成果は、すぐに目に見えることが少なく分かりにくいのです

が、Ｋちゃんにとっては必要な経験です。このように、園では、Ｋちゃんの将来を

見通して、今、Ｋちゃんに必要な経験を考えて指導や支援をするようにしています」

と説明しました。そして「ぜひ、Ｋちゃんをどのように育てていったらいいのか、

一緒に考えていただけませんか？ 家庭、発達支援センターと、その思いを共有し

た上で、園での指導を見直していきたいんです」と話しました。保護者は「ぜひ、

そうしてください」と少し安心した様子でした。 

 話をしていくうちに、保護者の表情は少しずつ柔らかくなっていきました。担任が、

正直に思いを伝え、共に考える姿勢で臨んだからだと思います。また、Ｋ児の具体的

な姿を示しながら幼児教育について説明したことも、保護者にとっては理解しやすく、

受け入れやすかったのかもしれません。 

 そして、園、家庭、発達支援センターが各々の役割を認識し、同じ思いでＫ児を育

てていけるように三者で話し合いの場をもつことにしました。 

 

○長期的な視点でＫ児の発達を共有する 

 保護者と指導員に来園してもらい、保育参観後、２時間程度話し合うことにしまし

た。短い時間でも話し合いが充実するよう、事前に話し合う内容を伝えておきました。
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まず、互いに「Ｋ児の様子や変容」と「支援の過程」を報告し合い、「Ｋ児にどのよう

な姿を期待するのか」「今後、各々がどのようにＫ児に関わったらよいか」などの意見

交換ができるとよいと思いました。 

「三者の共通の思い」を話し合う                 （７月） 

今回は、保護者と指導員が、園でのＫ児の姿を具体的にイメージできるよう、保

育室で話し合うことにしました。初めに、現在のＫ児の様子や４月からの変容、指

導や支援の過程について報告し合いました。 

（担任）４月は、登園すると園庭に行き、一人で楽しそうに固定遊具を使って身体

を動かして遊んでいました。最近、友達のしている面白そうな遊びに興味

があるのか、ごっこ遊びをしている友達をじっと見ているところをよく見

かけます。友達が大勢集まる雰囲気に慣れるよう、Ｋ児の遊びを周りの子

に紹介したり、同じ興味をもつ友達とつないだりして、Ｋ児の周りに友達

が集まるよう工夫してきました。少しずつ、友達の存在を肯定的に受け止

めてくれるようになったのでしょうか。 

（指導員）粘土や積み木などに関わって集中する時間が長くなりました。イメージ

も豊かで、いろいろなものが作れるようになりました。先日は、隣に座っ

ていたＸ児に「何を作ったの？」と聞かれて、「ライオン」と答えていまし

た。 

（保護者）朝起きて身支度をする行動が素早くなりました。指導員さんのアドバイ

スどおりに、ある行動パターンをつくって、毎日、繰り返してきたので、

習慣になったみたいです。 

 

 様々な状況下でのＫ児の姿や４月からの成長を知り感動するとともに、どの姿も

Ｋ児であることや各々のＫ児への関わり方で参考になることなどについて確認し

ました。そして、「今後、Ｋ児にどのような姿を期待するのか」について意見交換を

しました。 

 

（担任） 安心して友達の中にいられるようになってほしいです。 

（指導員）友達と言葉でのやり取りができるようになってほしいです。 

（保護者）他の子と同じ行動がとれるようになってほしいです。 
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期待する姿は様々でした。しかし、もう少し長い目で見て、将来、Ｋ児にどのよ

うになってほしいかなどを話し合っているうちに、「今、Ｋ児にとって必要なこと

は集団の中で安定した情緒で過ごすことなのではないか」という三者の共通の思い

が出てきました。 

「今後、Ｋ児にどのような姿を期待するのか」について、三者で意見を出してみると、

最初は三者それぞれの意見が出ました。園では、他の幼児との関わりが少しずつ見ら

れるようになってきましたが、他の幼児と一緒に遊んだり、話し合ったりする姿まで

はまだあまり見られません。他の幼児の遊んでいる様子が気になっているものの、多

くの幼児が様々な場所で思い思いに遊んでいるので、まだ少し落ち着かないのかもし

れません。一方、発達支援センターでは、園と比較して物や人が多くないこともあり、

他の幼児と言葉を交わすことも増えてきているようです。Ｋ児のそれぞれの生活の場

で示す姿を受け止め、発達支援センターで他の幼児と会話ができているからといって、

園で無理に会話を促すことは避けることになりました。発達支援センターで他の幼児

と関わる楽しさを知ったり、園で他の幼児と一緒に踊ったり歌ったりする体験を重ね

ていくうちに、園でも他の幼児と一緒に遊び、会話をするようになっていくと考えま

した。 

そして、保護者の「他の子と同じ行動がとれるようになってほしい」という思いも

受け止めつつ、Ｋ児ができるようになったこと、Ｋ児が得意なことについて他の幼児

が感心している出来事などを伝えるようにしました。そうすることで、Ｋ児なりの成

長の様子や、Ｋ児の得意なことやよさに保護者が目を向けられるようにしました。 

そうした話し合いを行い、三者共通の支援方針としては、集団の中で安定した情緒

で過ごすこととした上で、具体的な支援策はそれぞれの生活の場で示すＫ児の姿に応

じて検討することになりました。この具体的な支援策についても、その方向性などを

共有することが大切です。例えば、他の幼児と場や空間を共有し、同じ活動をするこ

とで、他の幼児と直接的な関わりはなくとも、何となく他の幼児と行動を共にしてい

るような雰囲気をＫ児が味わえるようにし、機会があれば他の幼児との会話を先生が

仲立ちするといった支援策を三者で共有することが考えられます。具体的には、園で

は、リズム遊びなど、他の幼児と同じ空間で同じ音楽を聴きながら踊れるように配慮

します。一方、発達支援センターでは、他の幼児と隣り合ってそれぞれに車を製作し

ながら、隣の幼児の工夫を取り入れたり、ときには自分の工夫を先生や隣の幼児に説
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明する機会を設けたりすることなどが考えられます。家庭でも、他の幼児が今熱中し

ている遊びを取り入れてＫ児がその遊びに興味や関心がもてるようにしたり、一定時

間同じ遊びが続けられるように保護者が一緒に遊んだりなどが考えられます。このよ

うに、それぞれの場での障害のある幼児などの生活する姿に応じるとともに、支援策

について具体的に共有していくことが大切です。 

 

○個別の教育支援計画を作成する 

Ｋ児に対してきめ細やかな指導や支援を行うために、このように対面で話し合う機

会を設けることは、有効な手段の一つです。しかし、なかなか頻繁には行うことがで

きません。そこで、保護者の承諾を得て、今回の話し合いを基に、共有した支援の目

標、各々でどのような支援を行うのかなどを整理し、個別の教育支援計画として、ま

とめることにしました。個別の教育支援計画には以下のことなどを記載しました。 

・保護者の願い 

・Ｋ児の困難さや支援の内容 

・得意なことや好きなこと、苦手なことや嫌いなこと 

・生育歴、相談歴、診断の状況 等 

個別の教育支援計画を作成することで、保護者や関係機関を含んだ複数の視点から

Ｋ児を把握することができます。また、Ｋ児の状況を踏まえた計画の見直しも３者で

検討することにより、一層Ｋ児の実態に応じたものとなります。そして、Ｋ児の成長

や成長の過程といった情報が蓄積され、３者で共有されることで、Ｋ児の将来を見据

えた支援についてよりよく考えていくことができます。 

 

事例から読み取れること 

保護者や関係機関と連携して障害のある幼児などの困難さに応じた支援を考える上

で、大切にしたいことについてまとめます。なお、家庭や関係機関と連携した支援に

ついては、障害のある幼児などの実態に応じて、随時、見直しを行うとともに、進学

や就職などにより生活の場が変わっても一貫した支援ができるよう、長期的な展望の

下、将来の生活を見据えた継続的な支援を行うことが必要です。 
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〇障害のある幼児などが関わる関係機関や家庭での幼児の実態、保護者の願い、支援

策等を共有します。 

 障害のある幼児などへの支援については、園生活だけでなく、家庭や地域での生活

を含め、当該幼児が過ごす家庭や施設がその幼児の実態に応じた支援を共有すること

が大切です。教育、医療、福祉等の当該幼児に関係する人々が、それぞれの領域の専

門性を生かしつつ意見を出し合うことで、当該幼児が抱えている困難さに関しての理

解が深まり、支援ニーズが明らかとなります。 

 関係機関との連携に当たっては、まず、保護者と信頼関係を構築し、保護者に関係

機関と情報を共有することについて承諾を得る必要があります。保護者は、障害のあ

る幼児などにとって最も身近な支援者と言えます。保護者の願いなども聞き取り、一

人一人の実態やニーズに応じた支援目標を、家庭、園、関係機関で話し合い、共通理

解を得るようにします。そして、支援方針に基づき、各施設が行う具体的な支援につ

いても共有することが大切です。 

〇支援の方針を共有した上で、それぞれの生活の場で示す障害のある幼児などの実態

に応じた具体的な支援策を共有します。 

 家庭、園、関係機関で支援方針を同じにしても、障害のある幼児などが見せる姿は

それぞれの生活の場で異なることがあります。これは、それぞれの施設における当該

幼児を取り巻く環境等が異なることが要因の一つと考えられます。例えば、当該幼児

と同じ場にいる幼児の人数、幼児当たりの教職員の人数、遊具や用具の種類や数、園

庭の有無や園舎の部屋数や広さなどが異なれば、当該幼児が感じる困難さも異なる可

能性があります。したがって、具体的な支援策については、それぞれの生活の場で見

せる当該幼児の実態に応じて考えます。そして、それぞれの立場や観点から見た支援

の在り方について共有し、役割を分担したり連絡を取ったりして支援を行います。 

 そのためには、当該幼児の実態とニーズ、支援目標、支援内容がそれぞれ関連をも

つようにすることが大切です。例えば、「当該幼児の実態とニーズを考慮すると、これ

からの目標は○○がよいのでは。その目標に向かって当該幼児が発達していくには、

家庭では○○、園では○○、関係機関では○○に取り組みましょう」といったように、

当該幼児の実態とニーズ、支援目標、支援内容の関連と各機関での役割分担や具体的

な支援策を共有するようにします。支援内容は、当該幼児にとって無理がなく、また
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意欲をもって取り組めるかどうかを考慮します。また、支援が実際に行えるかどうか

についても考慮します。例えば、家庭における支援の場合、保護者が無理なく行える

支援内容かどうかについて考える必要があります。障害のある幼児など自身や支援者

にとってよりよい支援の在り方を話し合うことが大切です。 

〇個別の指導計画との関連を図り、先生自身の保育に生かせるようにします。 

 連携で得た情報を基に、個別の指導計画を見直し、日々の保育に生かしていくこと

が大切です。また、個別の教育支援計画を作成し、家庭、園、関係機関での支援が整

理され共有されることで、自分の指導や支援を多面的・多角的に見直す機会ともなり

ます。さらに、個別の指導計画を作成して、障害のある幼児などへの指導や支援を明

らかにし、園内で共有することで自信をもって保育をすることができます。保護者や

関係機関との連携は、自分自身の保育の充実につながります。 

 

（第５章２．（１）個別の教育支援計画 134 頁参照、第５章５．専門機関との連携 144

頁参照、第５章６．保護者との連携 148頁参照） 
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事例 11 入園前の相談を活用して受入れ体制や支援を考える 

 

 入園するということは、初めての場所や人との出会いがあり、障害のある幼児な

どや保護者には期待とともに不安もあります。障害のある幼児などと保護者が安心

して入園するために、園はどのような準備をして受入れ体制を整えていけばよいの

でしょうか。 

 

【ポイント】 

●保護者から障害のある幼児などの状態を聞き取り必要な支援につなげていきま

しょう。 

 ・保護者の思いを受け入れる温かい雰囲気で話を聞くことを心掛けましょう。 

 ・当該幼児の状態を聞き取りましょう（具体的な障害の状態等、遊びや行動の特

徴、家庭で配慮していること、園に希望すること、通院の状況、緊急時の対応

など）。 

●園での施設環境や体制を整えましょう。 

 ・障害の状態等により必要な施設の安全性を確認しましょう（保育室、廊下等の

段差や物の配置、使用する椅子等の備品など）。 

 ・当該幼児が安心して遊べる遊具や好きな物等の準備を進めましょう。 

 ・園内での情報共有を進め、必要に応じて介助員等の配置を検討し、当該幼児の

安全を確保しましょう。 

●入園前に園の施設や保育見学を行った上で支援策を保護者と共有しましょう。 

・在園児の保育を見学したり、未就園児への施設開放の機会や新入園児一日入園等

で実際に遊んだりして、障害に応じた施設環境の整備や活動における支援につい

て考え、保護者と共有しましょう。 

●関係機関との連携により、必要な支援につなげましょう。 

 ・関係機関と互いの施設を訪問して連携を図り、当該幼児の行動や遊びの様子、

施設環境面での配慮事項等を共有し、園での生活にも生かしていきましょう。 

 

障害のある幼児などが園に入園するに当たっては、入園前から園と保護者が連携す

ることが必要です。さらに、関係機関とも連携し、保護者の承諾を得た上で、情報を
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共有して支援策、施設環境や体制を整え、当該幼児や保護者が安心して入園できるよ

うに準備をします。ここでは、保護者が視覚特別支援学校の教育相談部門に定期的に

相談しているＬ児が、入園するまでの事例を紹介します。 

 

弱視のあるＬ児の受入れに当たって 

２年保育４歳児での入園を考えたＬ児保護者から、園に問い合わせの電話がありま

した。Ｌ児は先天性の弱視です。保護者の希望により週２日園に通園したいが、入園

することは可能であるかとの問い合わせでした。保護者と日程の調整を行い、来園日

を決定して、その日の電話は終了しました。 

  

〇保護者の園見学と面談 

初めて保護者が来園し、園内の見学と園長との面談を行いました。始めに園の施設

を案内しながら、幼児の生活の流れや様子を知らせていきました。幼児が遊んだり生

活したりしている場面を見てもらいながら、「登園時に靴と上履きを履き替えますが、

靴箱の場所が分かれば自分で履き替えることはできますか？」と質問すると、「最初に

靴箱の位置を教えてもらえれば覚えることができます。そして、Ｌ児の場所に立体的

な目印をつけてもらえれば、自分で探して履き替えることができます」など、先生は

必要な支援について保護者から具体的に教えてもらうことができました。そのことに

より、保護者はＬ児が園で生活することを少しイメージすることができたようでした。

会話が進むにつれて、緊張気味だった保護者の表情も和らぎ緊張が解け、保護者から

も不安なことや分からないことについて質問がありました。 

園内の案内後に園長との面談を行い、Ｌ児のこれまでの生育の様子やＬ児の見え方

に関すること、家庭で配慮していること、好きな遊び、園に希望することなどを聞き

取りました。次にＬ児と共に来園する日程を決定し、支援に関するアンケートを渡し、

次回の面談のときに記入して持参するようにお願いしました。 

＊支援に関するアンケート内容 

・いつ、どのようなことで発達についての助言がありましたか 

・保護者が困っていること、気になることはどのようなことですか 

・生活習慣、衣服の着脱、食事、コミュニケーションなどで支援や配慮の必要なこ

とはどのようなことですか 
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・その他、日常生活で支援していることはどのようなことですか 

・現在と今後で療育、発達検査、通院、通所があれば場所と回数を教えてください 

・集団生活の中で配慮してほしいことはありますか 

・その他、園に知らせておきたいことなど 

 

〇Ｌ児と保護者での園見学と面談 

２回目はＬ児と保護者が一緒に来園しました。保護者に手を引かれて初めて園に来

たＬ児は、玄関で音や匂いを確かめるような素振りを見せていました。靴を履き替え

るときには、手で段差や腰を下ろす場所を確認していました。Ｌ児に「こんにちは。

園の先生です」と声を掛けると、初めて聞く声に不審そうな表情を見せつつも、「園の

探検に行ってみよう」との問い掛けに、保護者と一緒に歩き出し、園内の探検に出発

しました。保護者と手をつないで歩きながら、壁や棚などに触れて物や位置を確かめ

ていました。保育室に入るとＬ児は立ち止まり、在園児が遊んでいる音や声や気配を

感じているようでした。楽器遊びの音に興味をもったため「鈴ですよ」と言って鈴を

渡すと、Ｌ児は手で触ったり音を鳴らしたりして鈴を確認した後、在園児と一緒に音

楽に合わせて鈴を鳴らす姿が見られました。先生は、Ｌ児の様子を見ながら、「靴箱な

どは触って確かめているから立体的な目印が必要なのね」、「鈴などの音が出るものを

使えば、Ｌ児にも分かりやすく、他の幼児と一緒に遊びやすいかもしれない」など、

園としての支援についてイメージをしました。 

園内見学後、園長がＬ児と保護者との面談を行いました。持参した支援に関するア

ンケートの内容についてのことや、実際にＬ児が園を見学したり他の幼児と遊んだり

する様子から、気が付いたことや確認したいことなどを保護者に尋ねました。保護者

は、Ｌ児が遊びに参加したことを喜び、在園児との関わりに対して少し不安が薄れた

とのことでした。しかし、一方で、保護者がいないところで他の幼児と一緒に遊んだ

り、安全に生活したりできるのかという新たな心配が生まれたとも話していました。

その話を手掛かりに、Ｌ児が他の幼児と一緒に遊びや生活を安心して楽しむことがで

きるよう、施設等の安全の確保や具体的な支援について先生間で話し合うことにしま

した。 
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〇保育に参加する機会の活用 

Ｌ児と保護者に未就園児の親子登園などを紹介しました。実際に園の施設で遊ぶこ

とで気付くこともありますし、未就園児の親子登園では同年代の幼児が多く参加する

ため、保護者が一緒にいるという安心感の中で、Ｌ児が他の幼児と触れ合い、関わり

を深めていくことができます。また、入園前に、Ｌ児が園での遊びや生活を繰り返し

体験することで、Ｌ児はどこに何があるのかを知ったり、先生の声を聞き分けること

ができるようになったりなど、新しい施設に慣れていくことができます。さらに、Ｌ

児の保護者にとっても、他の幼児の保護者と知り合うきっかけにもなります。他の幼

児の保護者も、Ｌ児の遊びや生活の様子を直接見たり、Ｌ児や我が子と一緒に遊んだ

りすることで、Ｌ児への理解が深まります。 

未就園児の親子登園を繰り返し、Ｌ児が安心して園で過ごす姿が見られるようにな

ってきたら、保護者はＬ児から離れ、先生がＬ児と関わる時間を設けます。保護者が

不在の場で、先生がＬ児と一緒に遊ぶ中で気付いたことを入園後の支援につなげてい

くようにしました。 

 

〇園での施設環境や体制の検討 

保護者からの聞き取りや、未就園児の親子登園でのＬ児の姿を踏まえて、園内委員

会でＬ児を受け入れるに当たっての施設環境の整備や支援体制について話し合いをし

ました。事前にＬ児の保護者が教育相談に通っている視覚特別支援学校に連絡を取り、

支援についての助言を得るようにしました。 

施設等に関して次のような配慮を行うことになりました。 

・保育室出入口の段差や柱、棚などに緩衝材を取り付ける 

・靴箱やロッカーなど個人が使用する場所は動線から一番近い場所にして、Ｌ児が手

で触って分かるように立体的なマークを付ける 

・Ｌ児が好きな音の出る遊具や感触を味わう遊具、ＣＤラジカセや好きな曲の入った

ＣＤなどを準備する 

・運動遊び用に鈴の入ったボールを用意する 

・活動時の座席は先生の声がよく聞こえ、先生がすぐに支援できる位置にする 

・Ｌ児の活動支援や安全のために介助員を配置するとともに、先生全体で注意して見

守る 
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園内委員会で決定したことを保護者に伝え情報を共有しました。また、何か心配な

ことや不安なことがあった場合には、いつでも園に聞いてほしいことも伝えました。 

 

〇親子で施設環境の確認 

施設環境を整え、いよいよ入園式を迎えます。入園式の日は人が多く時間の都合も

あり、ゆっくりと確認することが難しいため、入園式の前日に親子で来園してもらい、

施設環境の確認をしました。正門からの動線、テラスや保育室の確認、靴箱やロッカ

ーなどの目印、段差や柱の緩衝材など、園で準備したことを実際に親子で歩いて確認

します。ゆっくりと時間をかけて確認できたことで、翌日の入園式には親子共に安心

して参加する姿が見られました。 

また、事前に園歌の音源を貸し出したところ、Ｌ児は毎日のように聴いていたよう

で、入園式の園歌の場面では、一緒に口ずさむ姿が見られました。 

 

事例から読み取れること 

入園前に、Ｌ児と保護者には何度も来園してもらうようにしました。初めは緊張し

た様子でしたが、来園する度に園や先生への親しみが増していきました。直接会って

話をすることで、Ｌ児が園で安心して生活できるようにという目標に向かって、保護

者の思いに寄り添いながら、保護者と一緒に考えるようにしています。保護者の言葉

に耳を傾け、保護者が伝えたいことを十分に聞き取ることや、話しやすいと感じる温

かい雰囲気を大切にしています。障害のある幼児などの困難さに応じた支援を考える

上で、保護者からの情報は重要な手掛かりとなります。保護者との信頼関係を築きな

がら、しっかりと聞き取っていくことが必要です。 

また、障害のある幼児などの実際の姿から支援の方法が見えてくることもあります。

入園前に直接当該幼児と関わったり、遊んでいる姿を見たりする機会を活用して、支

援のヒントを見付けていきましょう。 

園内の施設環境の整備に当たっては、保護者からの聞き取りや関係機関からの助言

などを基に、できることから取り入れていくことが必要です。例えば、当該幼児に専

任の先生を配置してほしい、車椅子を利用しているのでエレベータを設置してほしい

などのように、保護者の要望の全てにすぐに応じることが困難な場合もあります。そ

の場合は、介助員の配置や必要に応じて保護者自身のお手伝いをお願いする、車椅子
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用のスロープの設置や階段は先生が抱っこやおんぶをして移動するなど、次善の策に

ついて園内で検討し、保護者に相談しましょう。保護者が安心できるように、保護者

の要望に応じることが困難な理由や次善の策での当該幼児の生活について具体的に説

明するようにしましょう。安全を確保するだけではなく、当該幼児が安心して楽しく

園生活を送れるようにすることが大切です。 

 

（第３章１．障害のある幼児などの遊びや生活を支える合理的配慮 14 頁参照、第３

章５．保護者との信頼関係を基盤とした子育ての支援 31 頁参照） 
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事例 12 園と小学校が連携して切れ目ない支援を考える 

 

園は小学校教育を見通した教育を行っており、小学校では、特に入学当初では、

幼児期に近い活動と児童期の学び方を織り交ぜた教育に配慮しています。例えば、

入学当初は、園での掲示方法を取り入れて教室の掲示をしたり、弾力的な時間割を

設定したり、幼児期に親しんできた遊びを取り入れたりなどして、児童が安心して

小学校生活を送れるような基盤が大切です。その上で、障害のある幼児などが小学

校に安心して通うことができるようにするためには、どのようなことに配慮したら

よいでしょうか。 

【ポイント】 

●小学校における支援の検討の参考になるよう、保護者の承諾を得た上で、困難さ

や困難さに応じた園での支援について具体的に伝えましょう。 

・幼児の障害の程度や状況、支援策、園での生活の様子や他の幼児との関わりなど

について具体例も交えながら話しましょう。 

・現在の当該幼児の実態だけではなく、例えば、4月からの当該幼児の成長や支援

策の見直しなどについて話しましょう。 

・小学校の先生が、当該幼児の園での生活の様子を参観する機会を設けましょう。 

 

 ダウン症のあるＭ児に関する小学校への引継ぎ 

 ダウン症のあるＭ児は、人懐こく、大人と積極的に関わりをもとうとします。笑顔

で関わっていくことが多いため、保護者や周りの人から愛されています。安心して楽

しく、Ｍ児らしく伸び伸びと小学校生活を送ってほしいと担任は思っています。その

ためには、Ｍ児の実態に応じた支援の継続性が大切です。個別の教育支援計画や自治

体等で取り組んでいる就学支援シートなど、障害のある幼児などの実態や支援につい

て記載されている資料を活用するとよいでしょう。しかし、継続的な支援を実効性の

あるものとするためには、それだけでは十分とは言えません。当該幼児などがどのよ

うなことに困っているのか、先生はどのような意図の下に支援をしているのか、当該

幼児の成長等に伴う支援の見直しなどについて、園で生活する具体的な様子とともに

説明し、小学校の先生が具体的にイメージできるように努めましょう。 
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【小学校に伝えた内容】 

①障害のある幼児などを取り巻く状況 

 ダウン症があり、言語の遅れ、知的な遅れ、低身長などが見られる。３歳から療育

機関と連携して通所している。園には４歳で入園した。 

②障害のある幼児などの特性や特徴 

・人と関わることが好きで、皆と同じ場で過ごすことができるが、活動への参加は支

援を要する。 

・音楽が好きで、リズムに乗って体を動かすことを好み、皆をまねて一緒に走ったり、

追いかけ鬼に参加したりする。手先の力は弱く鉄棒などをつかむ、ボールを投げる

などの動きは難しい。 

・自分の思いは表情や態度で表すことがほとんどで、「いや」「だめ」と拒否するとき

は言葉で言い、手で払いのけたりふくれ顔をしたりして示す。Ｍ児なりに気持ちを

切り替えようとしても、こだわりが強くなり切り替えられなくなる傾向がある。 

・周りからの刺激を受けやすく、自分でできることをしなかったり、食事に時間を要

したりする。 

③障害のある幼児などの成長の様子 

〇体の動きについて 

【Ｍ児の姿】 

・４歳の入園時は階段の上り下りを自分でしようとせず、抱っこを要求することが多

かった。２年間の生活で階段や段差等の足取りがしっかりしてきた。 

・三輪車に乗ったり、音楽に合わせて体を動かしたり、粗大運動の機会をもつように

してきたことで、体のふらつきが少なくなってきた。 

・指先の細かな動きを伴うペンでかくことや箸を使って食べることは難しく、大きな

画用紙にかいたり、スプーンやフォークなどで食べたりしている。 

【配慮していること】 

・発達がゆっくりなため、日常生活で体を動かし、粗大運動を積み重ねていくことで、

体の動きやバランスがよくなってきた。 

・指先を使うことは個別に支援し、皆と同じようにできたという気持ちをもてるよう

にしている。 
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〇活動への参加について 

【Ｍ児の姿】 

・興味をもったことを途中で終わりにすることができにくく、保育室に戻れなかった

り物を片付けられなかったりしていたが、クラスの皆が集まることを伝えたり、次

のことへの見通しをもてるようにすると、気持ちを切り替えてクラスに戻れるよう

になってきた。 

・協同製作などは、個別対応でガムテープを切って渡して貼るようにしたり絵具で塗

る部分を示したりするなど、皆の中でＭ児ができることで参加し、一緒に活動する

ことを楽しんできている。 

・乗り物ごっこ活動では、Ｍ児が乗り物に乗るだけでなく、先生に促されると年長の

仲間として乗り物を押す役割を行えるようになってきた。 

【配慮していること】 

・クラスへ参加の意識が育ってきているので、皆と一緒に活動する中でＭ児のできる

ことで参加したり、できる役割を担ったりして満足感が得られるようにした。 

 

〇自己表出・気持ちの切り替え 

【Ｍ児の姿】 

・「だめ」、「いや」の拒否する言葉以外は、表情と態度で表していたが、名前を呼ばれ

たら返事をしたり挨拶の言葉を言ったりするなど、少しずつ発語や語彙が増え、思

いを伝えようとするようになってきた。 

・自分の思いどおりにならないときは、先生の誘いを拒んだり物から離れようとしな

かったりしていたが、先生がＭ児の気持ちを言葉で表して受け止めたり、Ｍ児の気

持ちを満たす対応をしたりすることで、気持ちを切り替えることができるようにな

ってきた。 

【配慮していること】 

・自分の思いを伝えようとする行為が増えてきているが、まだ言い表せない言葉も多

いので、先生が気持ちなどを代弁して、Ｍ児の語彙が増えるようにした。 

・気持ちの切り替えがしやすいように、「まだ遊んでいたいね。でも、お弁当を食べる

時間だから片付けようね。お弁当を食べたらまた遊ぼうね」といったように、先生

がＭ児の気持ちを受け止めていることを伝えるなどした。 
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〇身の回りの生活習慣 

【Ｍ児の姿】 

・排泄
せつ

が自立し、自分からトイレに行くことができるようになった。 
・基本的な身の回りのことは自分でできるようになったが、気が散ると進まなかった

り気が乗らないとやろうとしなかったりする。 

【配慮していること】 

・Ｍ児のペースを保証すると自分なりにやろうとすることやできることが増えてきた。

しかし、周りの動きや音に影響されて気持ちが向かなくなると、できることもやろ

うとしなかったり、時間を要したりする傾向がある。物の位置や座る場所を配慮し

て、しようとすることに集中できるようにした。 

 

〇他の幼児との関わり 

【Ｍ児の姿】 

・人と関わることが好きで、皆をまねて一緒に走ったり、追いかけ鬼に参加したりす

る。 

・自分の気持ちをうまく言葉で表現できないために他の幼児に思いが伝わらなかった

り、強いこだわりが生じて他の幼児といざこざが生じたりすることがある。 

・Ｍ児はＨ児と一緒だと落ち着いて活動に参加できる傾向にある。H 児は、Ｍ児の思

いを確認しながら活動に誘ったり手伝ったりしている様子が多く見られるので、Ｍ

児も安心なのだろう。 

【配慮していること】 

・Ｍ児の気持ちを代弁して他の幼児に伝えるなどして、幼児同士が一緒に遊びを楽し

めるようにしている。 

 

④保育参観などを通して 

「③障害のある幼児などの成長の様子」において伝えたことを、実際のＭ児の生活

する姿から具体的に伝えていきます。紙や口頭での説明だけでは、先生の口調や周囲

の雰囲気、そういった環境の中でのＭ児の表情や言動は伝わりません。また、掲示物

や集まる場所の目印といった生活環境への配慮についても、実際に見た方がよく分か

ります。さらに、Ｍ児が他の幼児と遊ぶ様子から、興味のあることや好きな遊びの傾
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向、遊びを楽しんでいる様子や困難さを感じたときのＭ児の様子なども知ることがで

きます。 

 

保育参観を通した話し合いの様子 

Ｍ児は園庭で三輪車に乗って遊んでいる。片付けてクラスに集まる時間になる

が、Ｍ児は遊びをやめることができない。先生がア「Ｍちゃん、片付けて保育室に

戻ります」と声を掛けると、「いや」と言って三輪車を放そうとしない。再度イ「Ｍ

ちゃん、片付けて保育室に戻りますよ。集まったら桃太郎の劇をするから」と声

を掛けても、「いや」と言って口をとがらせて怒る。そこで先生は、ウ「そうか、

まだ遊んでいたいのね。あと 1 周ぐるっとしたら終わりにしようね」と言い、三

輪車置き場で待つことにした。その間「Ｍちゃん、速い」と声を掛ける。 

エ 三輪車置き場の手前に誘導して、一緒に片付ける。「Ｍちゃん、片付けるの上

手」と言うと笑顔で保育室に向かう。オ 自分で靴を履き替えて保育室に戻ること

ができた。 

 

保育参観後の話し合いでは、保育参観中に見られたＭ児の姿と先生の声掛けな

どの支援（ア～オ）について、支援の意図を小学校の先生に伝えた。 

ア 全体指示だけでは意識しにくいので、今することを、個別に、かつ簡潔に伝

えるようにしている。 

イ 次にすることを知らせて見通しをもてるようにしている。 

ウ 片付けることだけを知らせていくと、片付けたくない気持ちが募り頑固にな

っていく傾向がある。そこで、「いや」という返答や怒って拒否する態度を、も

っと遊びたい気持ちの表れと受け止め、１周乗ったら終わりにすることを提案

することでＭ児が納得するようにしている。   

エ 一緒に片付けることで、Ｍ児の気持ちがそれないようにしている。 

オ 自分でできる身の回りのことは、自分で行う姿を見守っている。 

 

園での対応の仕方を具体的に知らせることは、小学校でのＭ児の支援につながるこ

とが期待されます。また、単に伝えるだけではなく、小学校の先生との意見交換の機

会をしっかりと設けるようにしましょう。 
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事例から読み取れること 

小学校への引継ぎに当たっては、保護者の承諾を得た上で、なるべく具体的に伝え

ていきます。障害のある幼児などにとって、生活の場が園から小学校に変わることは

大きな変化です。その変化に戸惑い、不安を感じ、園ではできることも一時的にでき

なくなったり、落ち着きがなくなったりするかもしれません。そうしたときに、園で

慣れ親しんだ遊びがある、集合場所の目印や掲示物といった生活空間があるといった

ことは、当該幼児にとって安心できることでしょう。また、先生の指示などについて

も、個別に簡潔に伝えてもらっていたのが、急に他の児童と一緒の全体の指示になっ

てしまっては、理解できないばかりか、不安もつのってしまうことでしょう。 

当該幼児の実態に応じた支援が小学校に引き継がれ、安心して小学校での生活がで

きるようにするためには、小学校の先生が、小学校での学習や生活の支援をイメージ

できることが大切です。 

なお、小学校での新しい生活に不安を感じているのは、当該幼児だけではありませ

ん。保護者も、「園でこれまでやってきた支援は引き継がれるのか。我が子の生活の様

子を知らない保護者もいるが、小学校ではそういったことにも配慮してくれるのか」

といったことを心配するかもしれません。保護者の承諾を得た上で、小学校に、これ

までの保護者の思いや要望、園とどのようなやり取りをしてきたのかなどについて伝

えましょう。そして、保護者の不安が軽減され、当該幼児だけでなく保護者自身も小

学校生活に期待がもてるように支援をします。 

障害のある幼児などはゆっくりと新しい生活に慣れていきます。そうした様子を温

かな様子で見守り、継続的な支援をしていきましょう。そのためには、家庭や関係機

関とも連携した一貫した支援が必要であることも忘れてはなりません。 

 

（第５章７．小学校への円滑な接続 155頁参照） 
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事例 13 保護者の気持ちに寄り添うことで先生と保護者の協働を深めていく 

 

 我が子には特に支援の必要性を感じていない、あるいは、支援の必要性は感じて

いてもそのことを受け入れることができずにいる保護者に、特別な支援の必要性だ

けを説明することは、保護者が園に対して反感や不信感をもつことにつながる恐れ

があります。先生が障害のある幼児などの保護者と関わる際には、どのようなこと

に留意したらよいでしょうか。 

【ポイント】 

●信頼関係を築くことが大切です。 

・日頃から会話を多くもつように心掛けましょう。 

・まずは、当該幼児のよいところを伝えましょう。 

・保護者の状態や心の機微を敏感に受け止めて、対応しましょう。 

・当該幼児の成長を一緒に喜びましょう。 

●様々な機会を活用し、情報を提供することが大切です。 

・当該幼児の行動特性（障害特性）について、伝えましょう。 

・当該幼児の行動の対応でうまくいったことについて伝えましょう。 

・状況に応じて地域にある支援機関を伝えましょう。 

 

幼児の障害の有無にかかわらず、幼児、保護者、園の先生との間で信頼関係を築く

ことは、基本です。特に、保護者との関わりでは、保護者の状態や心の機微を敏感に

受け止めつつ、コミュニケーションをとっていくことが重要になります。日頃から会

話を多くもつように心掛け、幼児のよいところを伝えるなどの関わりを重ねていくこ

とが大切です。コミュニケーションは、両者の関係性の上に成り立つものなので、先

生の話し方や態度も影響することを踏まえて対応するようにします。 

子育てに困りながらも心を閉ざしていた保護者が、園や療育機関での支援を受ける

中で、保護者自身の状況を思い悩むことから、障害のある幼児などの困難な状況に目

を向けられるようになっていった事例を紹介します。この事例を通して、先生が保護

者の気持ちをどのように捉え、どのように関わったのか、そして、そのことによって

保護者の気持ちが変化していく様子について考えていきましょう。 
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保護者と先生の関わりの事例              

○入園当初－信頼関係づくりと母親の状況の理解― 

４歳で園に通い始めたＮ児は、乳幼児健診で「言葉が遅い」と指摘を受け、年に数

回、保健センターの発達相談に通っています。母親は友達と遊べないＮ児の行動が気

に入らないのか、園でもＮ児に向かって「ばか！」と大声を出すことがありました。

送迎時の母親の表情は硬く、Ｎ児は母親の表情をうかがうようにしていたこともあり

ます。母親は「Ｎに障害があることを認めたくない」という発言をしていましたが、

Ｎ児が遊ぶ様子を微笑ましそうに見ていることもありました。 

担任はＮ児と一緒に遊ぶ時間をもつように心掛け、母親には、日頃から登降園の際

の挨拶や何気ない会話をするようにするとともに、Ｎ児のよいところや甘えてくるか

わいらしさを折に触れて伝えていきました。 

ある日、母親が「夫に、発達相談で言語の先生やお医者さんの話を伝えるけど、う

まく伝えられなくて大変で…」と話しました。担任は「そうでしたか、大変でしたね。

難しいことを質問されるのですか？」と聞きましたが、内容については口をつぐんで

います。 

Ｎ児の家族は、両親とＮ児の３人家族です。父親は会社員で、平日はＮ児と過ごす

時間はほとんどないようです。父親は、Ｎ児の発達の遅れについて気になりながらも、

発達相談に一緒に行ったことはなく、子育てにはあまり関わっていない様子が、母親

の話からうかがえました。また、Ｎ児の祖父母は、離れた土地に住んでいて、ちょっ

と来て家事や子育てを手伝ってもらうような関係ではないこともうかがえました。Ｎ

児のことについては、母親が一人で関わり、Ｎ児に関する様々な事柄は、母親が父親

に伝えているようでした。母親の表情が硬かったり、イライラしたりするのは、母親

の身近にサポートをしてくれる人がいないからかもしれないと、担任は思いました。 

 

○園に慣れてきた頃 

－気持ちの受け止めと障害のある幼児などの状況を保護者と共有－ 

担任にすっかり馴染んでいるＮ児の様子を見て、母親があるとき「Ｎは他の子より

遅れているから、焦ってしまうし…、イライラしたときや時間がないときは、どうし

ても怒鳴ってしまう」と話しました。この日をきっかけに、担任は、母親に「何か困

ったことはありませんか」と声を掛け始めましたが、「障害のあるこどもを育てたこと
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のない人が、いくら先生だって、分からないから」と答えて、Ｎ児を連れて、そそく

さと帰っていきました。 

その後、担任は、Ｎ児のかいた絵を見せて「『ママ、わんわん』と言っていましたよ」

など、Ｎ児とのやり取りや遊びの様子などを詳しく伝えるようにして、声を掛け続け

ました。そのような働き掛けがしばらく続いたある日、母親は「Ｎを何とかしたいと

思っている」と話してきました。担任は「Ｎ児のこと、心配なんですね、Ｎ児の育ち

を一緒に考えていきましょう」と言って、Ｎ児の園での様子をこれまで以上に詳しく

母親に伝えるようにしました。 

担任は、今までのようにＮ児のよいところだけを伝えるのではなく、Ｎ児が園の生

活で困っていることも伝え始めました。「皆でお遊戯をしているときに本を見ていた

ので、お遊戯をするように誘いましたが、怒って大声を上げていました。Ｎ児は、ど

うやってお遊戯に参加したらよいか分からなかったのかもしれませんね」そして、数

日後には、「お遊戯の順番を写真に撮って示したら、Ｎ児も皆と一緒に遊んでいました」

と、園でどのような工夫をしているのかも伝えました。 

このようにＮ児の様子や成長を詳しく伝えていくことを続けていく中で、母親も家

庭での様子などを話し始めました。「家では園のように騒ぐことはないですけど、知ら

ず知らずのうちにこどものペースに合わせているかもしれないです…」、「障害がある

ということで、心をおおらかにしようと思うけど…納得できる部分もあるし…できな

い部分もある」と家での幼児の行動にうまく対応できなかったときの複雑な心の内を

語ってくれることもありました。 

 

○支援について保護者と共に考える頃－専門機関との連携－ 

保健センターの発達相談に出掛けた母親は、相談員から「Ｎちゃんの言葉が増えて成

長発達が著しく、園に通ってよかったですね、と言われた」と、嬉しそうに担任に話

しました。担任は日頃の母親の子育ての努力をねぎらい、「園でも発達相談の先生と相

談したいので連絡を取ってもいいですか？」と尋ねました。そして、母親から発達相

談のことを詳しく聞くと、療育機関に通っていることが分かりました。今まで、母親

は療育機関に通っていることを認めたくなかったり恥ずかしかったりして、園に言え

なかったのかもしれません。他者から褒められることで、母親はＮ児の成長を実感で

き、また気持ちもほぐれてきて、園にも少しずついろいろなことを話せるようになっ



263 
 

てきたのでしょう。 

母親から了解を得た担任は療育機関に連絡を取りました。療育機関では、Ｎ児の個別

指導や母親との面接相談を通じて心の安定に取り組んでいました。その後、母親の了

解を得た上で、療育機関の担当者が園でのＮ児の様子を観察し、降園後に園の全先生

が加わって、療育機関の担当者とＮ児の状態や対応の仕方について話し合いました。 

翌日、担任は「お母さんのお陰で、療育機関の先生から、Ｎ児のことや支援の仕方

を教えてもらいました。Ｎ児もお母さんも、これまで本当に頑張ってきたのですね。

これからは園と療育機関などの福祉機関とお母さんと一緒になって、Ｎ児のことを考

えていきましょう」と話しました。母親は、安心したような面持ちで、「これからもよ

ろしくお願いします」と微笑みながら言いました。 

 

事例から読み取れること                              

保護者対応のポイントで示されていることは、園が保護者に対応するときにはいつ

も留意していることです。しかし、障害のある幼児などをもつ保護者の場合、子育て

に対する不安が大きく、そのことを周囲に相談することもできずに孤立していること

もあります。そのため、保護者の家庭環境等も踏まえながら、保護者の立場に立って

考え、保護者のその時々の気持ちに応じた一層丁寧な関わりが求められます。 

それぞれの時期（状況）に応じた保護者対応について、各事例から読み取れること

を考えてみましょう。 

 

○入園当初―信頼関係づくりと母親の状況の理解― 

当初は、母親が我が子に向かって「ばか」と大声を出すなど、虐待の疑いも感じさ

せられる状況でした。虐待の背景には保護者の子育てへの不安や苦悩があることが多

いと言われています。このような状況のときに、一方的に指導することは反発を招き、

関係が遮断される可能性がありますから、子育てのつらさや頑張りを認めて接してい

くことが大切です。 

先生は、母親との日頃の会話を大切にし、母親の話したい、話したくないといったそ

の時々の気持ちを大切にしながら、子育てのサポートの有無などの状況や母親の気持

ちを聞いています。そうした中で、母親が一人で子育てを担っていることや母親が得

た情報を父親に伝えるのに困っていることが話されました。母親自身も落ち込んでい
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るときに、我が子の発達の遅れを指摘されたことを父親に伝えなくてはならないつら

さも述べられました。その一方、母親は我が子の状態をしばしば夫に伝えており、夫

婦関係は悪くないことが推察できます。 

この時期、母親は、我が子の発達の遅れが心配で、何とかしたいと思っていますが、

ただ厳しく接することになっていました。そこで先生は、まずは親子関係を改善する

ことを目指して、当該幼児のよさなどを母親に伝え、母親が当該幼児をより愛おしい

と思えるように配慮しています。 

母親の心が先生に開かれ始めたのは、我が子が先生を信頼していること、先生も我

が子を大切に思って関わってくれていることなどが母親に伝わったからだと考えられ

ます。長い時間がかかりますが、この間、しつこくならない程度に、当該幼児の様子

を伝えたり、子育てをねぎらったりする丁寧な声掛けを続けていくことが必要です。 

そして、母親は先生に自身の不安などを次第に話すようになっていきますが、「Ｎに

障害があることを認めたくない」「障害のあるこどもを育てたことのない人が…」とい

った発言もあります。我が子の障害を頭では理解していながらも、気持ちとしては受

け入れかねているのでしょう。母親は、「悲しみ・怒り・不安」を感じており、先生に

対して攻撃的な言葉を向けるかもしれません。先生は、母親が周囲に不満や怒りを言

わないとやっていけない気持ちであることを理解し、攻撃的な言葉も受け流すことが

大切です。 

 

○園に慣れてきた頃 

－気持ちの受け止めと障害のある幼児などの状況を保護者と共有－ 

「Ｎは他のこどもより遅れているし…」と言う言葉からは、また一歩、母親が先生

に心を開き始めたと推測できます。しかし、心を開いたからといって、すぐにＮ児の

課題を示して対応を求めていくことは控えるようにします。Ｎ児の様子を伝える中で、

Ｎ児が園で困っていることを伝え、それに対してどのように関わって、Ｎ児がどう変

わっていったかを伝えることが大切です。このことによって、母親は、Ｎ児の行動の

見方を理解するとともにＮ児の理解も深まっていきます。それは、幼児の小さな変化・

成長を具体的に実感できることにつながります。しかし、例えば、障害のある幼児な

どが家で落ち着かず、家での子育てに疲れている様子の母親に、園でのよい様子ばか

り伝えていては、保護者に寄り添っていることにはなりません。保護者の発言に耳を
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傾けて、子育ての大変さをねぎらい、家での当該幼児の様子を推測し、場合によって

は対応策を一緒に考えていくことが必要です。 

また、母親の「Ｎを何とかしたいと思っている」との発言は、当該幼児の困難な状

況に目を向け、子育てにしっかりと向き合うようになっている兆候です。このような

母親の意識の転換は、母親への対応を変えていく時期でもあります。当該幼児の困難

さに目を向け始めたからと言って、思い悩むことがなくなるわけではありません。保

護者の感情の機微を察して対応していくことが大切です。  

さらに、母親が、障害を認めて当該幼児の状態や障害の特性からくる行動特徴を理

解したからといって、当該幼児への対応が必ずしもうまくいくとは限りません。親と

してこうした方がよいと分かっていても、うまく実行できないことがあります。子育

ての悩みを丁寧に受け止めつつ、日々の生活の中で生じる具体的な困難に対して具体

的に取り組む手立てについて、先生が保護者と共に考える姿勢が大切です。園で試み

たやり方を保護者に伝えたり、家庭での対応の仕方を聞いたりすることで、園と家庭

で、その環境ややり方は異なっていても、当該幼児を「一緒に育てている」という感

覚がもてるようになります。 

  

○支援について保護者と共に考える頃－専門機関との連携－ 

園の大きな集団で、皆の動きについていけない、一斉の指示では何を伝えられてい

るのか分からず人と違うことをしている、人混みが苦手でクラスから離れたところで

一人でいるなどは、当該幼児が園で困っている様子です。早期から、療育機関等の関

係機関と連携して当該幼児の困難さに応じた支援をすることは重要です。 

母親は、「保健センターの発達相談」と言っていましたが、実際は、療育機関に通っ

ていました。初期の頃に「発達相談」の内容を夫に伝えることの大変さを口にし、そ

の内容を担任から聞かれると、口をつぐんだのは、後から考えると、療育機関に通っ

ていることを明言したくなかったから、とも受け止められます。 

母親は、意識はしていないかもしれませんが、当該幼児と関わる保護者・療育機関・

園は共に当該幼児を育てる仲間であり、連携の大切さに気付き始めたからこそ、園が

療育機関に連絡することを了承したのではないでしょうか。さらに、母親は、連携の

場に参加することで、日常生活での当該幼児への接し方の手立てや方向性、様々な制

度の活用について知るきっかけともなります。なお、保護者によっては、園に対し、
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療育機関との関わりを伏せておきたかったり、逆に、療育機関に通っていることでよ

り細かな配慮を求めたりすることもあります。保護者の考え方は様々であり、保護者

の気持ちに寄り添った支援が大切です。 

 

○全体を通して 

本事例では先生の関わりと母親の気持ちの変容を中心に見てきました。全ての保護

者がこのように変わっていくとは限りません。家庭では困っていないので相談しよう

とは思わない場合、当該幼児以外に家族に認知症を患った高齢者がいる場合、保護者

自身に課題がある場合などもあります。卒園するまで、我が子の障害を認めない保護

者もいます。しかし、当該幼児の行動特徴を把握して、その対応を考えていく上で、

幼児の障害の診断の有無や保護者の障害受容の状況は問題視することではありません。

園生活で当該幼児が困っている現実に対応することこそが重要です。保護者とは、当

該幼児の困難さを共有し、その対応を一緒に考える関係をつくることが重要です。 

そのためには、次のような先生の姿勢が大切です。 

・笑顔で挨拶をし、話しやすい雰囲気をつくる 

・保護者の話をよく聞いて、受け止める 

・保護者の気持ちを推測してみる 

・幼児の成長を一緒に喜ぶ 

しかし、先生が保護者に歩み寄ってもすれ違ってしまうこともあります。それでも

日常的な関わり（挨拶や連絡帳など）や保育参観や保護者会など、様々な機会を活用

し、協働で子育てをしようという意識を発信し続けることが欠かせません。 

そして、障害のある幼児などへの支援に関して、本人やその保護者だけでなく、家

族を視野に入れた支援を充実させていくことの重要性が指摘されています。障害のあ

る幼児などであるがゆえに子育ての困難さがより大きくなったり、障害受容をめぐる

悩みがあったりして、母親だけでなく、父親や祖父母、兄弟姉妹なども視野に入れた

支援が求められています。 

（第３章５．保護者との信頼関係を基盤とした子育ての支援 31 頁参照、第５章６．

保護者との連携 148頁参照）  
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事例 14 障害のある幼児などの保護者が一人で抱え込んだり孤立したりしないよう

な配慮について考える 

 

 我が子が入園すると、園での催しやＰＴＡの会等を通じて、他の幼児の保護者と

の関わりも生じます。我が子に障害があるかもしれないと不安を感じている保護者

は、他の幼児の保護者と関わることに不安を感じていることもあります。保護者が

孤立しないような配慮について考えることは、障害のある幼児などと保護者が園で

安心して過ごすためには大切なことです。 

【ポイント】 

●安心して保護者会等に参加できるような配慮をします。 

 ・最初は、他の保護者等と関わるときには、日常的に接している先生が近くに控

え、当該保護者が困ったり居心地が悪そうにしていたりしたら話題を変えるな

どの配慮をしましょう。 

 ・保護者会では、園からの連絡事項に加え、保護者同士の会話の機会を設定しま

す。その際、当該幼児の保護者が安心して参加できる他愛のないテーマから、次

第に保護者同士が子育てに関して共感できるようなテーマへと発展させるな

ど、保護者同士の関係づくりに配慮しましょう。 

 ・他の保護者に当該幼児の状況を説明する必要があるときには、必要に応じて専

門機関と相談しましょう。 

●保護者に対して園以外の専門機関や先輩の保護者等を紹介します。 

 ・日頃から地域にある関係機関の情報を収集したり、発達障害センター等との連

携を深めたりします。 

 ・当該幼児の将来などに不安を抱えている保護者については、先輩保護者の話を

聞くことができる機会を設定することも考えられます。 

 

 障害のある幼児などが入園すると、その保護者も他の保護者と出会うなど、その世

界が広がります。また、我が子が他の幼児と過ごす中で、他の幼児の発達と比較して

しまうこともあるかもしれません。さらに、園での活動の中で幼児同士のいざこざが

生じることもあるでしょう。園という場や機能を通して保護者が体験することに関し

て園がどこまで関与するのかは難しい問題です。保護者の気持ちは、我が子や園の先
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生との関係のみで決まるものではありません。核家族なのか、当該幼児に兄弟姉妹が

いるのかといった家庭環境、保護者の周囲に気軽に相談できる人がいるのかといった

状況、そして、園で保護者自身が安心して過ごせているのかといったことなど、様々

なことが影響します。園での多様な場面を例に、障害のある幼児などの保護者が、園

での生活や活動にどのように参加し、他の保護者とどのように関わっていくのかにつ

いて考えてみましょう。 

 

事例① 保護者同士の関わりのきっかけづくり～安心して保護者会等に参加できる

雰囲気をつくる～ 

 

〇入園当初 ～障害のある幼児などの保護者が緊張～ 

４月、自閉スペクトラム症の診断を受けたＯ児（３歳）が入園してきました。 

入園当初、保護者は、我が子が園での生活になじめるのか心配していると考えた担

任は、こまめに連絡をとるよう心掛けていました。しかしＯ児の保護者は緊張してい

るのか、新しいクラスでの保護者会の場でも、自ら他の保護者に声を掛けるような様

子は見られませんでした。担任が気にして「園で楽しく過ごしていますよ」と伝えて

も「ありがとうございます」という一言だけで、目も合わせずに帰って行ってしまう

日々が続きました。担任はその様子が気になって、保育後に電話をかけてみますが、

「家でどうですか」と聞いても「大変です。まあ、仕方ないですけど」とあまり家で

のことも話してはくれません。担任に話をしても、どうせ分かってもらえないという

ような気持ちの隔たりを感じました。 

 

〇他の保護者との関わりの場面 

 降園時、当該幼児を待つ間、保護者同士が自然に言葉を交わしたり談笑したりする

風景が見られるようになってきました。 

ある日、Ｏ児の保護者と数人の他の保護者とが話している様子が園長の目に留まり

ました。会話の流れから、「園が終わったら、近くの〇〇公園に一緒に行こう」と誘い

を受け、返答に困っている様子でした。他の保護者は、好意をもって遊びに誘ってく

れていることは分かりましたが、今のＯ児の保護者にとっては、それが負担に感じる

ことになるかもしれないと思い、園長はさりげなくその会話に入り、「Ｑさん、〇〇先
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生が探していたわよ。一緒に保育室に行ってみましょうか」と流れを切り替えると、

「あ、そうなんですね。じゃ、すみません」と他の保護者に挨拶して、保育室に向か

いました。園長は、保育室に向かいながら、Ｏ児の保護者の今の気持ちをさりげなく

聞いてみました。Ｏ児の保護者は、「声を掛けてくれてありがとうございます。他のお

子さんと一緒に遊ぶのはまだ心配で」とは答えてくれましたが、何が心配なのかとい

ったことはまだ言いたくないようです。 

 

〇園からのきっかけづくり 

２か月が過ぎ６月となりました。園での様子を伝える保護者会を迎えました。この

中で、担任は、保護者同士が知り合う機会をつくって、互いの育児を語り合えるよう

な場となるようにディスカッションを企画しました。皆が話しやすいようにと考えて、

「夏休みに行きたい所」をテーマにしてみました。Ｏ児の保護者は、最初はとても表

情が硬く、緊張している様子でしたが、少人数のグループに分かれて、アイスブレイ

クなどをして、楽しい雰囲気づくりをしていった中で、Ｏ児の保護者も、Ｏ児と一緒

に出かけられる場所を探して、出かけようと努力しているという話に、グループの保

護者の方が興味をもって、「ここは、行ったことある？ どうだった？」など、徐々に

Ｏ児の保護者を中心に話が盛り上がってきました。Ｏ児の保護者も、質問に答えてい

るうちに時々笑顔を見せるようになり、少しリラックスした様子で帰宅しました。 

その後、普段の生活の中で、Ｏ児の保護者から笑顔が以前よりも見られるようにな

りました。担任は、Ｏ児が園で楽しそうに遊んでいた様子をできるだけ具体的に伝え

るようにして、Ｏ児の得意なことやよさを認める話題を伝えていきました。 

２学期に実施した保護者会でも、保護者同士のディスカッションの時間を取り入れ

ました。「自宅での育児の困難さや解決の工夫」をテーマにしてみました。Ｏ児の保護

者が話しやすいようにと考えて、予め同じグループに、家族や兄弟姉妹で障害のある

幼児などがいる保護者など、Ｏ児の保護者の気持ちを理解してもらいやすい保護者が

入るように席を用意しておきました。 

育児については、皆が悩みや不安を抱えていますから、ざっくばらんな話し合いで

はいろいろな悩みが出てきました。「呼んでもちっとも振り向いてくれないので、つい

怒ってしまう」、「手を振りほどいて走ってしまうので、追いかけるのも大変」、「優し

くしようと思っているけど、ついきつく言ってしまう」など、いろいろな悩みの発言



270 
 

がありました。そのような話を聞いている中で、Ｏ児の保護者は、「聞いてくれるよう

肩を叩いて顔が向いてから声を掛けている」、「靴を脱ぎ散らかさないように自分の靴

を置く場所にマークを付けている」、「服の前後を間違って着ないように、印のボタン

を付けてみたらよかった」などの話が出て、周りの保護者からは「すごいね」、「どん

なふうに付けているの？」、「そうすればいいのか」と言われて、表情が和んできまし

た。保護者会を終えたときに、担任が声を掛けると「先生、皆いろいろ苦労している

のですね。自分だけかと思っていました」と話していました。保護者同士のつながり

の中で、Ｏ児の保護者の気持ちも少し軽くなり、担任ともＯ児の様子について話がで

きるようになってきました。 

 

事例①では、日々の生活を通して園で過ごす安心感を積み重ねることの大切さが分

かります。我が子のことで精一杯な保護者にとっては、園に通園してくることへの疲

労感や、中には人と関わることへ緊張感をもっている保護者がいます。そのような疲

労感、緊張感を徐々にほぐすことができるように、普段からその保護者自身が困って

いないか、周りの保護者とほどよい距離感で関わっているかどうかを気に掛けておく

ことが大切です。 

保護者会では、保護者の緊張や不安をほぐすために誰もが話しやすく、関心のある

テーマを設定して、話しやすい雰囲気をつくっています。このような雰囲気づくりは、

先生の話し方や表情、姿勢などが影響してきます。保護者によっては、「多くの園児の

中の一人なので、そんなにきちんと見ていてもらえていないのではないか」、「我が子

について、園での様子を詳しく教えてくれたり、家庭での様子を聞きたがったりする

のは、他の子よりも手がかかるからだろうか」と不安に感じたりすることもあるかも

しません。先生は、全ての幼児について、幼児一人一人の成長を支え、その子のよさ

や成長を保護者と共有したいと考えていることを伝えるようにしましょう。そのため

には、送迎時や行事、保護者会などで、折に触れて言葉や態度で示していくことが大

切です。 

 

事例② 他の保護者からの相談をきっかけに必要な支援を検討～専門機関と連携し

て、障害のある幼児などと保護者を支える～ 

 ある日、担任のところに、Ｐ児のことで他の保護者から相談がありました。「Ｐ児か
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ら何度も叩かれたり、髪の毛をぎゅっと引っ張られたりしている」、「これからも乱暴

が続くのは心配です。先生もクラスに乱暴なお子さんがいると手がかかって大変だと

思いますが、Ｐちゃんのこと、しっかり見ていてほしいです」との相談、要望でした。 

 担任は、双方の保護者に対して、その都度状況を説明してきました。このことをす

ぐに園内で共有しました。園の話し合いでは、Ｐ児やＰ児の保護者、他の保護者への

対応については、これまでも丁寧に対応してきましたが、Ｐ児の行為を無理矢理にや

めさせることを考えるのではなく、今後、他にどのような支援が考えられるのか、Ｐ

児の保護者に対してどのように支援したらよいのかなどをもっと知る必要があるので

はないかという話になり、そこで、地域の発達障害センターの職員の助言を仰ぐこと

にしました。 

園内で、発達障害センターの職員を招いた研修を実施し、「発達障害」について理解

を深めるとともに、様々な支援策について協議をしました。園での保護者同士の関係

が気まずくなるのは、Ｐ児の成長にとって望ましくはないため、Ｐ児の保護者が孤立

しないように園では引き続き、気に掛けていくことに加えて、Ｐ児の保護者に応じた

個別の支援を受けられるような専門的な講座があることを紹介してもらいました。 

 園内の先生からは、関係機関へとつなげていくことの大切さは理解していても、実

際に保護者に紹介しづらい、行政の機関には、いろいろな窓口があって、保護者が求

めている情報や相談は、どこがよいのかよく分からない、例え紹介しても合わなかっ

たらかえって不信感をもたれるのではといった懸念が挙げられました。 

発達障害センターの職員から、地域の様々な福祉機関につなげることで、Ｐ児の保

護者にとって、子育ての不安が解消されたり、養育方法の助言によって保護者の気持

ちが楽になったりするなどのことを教えてもらいました。 

専門家の助言を受け、Ｐ児の保護者には面談の機会を活用して、地域の発達障害セ

ンターのことを伝えようと準備をしました。実際の面談では、Ｐ児の保護者が「療育

やそういった支援の情報はどこにあるのか教えてほしい」という話題となり、実際に

専門講座や個別支援などを行っている発達障害センターのことを紹介すると、「どう

いうことをするのですか？」と興味をもった様子でした。 

 

事例②では、他の保護者からの相談、要望をきっかけに、関係機関との連携の幅が

広がりました。これまでもＰ児やその保護者への支援について関係機関から助言を得
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ていましたが、Ｐ児やその保護者を取り巻く人々に対して、Ｐ児の状況をどのように

理解して説明していくのか、保護者同士の関係において当該幼児の保護者が孤立しな

いためにはどうしたらよいのかなどについても話し合っています。 

障害のある幼児などの保護者から、他の幼児の保護者に対して、我が子の障害につ

いて説明したいという要望があることもあります。そのような場合には、一層慎重に

検討する必要があります。他の幼児の保護者に対して、当該幼児の保護者から直接説

明するのか、障害のある幼児などの困難といった視点から専門知識を有する者から説

明するのか、どの程度の内容を説明するのかについて検討しましょう。その際、他の

幼児の保護者がどのように受け止めるかなども想定して、伝わりやすい方法を考える

必要があります。さらには、その後の幼児同士の関係などにも、先生は配慮する必要

があります。このような機会が、偏見などにつながることなく、幼児一人一人の特性

が多様であるからこそ、幼児同士が関わる中で共に育つことができると捉えられるよ

うにしましょう。 

これまでの保護者同士の関係性や、園との関係性、我が子の障害についての公表の

有無なども考慮しながら、場合によっては専門家から助言を受けるなどして、担任一

人で抱え込まずに、園内で今後の対応策について十分に話し合うことが重要です。 

 

事例③ 先輩保護者から話を聞く機会を通して～少し先の見通しをもつことで安心

感へとつなぐ～ 

 保護者同士の関係ができて互いに認め合うことができ、園生活に少し余裕ができて

きた頃、Ｒ児の保護者から「うちの子と同じような子は今までもいたのですか？」と

の質問を受けました。 

担任は、かつて同じように障害のある幼児などを育てていた保護者を思い出しまし

た。担任はその方に園で話をしてもらえれば、少し先の見通しがもてて在園児の保護

者も安心するのではないかと考え、修了して数年経っている保護者に連絡をとり、園

に来てもらうことにしました。 

先輩保護者のＷさんは、Ｒ児の保護者に当時の気持ちを振り返り、話してくれまし

た。 

Ｗさんは、「こどもが小さいうちは、障害を認めるのが嫌で、うちの子はできる、う

ちの子は変わった子ではないと思っていました。でも、年月が経つとそんなに気を張
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って子育てしなくてもよかったと分かるんです。園の頃が一番つらくて、他の子と比

較してばかりいました。でも、小学校中学年くらいになるとこどもの得手不得手がよ

く分かってきて、無理に頑張らせてもこの子が苦しいんだと分かってきたんです」と

我が子は今のままではなく、必ず成長していくものであることを語ってくれました。 

その他、小学校に入学した後の様子や、小学校での行事への取組などのことも詳し

く教えてくれました。さらに、他の先輩保護者もご紹介いただき、様々な先輩の話を

聞くこともできました。保護者の中には、兄弟姉妹二人に障害があってそれぞれのこ

どもに対応している時間も長ければ兄弟姉妹でのけんかも多くて困っていたと語る保

護者や、下のこどもに障害があり上のこどもと向き合う時間がなかなかとれないと語

る保護者もいました。先輩の話の中で、Ｒ児の保護者が印象に残ったのは、「障害を理

解することは大切だけれど、焦らず、『我が子』と向き合って一緒に生活していく中で、

『我が子』の特性を徐々に理解していければよい」、「兄弟姉妹がいるときは、障害の

有無にかかわらず、その子だけと向き合う時間を意図的につくるといった配慮が必要」、

「親だって悩むし不安。その不安を一人で抱え込まないように、周囲の人に相談した

り、自分の息抜きの時間を意識的につくったりする」といったことでした。また、保

護者は、皆それぞれに子育てや将来のことに悩みや不安を抱えながらも、園の先生だ

けでなく、多方面にわたり、誰かに話を聞いてもらったり手伝ってもらったりして、

一人ではないということに勇気づけられた様子でした。 

 

事例③では、園が、同じような経験のある先輩の保護者から直接話を聞く場を設け

ることによって、Ｒ児の保護者は安心感や少し先の見通しをもつことができました。 

同じような過程を経験している先輩の保護者だからこそ、より身近な存在として、

Ｒ児の保護者が何に困っているのか、何に不安を感じているのかを理解し、共感し合

える存在となりました。 

 保護者が迷いや不安を繰り返しながらも、我が子に前向きに関わっていけるように

なるためには、それを励ましてくれる人の存在が大切です。園の先生自身も保護者の

温かい理解者であることを心掛けながらも、同じような過程を歩んでいる保護者との

触れ合いもまた重要です。 

話を聞いたり、悩みを打ち明けたりすることにより、不安になるのは自分だけでは

ない、今の状態がずっと続くものではないと、次第に不安が軽減され、自分自身の関
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わり方を振り返り、自分の進むべき方向が見えてきます。 

 同じクラスの保護者でも、既に何人かのこどもを育てている経験の豊富な保護者も

いれば、初めてのこどもで不安を抱えて育てている保護者もいます。また、子育ての

ことについて身近に相談のできる人がいる家庭もあれば、そういう人がいない家庭も

あります。このような様々な保護者が互いに悩みを打ち明けたり、相談相手になった

りできるように、園で関係づくりや場づくりを進めていくことがとても重要です。 

 

事例から読み取れること 

 幼児一人一人が異なるように、保護者も一人一人異なります。他の保護者に積極的

に話し掛ける保護者もいれば、話し掛ければ楽しそうに話すけれど自分からはなかな

か話し掛けることができない保護者もいることでしょう。また、配偶者が近くにいな

い家庭もあれば、自身の両親と同居している保護者もいます。園に入園してきた障害

のある幼児などが一人っ子の場合もあれば、下や上に兄弟姉妹がいる場合もあります。

保護者の個性、保護者を取り巻く環境などによって、障害のある幼児などの発達の受

け止め方や我が子をきっかけとして知り合った先生や他の保護者との関わり方も異な

ることでしょう。 

 園では、送迎、保護者会、園の行事などを通して、保護者同士が関わる場面も多く

あります。そうした関わりの中で、保護者同士が子育ての喜びや悩みを共感したり共

有したり、あるいは趣味などの他愛のない会話でリフレッシュしたりすることもあり

ます。しかし、我が子に障害があるかもしれないと思っている保護者は、他の保護者

との関わりを避けたり、他の保護者からの視線や言動が過剰に気になったり、幼児同

士のいざこざがあった場合でも過剰に引け目を感じたりすることがあるかもしれませ

ん。もちろん、保護者同士の関係などについては、園が立ち入るべきではないことも

あります。しかし、保護者の気持ちの安定は障害のある幼児などの成長にとってとて

も大切なことです。保護者が、園での活動等に関して不安感や孤立感を感じたりする

ことのないように配慮することは大切です。 

そして、保護者の気持ちや要望等に沿って、例えば、先輩の保護者の話を聞く機会

や我が子の障害の状態等について他の保護者に話す機会を設けることも考えられます。

しかし、このような活動は、保護者が希望しているからといってすぐに行うことは適

切ではありません。慎重な検討なくして設定したそのような機会は、保護者の気持ち
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や保護者を取り巻く環境をよい方向に変えるとは限りません。先輩の保護者の話を聞

くことによって希望をもてたり前向きな気持ちになったりするといった保護者がいる

一方で、先輩の保護者と自分を比較して落ち込んだり、他の保護者の視線や言動を一

層気にしたりする保護者がいる可能性もあります。他の保護者に話す機会を設ける場

合などには、関係機関に話す内容などを相談することも考えられます。関係機関との

連携に当たっては、個人情報に関して保護者の承諾を得ることが大切です。そして、

こうしたときに速やかに連携していくためには、日頃から、地域の関係機関について

調べたり、園内研修の講師として協力を依頼したりすることが大切です。保護者の置

かれた状況や背景などは様々であり、保護者の捉え方も様々です。そのことを十分に

留意して、関係機関とも連携しながら、園全体でどのように支援をしていくことがよ

いのか十分に協議することが重要です。 

特に、関係機関との連携は、家庭、園、福祉機関や医療機関が連携して幼児の育ち

を考えていくことにつながります。さらに、関係機関を活用することにより、園と家

庭の生活の連続性を踏まえた支援が充実したり、小学校やその先の生活までの一貫し

た支援が一層充実したりします。 

 

（第３章５．保護者との信頼関係を基盤とした子育ての支援 31 頁参照、第５章６．

保護者との連携 148頁参照） 
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